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序 文

本書は、平成１１年度に、鳴鹿大堰東古市地区暫定盛土工事に伴って福井県教

育庁埋蔵文化財調査センターが実施した、東古市縄手遺跡の発掘調査の成果を

とりまとめたものです。

九頭竜川中流域に位置する永平寺町では、主に縄文時代から中世にかかる多

数の遺跡の存在が確認されています。今回調査の対象となった東古市縄手遺跡

は、九頭竜川南岸の東古市地区に所在しています。近年、この九頭竜川南岸域

では、中部縦貫自動車道の建設工事に伴って多数の遺跡が発掘調査されており、

城館跡や寺院跡などを初めとして、周辺部における歴史が次第に明らかになり

つつあります。

今回の調査では、発掘面積はさほど広くはないものの、弥生時代終末から古

墳時代初頭に属す竪穴住居跡２棟を確認し、その内部から多数の遺物が出土し

たことが特筆されます。また、そのほかにも、縄文時代から中世までの幅広い

時代の多量の遺物を検出することができました。それらの中には、当地域の歴

史を探る上で、貴重な資料となるものも少なくありません。

今後、これらの資料が、埋蔵文化財に対する理解をより一層深める手がかり

となり、また、本書が学術研究ならびに郷土史研究のためなどに、広く活用さ

れることを願って止みません。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の刊行に至る間に、関係諸機関

を初め地区住民の方がたなど、多くの皆様から多大なご協力とご支援を賜りま

した。ここに深くお礼申し上げます。

平成１９年３月

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

所 長 中 司 照 世
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例 言

１ 本書は福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが鳴鹿大堰東古市地区暫定盛土工事に伴い、平成１１年

度に実施した東古市縄手遺跡（福井県吉田郡永平寺町東古市所在）の発掘調査報告書である。

２ 調査は建設省（当時）の依頼を受けて、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが実施し、中森敏晴

・白川綾（以上、文化財調査員）が担当した（肩書は調査時）。

３ 発掘調査は、平成１１年７月１３日から同年１０月２０日まで実施した。出土遺物の整理は、平成１３年４月

１日から同１９年３月３１日まで、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターにて実施した。

４ 本書の編集は白川が行い、中森・山本孝一・御嶽貞義・白川（以上、主査）、森由佳・今林信祐・

北野薫・奥井智子（以上、嘱託）、中野拓郎（現・敦賀市教育委員会）が分担して執筆した。文責は、

以下のとおりである。

中森（第１章第１節、第４章第１節Ⅰ石器、同第２節Ⅵ、第６章第１節Ⅰ石器、同第２節Ⅴ・Ⅵ）

白川（第１章第２節、第３章、第４章第１節Ⅰ遺構、第５章、第６章第１節Ⅰ・Ⅱ遺構、同第２節

Ⅰ、第７章第１節Ⅰ、同第２節） 北野（第２章、第６章第２節Ⅳ） 御嶽（第４章第１節Ⅱ遺構）

山本（第４章第２節Ⅰ） 今林（第４章第１節遺物、同第２節Ⅱ～Ⅴ、第６章第１節Ⅰ粘土塊、同

第２節Ⅶ、第７章第１節Ⅱ・Ⅳ） 森（第６章第１節Ⅰ・Ⅱ土器、同第２節Ⅱ） 中野（第６章第

１節Ⅱ土師器、同第２節Ⅲ、第７章第１節Ⅲ） 奥井（第６章第２節Ⅳ）

５ 遺構・遺物の図版作成は白川・森が中心となって行い、遺構の写真撮影は白川が、遺物の写真撮影

は中森が、写真図版作成は中森・今林が、それぞれ行った。

６ 本書に掲載した遺物と調査に際して作成した図面・写真は、一括して福井県教育庁埋蔵文化財調査

センターで保管している。

７ 本書に掲載した遺構図ならびに地形測量図は、株式会社国土開発センターに作成を委託したものを、

一部改変したものである。また、鉄器の保存処理ならびにＸ線画像撮影は、株式会社武蔵文化財研

究所に業務を委託した。

８ 本書の遺構・遺物の挿図の縮尺は、次のとおりである。

遺構配置図………………………１／２００ 石器実測図 ………………………１／３・２／３

調査区土層断面図………………１／１００ 鉄器実測図 ………………………１／２

遺構実測図………………………１／６０ 土錘・粘土塊実測図 ……………１／３

土器実測図………………………１／３

９ 本書における水平レベルの表示は海抜高（ｍ）を示し、方位は磁北（Ｍ．Ｎ．）と真北（Ｔ．Ｎ．）

の両者を併用した。

１０ 発掘調査ならびに遺物整理に際しては、永平寺町教育委員会のご協力を得た。

１１ 本書の作成にあたり、次の方々からご助言・ご指導を頂いた（敬称略・五十音順）。

青木元邦・天井康昭・網谷克彦・加藤茂森・木下哲夫・佐々木勝・堀大介・安英樹
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第１章 調査の経過

第１節 調査にいたる経緯
なる か おおぜき

福井県最大最長の河川、九頭竜川をせきとめる鳴鹿大堰は、やはり当県最大規模を誇る用水堰で、福
さか い し まるおかちょうひがしふた つ や よし だ ぐん

井平野一帯の広範な農地を潤す灌漑用水の水源を担っている。現在は坂井市丸岡町 東二ツ屋と吉田郡
えいへい じ ちょうほう じ おか なる か さん が

永平寺町法寺岡との間にあるが、その名のとおり、かつては現在よりやや上流の、永平寺町鳴鹿山鹿
ひがしふるいち こうふく じ りょうかわぐちしょう

と同町東古市との間にあった。その歴史は平安時代までさかのぼり、興福寺領河口荘開発のために
じゅうごう

開削された、十郷用水の取水口として設けられたのが始まりとされ、十郷大堰とも呼ばれている。

平成９年（１９９７）、建設省近畿地方建設局（現、国土交通省近畿地方整備局）九頭竜川鳴鹿大堰管理

所（以下、鳴鹿大堰管理所）は、鳴鹿大堰建設事業に関連して、東古市地区暫定盛土工事を計画した。

工事予定区域は、鳴鹿橋の南、九頭竜川左岸の低位段丘上で、当時の護岸壁から２０～３０ｍ幅、鳴鹿橋を

挟んで上流側に約１１０ｍ、下流側に約１６０ｍの範囲であった。この区域内に周知の遺跡はなかったが、そ
つ むろやま ひがしふるいちなわ て

の南側に津室山遺跡と東古市縄手遺跡が存在し、そのさらなる拡がりが予想されたため、同年７月、

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター（以下、センター）が試掘調査を実施した。

調査の結果、事業区域の一部で、弥生時代末～古墳時代初頭と思われる遺構・遺物を確認した（第１

図）。まず、上流側（Ⅰ区）は、永平寺中学校のある高台から一段下がった、川よりやや高い平坦面上

にあり、川沿いに展開した集落遺跡と判断した。一方、下流側（Ⅱ区）は、南東から北西にかけて緩や

かに傾斜する台地の先端部分で、遺跡の中心からはやや外れるものの、一部はそこまで拡がっていたも

のと推測した。

以上の結果から、当該工事の際には、事前に記録保存のための発掘調査が一部で必要となる旨を鳴鹿

大堰管理所に回答した。それを受けて、福井県教育庁文化課・センター・鳴鹿大堰管理所の三者で協議

した結果、平成１１年度中に調査対応することで合意に達し、東古市縄手遺跡の発掘調査が決定した。（中森）

第１図 調査区位置図（縮尺１／５，０００）
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第２節 調査の経過
本調査は、平成１１年（１９９９）７月１３日より開始した。調査区割りは、一辺５ｍの区画とした。Ⅰ区は、

東西に１～１０区、南北にＡ・Ｂ区を配した。調査面積は約３６０㎡。Ⅱ区は、東西に１～１７区、南北にＡ

～Ｄ区を配した。調査面積は約１，２４０㎡。Ⅰ区は、すべて人力による調査を行った。Ⅱ区の表土につい

ては、重機での掘削を行った。調査は、Ⅰ区を先行し、その後Ⅱ区の調査を行った。

以下、調査日誌を抄録する。 （白川）

７月１３日 本調査に着手。Ⅰ区の調査区中央部に土層観察用あぜを設定し、全面の表土剥ぎを行う。

７月１４日 Ⅰ区の試掘坑の覆土除去。壁面を観察し遺構確認面を把握。

７月１５日 Ⅰ区の客土掘り下げ。

７月１６日 Ⅰ区の客土掘り下げ。

７月２１日 Ⅰ区の客土・包含層掘り下げ。

７月２２日 Ⅰ区の包含層掘り下げ。杭打ちを行う。

７月２３日 Ⅰ区の包含層掘り下げ。

７月２６日 Ⅰ区の包含層掘り下げ。石組遺構確認。４分割して掘り下げ。

７月２７日 Ⅰ区の包含層掘り下げ。Ⅰ区の遺構確認面精査開始。石組遺構の土層断面図実測終了。

７月２８日 Ⅰ区の石組遺構完掘。

７月２９日 Ⅰ区の石組遺構写真撮影。平面図実測開始。

７月３０日 Ⅰ区の遺構掘り下げ。Ａ・Ｂ－１～３区は遺構が残っていないため地山まで掘り下げる。

８月２日 Ⅰ区の遺構掘り下げ。Ａ・Ｂ－４・５区も遺構が残っていないため地山まで掘り下げる。Ⅱ区

にベルトコンベアを設置。

８月３日 Ⅰ区の調査区東西に設置した土層観察用あぜの分層。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月４日 Ⅰ区の調査区東西方向の土層断面図実測。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月５日 Ⅰ区の調査区東西方向の土層断面図実測。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月６日 Ⅰ区の調査区東西方向の土層断面図実測。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月９日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月１０日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月１１日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月１３日 Ⅰ区の土層観察用あぜ除去。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月１７日 Ⅰ区の土層観察用あぜ除去。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月１８日 Ⅰ区の土坑１確認・掘り下げ。

８月１９日 Ⅰ区の土坑１、遺物出土状況の写真撮影・平面図実測・取り上げ。

８月２０日 Ⅰ区の土坑１、硬化面で写真撮影、硬化面の掘り下げ。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月２３日 Ⅰ区の土坑１、完掘。写真撮影。Ⅰ区の遺構はすべて完掘。平板で、Ⅰ区の遺構出土状況の平

面図作成開始。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月２５日 Ⅰ区の遺構出土状況の平面図作成終了。Ⅰ区の全面清掃。

８月２６日 Ⅰ区の航空測量。Ⅰ区調査区全景の写真撮影。Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月３０日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。

８月３１日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。

第１章 調査の経過
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９月１日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。

９月２日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。遺構確認面を把握する。永平寺中学校の生徒、遺跡見学。

９月３日 Ⅱ区の包含層掘り下げ。永平寺中学校の生徒、遺跡見学。

９月６日 Ⅰ区の調査区中央にトレンチを設定、下層に遺構・遺物がないことを確認。トレンチ内の東西

土層断面を分層、実測。Ⅰ区での作業はすべて終了。（以下の作業はすべてⅡ区）

９月９日 包含層掘り下げ。

９月１０日 包含層掘り下げ。

９月１３日 包含層掘り下げ。遺構検出開始。

９月１６日 包含層掘り下げ。

１０月１日 １号住居跡・２号住居跡確認。遺構確認および遺構の掘り下げを行う。

１０月２日 １号住居跡・２号住居跡覆土掘り下げ。遺構確認および遺構の掘り下げ。

１０月４日 １号住居跡の遺物出土状況および土層断面写真撮影。２号住居跡の土層断面写真撮影、土層断

面図の実測終了、土層観察用あぜの除去、遺物出土状況平面図実測。遺構確認および遺構の掘

り下げ。

１０月５日 １号住居跡の土層観察用あぜの除去、遺物出土状況平面図実測開始。

１０月６日 遺構確認および遺構の掘り下げ。

１０月７日 遺構確認および遺構の掘り下げ。

１０月８日 ２号住居跡の遺物取り上げ。

１０月９日 １号住居跡の遺物出土状況平面図実測終了。

１０月１１日 １号住居跡の遺物取り上げ。遺構確認および遺構の掘り下げ。

１０月１２日 ２号住居跡の完掘状況写真撮影。遺構確認および遺構の掘り下げ。

１０月１３日 １号住居跡の完掘状況写真撮影。遺構確認および遺構の掘り下げ。

１０月１４日 調査区外にベルトコンベアを撤去。調査区全体の清掃。

１０月１５日 調査区全体の清掃。平板で１号住居跡・２号住居跡の遺構出土状況平面図の作成。調査区西壁

の土層断面図を作成。

１０月１８日 調査区全体の清掃。調査区全景の写真撮影。道具の片づけ。

１０月１９日 調査区全体の清掃。航空測量。正午で解散。出土遺物および器材を埋文センターに運搬。

１０月２０日 器材搬出。プレハブ撤去。
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第２章 遺跡の位置と周辺の地理的・歴史的環境

第１節 地理的環境（第２・３図）
福井県は、本州中央部の日本海沿岸に面し、東西約１３０㎞、南北約１００㎞、面積は約４，１８９�を測る。

一般的に、県のほぼ中央部に位置する木ノ芽山地（山嶺）を境に大きく二分し、北を嶺北、南を嶺南と

呼称する。嶺北地方は、九頭竜川、日野川、足羽川といった大河川による沖積平野が形成されるのに対

し、嶺南地方は、海と山地に挟まれた平地や小河川の河岸段丘から構成される。また、嶺北地方とは異

なり、日本海側有数のリアス式海岸をもつ。嶺北地方は、加越山地、越美山地、丹生山地に三方を囲ま

れ、越前中央山地が南北にのびる。各山地に挟まれた平地に福井平野が位置する。この福井平野を貫く

のが県内最大の九頭竜川である。九頭竜川は、福井県と岐阜県の県境に位置する油坂峠付近に源を発し、

足羽川、日野川と福井平野部の西方で合流する。県北西端の名勝天然記念物「東尋坊」周辺が日本海へ

の開口部である。河口部は三里浜砂丘となっており、古墳時代から平安時代までの遺跡が分布する。

吉田郡永平寺町は、九頭竜川の中流部にあたる。東側に広がる大野・勝山盆地と西側に広がる福井平

野、坂井平野、鯖武盆地は、加越・越前中央山地により視覚的に分けられており、東西の間を長さ約１３

㎞、幅約１．５㎞の「志比地溝」により連結されている。九頭竜川の両岸は、上位河岸段丘面と下位河岸

段丘面に二分される。地溝内に点在する遺跡の多くは、標高約５０～７０ｍを測る上位河岸段丘面および山

麓部に所在する。永平寺町内には、永平寺川が流れており、越前中央山地に源を発し、南方より九頭竜

川中域に注ぎ込んでいる。永平寺川流域には、河川が形成した南北約３㎞、東西約１㎞を測る「志比谷」

第２図 福井県地勢図（縮尺１／１，０００，０００）
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が広がっている。

永平寺町東古市は、志比谷の北部に位置する。東古市縄手遺跡は、志比地溝西端部の九頭竜川左岸と

永平寺川の合流点の下位河岸段丘上に形成された小扇状地の一部に立地する（第４図１）。鳴鹿橋の南東

側調査区の３６０㎡をⅠ区、南西側調査区の１，２００㎡をⅡ区とする。遺跡の標高は、３６．５～３９．７ｍを測る。

第２節 歴史的環境（第４図）
本遺跡に関連する時代について、周辺の遺跡の概要を記す。

縄文時代 縄文時代の周辺遺跡は、『鳴鹿手島遺跡』（工藤１９８８）に詳しい為、ここでは、本遺跡と関

連が深いと思われる津室山遺跡（第４図２）についてのみ記す。津室山遺跡は、河岸段丘化した地形上

に立地する。多量の打製石斧が出土している。

弥生時代 本遺跡周辺での弥生時代の遺跡発掘調査例は希少であり、袖高林古墳群（同図３）と成仏

木原町遺跡（同図４）にとどまる。まず、袖高林古墳群は１３基以上の墳丘墓で構成され、南北の２群に

分かれる。平成７・８年（１９９５・１９９６）に南群にある４基の発掘調査が行われ、墳丘付近より弥生時代

後期後半から終末期にかけての遺物が出土した。１号墓の第２埋葬施設からは、鉄刀が出土している。

成仏木原町遺跡は、縄文時代を本来主体とする遺跡であるが、弥生時代終末期の土器も出土している。

この他、永平寺町に所在する遺跡として、室遺跡（同図５）がある。断面Ｖ字状の環濠跡、竪穴住居

跡、掘立柱建物跡が確認され、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての大規模な環濠集落遺跡である

事が窺える。その周辺に位置する遺跡として、南春日山墳丘墓群（同図６）と乃木山墳丘墓（同図７）

第３図 志比地溝内の地形模式図（縮尺１／１００，０００）
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がある。まず、南春日山墳丘墓群からは、四隅突出型墳丘墓１基と方形周溝墓３基が確認された。１号

墓からは、弥生時代後期後半の遺物が出土している。また、乃木山墳丘墓は、弥生時代終末期の方形墳

丘墓であることが確認された。３基の埋葬施設のうち第１号埋葬施設からは、木製枕、素環頭鉄剣等の

副葬品が出土している。

福井平野東方の河川流域には、福井市荒木遺跡（同図８）と同市林・藤島遺跡（同図９）が位置する。

両遺跡は、土器編年の標式遺跡として学史上重要な遺跡である。足羽川流域の扇状地上に立地する荒木

遺跡からは、弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居跡や、碧玉製玉作りの痕跡が確認された。旧河

川道からは、弥生中期後半の遺物がまとまって出土している。また、九頭竜川流域の扇状地上に立地す

る林・藤島遺跡は、弥生時代後期～古墳時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が確認された集落遺跡である。

第４図 東古市縄手遺跡の位置と周辺の遺跡分布図（縮尺１／１００，０００）
国土地理院 平成５年２月１日発行 １／５０，０００「永平寺」使用

１．東古市縄手遺跡 ２．津室山遺跡 ３．袖高林古墳群 ４．成仏木原町遺跡
５．室遺跡 ６．南春日山墳丘墓群 ７．乃木山墳丘墓 ８．荒木遺跡
９．林・藤島遺跡 １０．原目山墳墓群 １１．松岡古墳群 １２．永平寺支群
１３．重立山支群 １４．手繰ヶ城山古墳 １５．泰遠寺山古墳 １６．石舟山古墳
１７．鳥越山古墳 １８．二本松山古墳 １９．東諏訪間古墳群 ２０．大畑古窯跡群
２１．丸岡古墳群 ２２．六呂瀬山支群 ２３．野中山王支群 ２４．大森支群
２５．上銭瓶支群 ２６．六呂瀬山１号墳 ２７．六呂瀬山３号墳 ２８．御野山古墳
２９．葵遺跡 ３０．諏訪間窯跡群 ３１．堂谷窯跡群 ３２．奥乙ヶ谷窯跡
３３．吉波神明窯跡 ３４．箱屋谷遺跡 ３５．堤ヶ谷窯跡 ３６．藤谷窯跡
３７．上吉野窯跡 ３８．永平寺 ３９．吉峰古寺 ４０．大仏寺
４１．線刻磨崖仏９体 ４２．波多野城跡 ４３．三重山城跡 ４４．波多野氏館跡
４５．諏訪間興行寺 ４６．荒川興行寺 ４７．京善藤谷口遺跡
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碧玉製玉作り関する遺物や弥生時代後期の遺物等が出土している。従来、「林遺跡」と呼称されていた

が、平成４年度に「林・藤島遺跡」と改称されている。

林・藤島遺跡に時期的に後続する遺跡として、福井市原目山墳墓群（同図１０）がある。８０基中７基が

調査され、１号墓の埋葬施設から３２３点の管玉や、弥生時代終末期の供献土器が出土している。また、

３号墓の頂部より弥生時代中期から後期の遺物が出土している。弥生時代後期から終末期にかけての墓

制の在り方を示しており、土壙墓→方形周溝墓→墳丘墓へという変遷過程が考えられている。

古墳時代 松岡古墳群（同図１０～１３）は、九頭竜川左岸の丘陵上にある永平寺（同図１２）、松岡（同

図１１）、重立山（同図１３）、原目山（同図１０）の４つの支群により構成され、約１７０基から成る。まず、

標高１６４．３ｍの丘陵上に手繰ヶ城山古墳（同図１４）が位置する。全長約１２９ｍを測る前方後円墳である。

墳丘は２段築成で、葺石や埴輪が確認された。４世紀中葉に造営されたと考えられている。泰遠寺山古

墳（同図１５）は全長約６４ｍを測る帆立貝形古墳と推定されている。昭和初期に鉄道の施設に伴う土取り

により消失した古墳である。副葬品として、半円方形帯神獣鏡や内行花文鏡をはじめ、勾玉や管玉、棗

玉、蜻蛉玉、丸玉、小玉といった玉類が伝えられている。５世紀中葉に築造されたと考えられている。

三峰山の南方に石舟山古墳（同図１６）が位置する。墳丘は全長約７９．１ｍを測る。盗掘されていたものの、

排水溝をもつ刳抜式の舟形石棺の身部が確認され、甲冑片や須恵器片が出土している。また、墳頂部、

段築面、裾部からは埴輪列が確認されている。墳頂部では石棺蓋の破片が確認された。５世紀中葉に造

営されたと考えられている。その南方には鳥越山古墳（同図１７）がある。全長約５３．７ｍを測る帆立貝形

前方後円墳である。竪穴系横口式石室と舟形石棺が確認されている。円筒埴輪、朝顔形埴輪、蓋形埴輪、

家形埴輪が出土した。山頂に立地する前方後円墳として、二本松山古墳（同図１８）がある。全長約８９ｍ

を測る。古く後円部頂から家形石棺が２基確認されている。第１号棺は、享保年間に盗掘されたもので

ある。棺内から人骨、朱、甲冑、翡翠勾玉が出土したとされている。また、第２号棺は、明治３９年（１９０６）

に高橋健自氏により発掘調査が行われ、棺内から金銅製冠、銀銅製冠、�製四獣鏡、碧玉製管玉、眉庇

付冑、三角板鋲留短甲が出土している。５世紀末に築造されたと考えられている。

永平寺町古墳群は、九頭竜川に注ぐ永平寺川右岸の丘陵上及び丘陵裾に立地する。弥生時代から古墳

時代前期に属する袖高林古墳群と、古墳時代後期に属する東諏訪間古墳群（同図１９）で構成されている。

東諏訪間古墳群の１号墳は直径約１５ｍを測る円墳で、無袖型横穴式石室を持つ。また、２号墳は墳丘が

すでに消滅しているものの、直径約１６．８ｍを測る円墳で、両袖型横穴式石室を持つ。耳環、刀子、須恵

器が出土し、遺物から６世紀末から７世紀前葉に位置づけられる。

東古市周辺の主要な窯として、大畑古窯跡群（同図２０）が挙げられる。古墳時代後期の須恵器が出土

している。

丸岡古墳群（同図２１）は、九頭竜川右岸の丘陵上にある六呂瀬山（同図２２）、野中山王（同図２３）、大

森（同図２４）、上銭瓶（同図２５）の４つの支群により構成され、約１３０基から成る。まず、六呂瀬山１号

墳（同図２６）は、北陸最大の全長約１４０ｍを測る前方後円墳である。昭和５３年（１９７８）に墳丘の一部が

調査され、２段築成であることや葺石や家形埴輪、鶏形埴輪が確認されている。また、石棺片も出土し

ている。４世紀後葉に築造されたと考えられている。六呂瀬山１号墳の西方には、六呂瀬山３号墳（同

図２７）があり、全長約９０ｍを測る前方後円墳である。４世紀末葉から５世紀初頭に築造されたと考えら

れている。このほか、九頭竜川の自然堤防上に築営された古墳として、御野山古墳（同図２８）がある。

４世紀中葉と考えられる割竹形石棺が確認され、「牛ヶ島石棺」とも呼称されている。墳丘は、消滅し
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ている。

集落遺跡として、永平寺町葵遺跡（同図２９）がある。古墳時代初頭を中心とする集落跡で、掘立柱建

物跡１０棟、柵列跡等が確認されている。弥生時代終末期の土器や土師器等が出土している。

古 代 九頭竜川左岸に諏訪間窯跡群（同図３０）が位置する。昭和４７年（１９７２）に永平寺町史編纂

の一環として発掘調査が行われた。２号窯からは、７世紀後半から８世紀初頭の遺物が出土している。

志比地溝内の上位段丘上には、永平寺町堂谷窯跡群（同図３１）と同町奥乙ヶ谷窯跡（同図３２）が位置

する。まず、堂谷窯跡群からは、窯の焚口と思われる遺構が検出された。８世紀前半の須恵器の大甕、

皿などが出土している。奥乙ヶ谷窯跡からは、９世紀後半から１０世紀初頭の須恵器・土師器が出土して

いる。九頭竜川右岸に位置する永平寺町吉波神明窯跡（同図３３）は、神社の背面にある水路の断面に灰

原と判断される層が確認でき、９世紀後半から１０世紀初頭の須恵器、土師器が出土している。また、坂

井市丸岡町箱屋谷遺跡（同図３４）では、８世紀代の素弁八葉蓮花文丸瓦や平瓦が出土している。平安時

代の窯跡として、永平寺町堤ヶ谷窯跡（同図３５）、同町京善藤谷口遺跡（同図４７）、同町藤谷窯跡（同図３６）、

同町上吉野窯跡（同図３７）がある。

中 世 永平寺町の九頭竜川左岸周辺には、最勝光院領である志比荘が所在する。最勝光院は、承

安３年（１１７３）に女御（後宮）であった建春門院平滋子の御願により、後白河天皇が建立した寺である。

越前を代表する中世寺院として、曹洞宗大本山永平寺（同図３８）がある。志比荘の地頭で六波羅評定衆

の波多野義重や日本達磨宗の越前波著寺の懐鑑の勧誘もあって、道元禅師が寛元元年（１２４３）、「吉峰

寺」（同図３９）に修行道場をひらいた。同２年（１２４４）に吉峰寺の西方にある吉祥山（大仏寺山）の山

腹に「大仏寺」（同図４０）を建立し、同４年（１２４６）には寺号を「永平寺」と改名する。その後、住持

三世徹通義介の頃に現在の永平寺に移転したと推定されている。創建当時の所在地は「大仏寺旧址」と

して現在に伝わる。１５世紀後半には応仁の乱が勃発し、一乗谷を拠点とする初代朝倉英林孝景が越前国

を統率し、波多野氏は傘下となった。また、四代孝景は、永平寺の門前に地蔵菩薩や聖観音菩薩などの

線刻磨崖仏９体（同図４１）を安置した。

波多野氏に関する遺跡として、永平寺町波多野城跡（同図４２）がある。南北朝期に築城され、拠点を

おいた。付近には、同町三重山城跡（同図４３）や、土塁の一部が残る同町波多野氏館跡（同図４４）が位

置する。

志比地溝内には、越前における浄土真宗屈指の興行寺が所在する。応永１３年（１４０６）に本願寺五世綽

如の三男玄真（周覚）を開基とし、志比庄内下郷大谷（永平寺町諏訪間）に「華蔵閣（諏訪間興行寺）」

（同図４５）を創建した。寺伝によると、同１８年（１４１１）には荒川門徒の要請により、志比庄上郷荒川の

興行寺（荒川興行寺）（同図４６）に移転した。永正３年（１５０６）に起こった一向一揆で朝倉氏に敗北する

までの約１００年間営まれた。永禄５年（１５６２）に足利義昭の仲介により朝倉氏と和解し、越前に戻った

興行寺は、元の寺跡から少し離れた藤巻集落内に再興した。旧地は「御坊屋敷（元屋敷）」と呼称され、

「興行寺址」として現在に伝わる。

諏訪間興行寺遺跡の南方には、永平寺町京善藤谷口遺跡（同図４７）が位置する。９世紀を主体とする

遺跡であるが、白磁や越前甕、土師質土器も出土している。「京善」に関する文書として、明応４年（１４９５）

の「永平寺 諸塔頭霊供田目録」や、天文１４年（１５４５）の「志比庄下郷内闕所拾貫文分作職坪付文」（永

平寺文書）があり、「慶禅名（きょうぜんみょう）」、「京善村」の文字が見てとれる。 （北野）
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第３章 Ⅰ区の概要

第１節 層序（第５図）
南北方向に約５～１０ｍ、東西方向に約４５ｍの長さの調査区域を設定した。現地表面から遺構確認面に

至るまでに、約０．５～０．６ｍの深さの堆積が認められる。いずれも砂質の層である。１層は表土、２～１６

層は客土、１８・１９層および２０・２４層が遺物包含層である。１８・１９層からは、須恵器、弥生土器・古式土

師器を、２０・２４層からは、縄文時代晩期の土器を検出している。２２～２３・２５～３０層では遺物を認めなか

った。調査区より南側は緩やかな斜面になっており、斜面上方は津室山遺跡として知られている。本調

査区との関連性がうかがえる。遺構は、２０層形成後に構築されており、調査にあたっては２０層の上面を

遺構確認面として把握した。遺構確認面は、ほぼ平坦である。

第２節 遺構分布（第６図）
Ⅰ区の調査で検出した遺構は、石組遺構１基、土坑１２基、ピット１２基、溝４条である。遺構を検出し

た面は、石組遺構が１８層上面で、その他は２０層上面である（第５図）。１８層上面を遺構確認面第一面、

２０層上面を遺構確認面第二面とした。遺構は、いずれも調査区西半に集中している。

第３節 遺物出土状況
本調査区出土の遺物は、縄文土器・弥生土器を主体とし、これに若干の須恵器・土師器・石器が加わ

る。遺物の総量はコンテナで３箱である。遺物の出土量は調査面積に比して少なく、まとまりとして認

識するにはいたっていないものの、遺物の平面分布は調査区西側に偏り、遺構の集中地区とほぼ重なる。

包含層出土遺物の取り上げは、５ｍ×５ｍのグリッドを設定し、区画ごとに行った。 （白川）
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第４章 Ⅰ区の遺構・遺物

第１節 遺構と遺構出土遺物
Ⅰ 土坑・ピット・溝跡

土坑１２基、ピット１２基、溝跡４条を検出した。遺物を検出した遺構にのみ番号を付した（第６図）。出

土遺物は、大半が細片であり、図化に耐えなかった。以下、主要なもの２例の記載に留め、他の遺構の

個別記載は、遺構出土遺物一覧表を付して記述に換える（第１表）。

土坑１（第７図）

遺構 調査区北西部で検出した（Ａ－７・８区）。長軸長３．４２ｍ、短軸長３．３８ｍ、遺構確認面から床面

第７図 Ⅰ区 土坑実測図（縮尺１／６０）

１ 茶褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、暗茶褐色土ブ
ロック混入、炭化物多量含む

２ 黒褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、茶褐色土ブロ
ック少量混入、炭化物多量含む

３ 黒褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、炭化物多量含
む

４ 暗茶褐色砂質土 粘性無、しまり密、やや硬質
５ 暗茶褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質
６ 黒褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、明茶褐色土ブ

ロック（０．５㎝程度）混入
７ 黒褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、暗褐色土ブロ

ック混入、炭化物少量含む
８ 暗褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、炭化物多量含

む
９ 黒褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、茶褐色ブロッ

ク（１～２㎝）程度少量混入、炭化物多
量含む

１０ 暗茶褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質
１１ 褐灰色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、暗褐灰色土ブ

ロック多量混入
１２ 黒褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、暗茶褐色土ブ

ロック混入
１３ 暗褐色砂質土 粘性無、しまりやや密、軟質、暗茶褐色

土ブロック混入
１４ 暗褐色砂質土 粘性無、ややしまり密、やや軟質、茶褐

色土ブロック混入
１５ 黄褐色砂質土 粘性無、しまり密、強い硬質、暗褐色土

ブロック混入、炭化物少量含む
１６ 淡暗茶褐色砂質土 粘性無、しまり密、硬質、炭化物極少

量含む

１ 灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや密、やや硬質
２ 淡灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや密、やや硬質
３ 暗灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや密、やや硬質、灰褐

色土ブロック多量混入
４ 暗灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや粗、やや硬質、１㎝

程礫少量含む
５ 暗灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや粗、やや軟質、灰褐

色土ブロック多量混入
６ 灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや粗、やや軟質、暗灰

褐色土ブロック少量混入
７ 灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや粗、やや軟質、暗灰

褐色土ブロック多量混入
８ 淡灰褐色粘質土 粘性弱、しまり密、硬質
９ 褐色砂質土 粘性無、しまりやや粗、やや軟質、灰褐

色土ブロック多量混入、１㎝程礫少量含
む

１０ 灰褐色粘質土 粘性弱、しまりやや密、やや硬質
１１ 淡灰褐色砂質土 粘性無、しまりやや密、やや軟質
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までの深さ０．２９ｍを測る。貼り床状に硬化した面を有する。中央で確認できる土坑は、硬化面からの掘

り込みである。構築においては、時間的な差異が考慮される。遺構の性格は不明。居住には適さない規

模であることから土坑の名称を用いた。なお、土坑１と土坑２で遺物の遺構間接合を確認した（第８図

１）。 （白川）

遺物（第８図１） いずれも、貼り床状に硬化した面より上部で検出した。破片資料が大半であり、１

点のみ図化し得た。

第８図１は弥生土器壺形土器の体部である。最大径を体部中央に持ち、外面を粗いヨコハケで整形を

行う。１の大半は、土坑１からの出土であるが、土坑２から出土した細片１点と接合した。時期は弥生

時代中期前半に位置づけられる。 （今林）

土坑２（第７図）

遺構 調査区西部で検出した（Ｂ－７・８区）。長軸長１．５９ｍ、短軸長０．９９ｍ、遺構確認面から床面ま

での深さ０．５ｍを測る。

遺物（第８図２・３、第９図） ２は弥生土器壺形土器の口縁部、３は体部である。２は口縁部内面を

ヨコナデで整形を行う。外面調整は摩滅が激しく不明である。３は内外面を条痕で整形した後に、底部

内面をナデで整形を行う。時期は弥生時代中期前半に位置づけられる。 （今林）

第９図１は、打製石斧である。刃部の破片と思われるが、調整

もごく粗く、詳細は不明である。表面には自然面を多く残し、裏

面には主軸に対して、側方からの大きな剥離面が観察できる。石

材は安山岩である。 （中森）

第１表 Ⅰ区 遺構出土遺物一覧表

第８図 Ⅰ区 石組遺構・土坑出土土器実測図（縮尺１／３）

第９図 Ⅰ区 土坑出土打製石斧実測図
（縮尺１／３）

遺構名 検出地区 出土遺物 備 考

石組遺構 Ｂ７ 須恵器 第８図５・６

土坑１ Ａ７・Ａ８ 弥生土器 第８図１

土坑２ Ｂ７・Ｂ８ 弥生土器・石器 第８図２・３、第９図

土坑３ Ｂ９ 弥生土器 細片

ピット１ Ｂ９ 弥生土器 第８図４

溝跡１ Ａ８・Ａ９ 弥生土器 細片

第１節 遺構と遺構出土遺物

－１５－



Ⅱ 石組遺構（第１０～１２図）

遺構 調査区西部で検出した（Ｂ－８区）。この石組は、北北東－南南西を長軸とする土坑内に構築さ

れている。石組は、側壁・敷石からなり、竪穴石槨状を呈する（第１０～１２図）。石組の規模は、外法で

１．９５ｍ×０．５～０．６ｍ、内法で１．７ｍ×０．３～０．４ｍの長さである。側壁は、土坑底面からの残存高約０．５ｍ、

敷石からの残存高０．２～０．３ｍである。なお、この土坑は平面的に確認し得なかった。これは、土坑内壁

と石組石材の隙間がほとんどなかったことに起因するものと見られ、土坑の平面形態・平面規模は、石

組の外法とほぼ同等なものであったと捉えられる。

側壁は、長さ０．３～０．５ｍ×０．１５～０．３５ｍ、厚さ０．１～０．２５ｍのやや扁平な川原石を用材としており、

その石材の広い面を土坑内壁に沿わせて立て並べたものである。南北の両小口部分は各１石が使用され

ている。東西の両長側部分には各５石が使用されているが、東長側北端と西長側南端には各１石分の余

地がある。これらの石は、その内側に土坑底面から０．１～０．１５ｍの厚さで淡灰褐色粘質土を充填するこ

とで固定されている。敷石は、側壁石を固定するために充填した土の上に、側壁と同様な石５石を敷き

並べたものである。その敷石材の空隙には、０．０１～０．１５ｍ大の円礫を詰めて整えている。敷石は標高３９．３

ｍ付近でほぼ水平に面を揃えている。

このほか、石組の周囲に石組材と同質・同大の石材が散在している（第１０図）。これらの石材は、石

組を構成したものが二次的に移動したものと見られる。石組の側壁は、扁平な円礫を立位で使用するも

のであり、複数の石を組み上げたと想定することは困難である。そのため、これらの石は、側壁上に架

構されていたことが考えられる。また、東西長側に認められる石の余地には、その脇に各１石の石があ

るため、本来は余地無く側壁が囲んでいたものと見られる。このように、本来この石組遺構は、竪穴式

石槨あるいは組合式の箱形石棺のような形態であったことが窺えるが、ある時期に石を抜き取られて改

変・破壊され、そのまま埋没したものと捉えられる。墳丘・標示物などの有無は不明である。

遺物は、石組内部に堆積した灰褐色粘質土層中や、石組構築過程で充填した淡灰褐色粘質土層中など

から出土している（第１１・１２図）。出土遺物は、条痕の認められる土器小片と越前焼と見られる陶器片、

須恵器平瓶（第８図５）・坏蓋（同図６）である。条痕の認められる土器小片は、内部の堆積土中から

２片、敷石下の充填土中から５片が出土したが、いずれも細片であり図化し得なかった。これらは、そ

の出土状況から石組遺構を構築した土壌に含まれていたものと見られ、この遺構に伴う遺物ではない。

陶器片は、内部の堆積土中から出土した７㎝大の破片１片であるが、甕などの大型器種の体部片であり

図化し得なかった。これは敷石上面から約０．１ｍ浮いた状態であり、また復元される甕の大きさは石組

内に収まるとは考えられないため、後に外部から流入したものと捉えられる。２点の須恵器は、石組を

構築した土坑の北東角付近から出土したが、土坑の外側となる位置である（第１２図）。そして、埋設し

第２表 Ⅰ区 遺構出土土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第８図１ 弥生土器 壺 土坑１ （底）５．２
やや
良

石英多・長石少
（内）灰橙色
（外）橙色

条痕 条痕・ハケ・ナデ （口）３／４ 外面に黒斑有

２ 弥生土器 甕 土坑２ （口）９．９
やや
不良

石英少・長石少・
チャート極少

（口）淡灰色
（頸・体）橙色
（外）淡橙色

（口）ヨコナデ 摩滅 （口）１／６

３ 弥生土器 底部 土坑２ （底）４．８
やや
不良

石英多
チャート極少

淡明黄色
（底）指頭圧痕→ナデ
（体）条痕

（底）ナデ
（体）条痕

（底）１／５ 底に黒斑有

４ 弥生土器 甕 ピット１ 良
石英やや粗
雲母粗

（内）暗黄褐色
（外）淡茶褐色

（口端）刻み目
（口）ナデ

条痕 （口）１／５
外面に炭化物
付着

５ 須恵器 平瓶
Ｂ７
石組遺構北

（口）６．５
（高）１１．５

良 密 褐灰色 回転ナデ
（底）ヘラケズリ
（体）回転ナデ

（口）１／３

６ 須恵器 蓋
Ｂ７
石組遺構北

（口）１０．２
（底）５．２
（高）４．３

良 密
（内）灰色
（外）褐灰色

回転ナデ・ナデ
（底）ヘラケズリ
（体）回転ナデ

１／１
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た痕跡は確認されていないため、２点の須恵器についても、石組遺構を構築した土壌に含まれていたも

のと捉えられる。これらの出土状況から、石組遺構の内外から遺物を検出したものの、遺構に直接伴う

遺物はないと言える。

構築時期は、直接伴う遺物がないため、特定し得ない。しかし、出土した須恵器が、遺構構築時にそ

の掘りかた内に埋め込まれたものであるという可能性も考えられる。遺構の性格は、人骨が確認されて

いないため、断定することはできないが、石組の形態から埋葬遺構１）であった可能性が考えられる。（御嶽）

註

１）この石組遺構を埋葬遺構と判断した場合、土葬、あるいは土葬骨を選択的に採集し再埋葬したこと、蔵骨器等に納めた火葬骨

を安置したことが考えられる。石組内からは木棺材や鉄釘等が検出されなかったため、木棺や木櫃のようなものは安置されなか

ったものと見られる。

土葬であった場合、石組を棺と見立てたものと言える。人骨は遺存しなかったが、石組＝石棺は北側の小口部分の幅が南側よ

りも広いことから、被葬者が伸展葬の場合の埋葬頭位は北を指すものであった可能性が考えられる。また、石組の内法寸法の幅

・高さが伸展葬にて一般成人を埋葬するには十分ではないため、被葬者は未成人や小柄な女性であったことが考えられる。再葬

の場合、採集した骨を積み上げるように纏めたり、容器に納めたりして、再び埋葬するものである。採集した骨を人体状に配置

して再埋葬することがあったとしても、ごく稀なことと考える。石棺状を呈する長方形の石組を構築する必要性がないことから、

石組は当初の埋葬時の施設（石棺）であることが考えられ、当初の埋葬と同じ場所に再葬されたこととなる。

火葬骨を安置する場合、何らかの容器に納めることが考えられる。有機質の袋状の容器に火葬骨を納めると、遺存しやすい火

葬骨片のみが散乱した状態で検出されることとなるが、この遺構ではそれは認められない。このことは、火葬骨は腐朽しない陶

器等の蔵骨器に納められたことを示す。そして、石組内法寸法が十分でないことや、石組内部から出土した遺物が外部から流入

したと見られる甕などの大型器種の体部片１片のみであること、骨片が確認されないこと、石組材が抜かれたり移動されたりし

ていること等の状況から、石組の改変時に蔵骨器に使用された小型の容器が無傷のまま持ち去られた可能性を考えることができ

る。ただし、小さな蔵骨器を納めるためには、石組内法寸法の幅・高さについては適当であろうが、長さについては１．７ｍと長

い。再葬の場合と同じく、石棺状を呈する長方形の石組を構築する必要性はないものと考える。

このように見ると、その形態・規模などから石組は組合式の箱形石棺として捉えることが妥当であり、被葬者は土葬であった

可能性の高いものと考える。

遺物（第８図５・６） ５・６は須恵器である。５は平瓶である。表面には自然釉が残る。６は蓋であ

る。回転ナデで整形を行っている。これらは、ＴＫ２１７型式の新段階併行期に位置づけられる。（今林）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第１０図 Ⅰ区 石組遺構実測図（１）（縮尺１／２０）
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第１１図 Ⅰ区 石組遺構土層断面図 （縮尺１／２０）

第１２図 Ⅰ区 石組遺構実測図（２）（縮尺１／２０）

１ 褐灰色砂質土 粘性無、しまりや
や密、やや軟質、
大きめの灰褐色土
ブロック少量混入

２ 灰褐色粘質土 粘性弱、しまりや
や粗、軟質、４㎝
程の礫含む

３ 灰褐色粘質土 粘性弱（２よりや
や強）、しまりや
や密、やや硬質、
大きめの礫を含む

４ 灰褐色粘質土 粘性弱（３と同程
度）しまりやや密、
やや軟質、淡褐色
土ブロック多量混
入

５ 灰褐色粘質土 粘性弱、しまりや
や密、やや硬質、
淡灰褐色ブロック
多量含む

６ 淡灰褐色粘質土 粘性弱、しまり密、
硬質、土器片を少
量含む
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第２節 包含層出土遺物
Ⅰ 縄文土器（第１３図１～８）

１・２を除き、いずれも小片であること、区画内の分布でも有意な集中を見られないことから、調査

区付近からの流れ込みと考えられる。時期は、おおむね縄文時代晩期前葉～中葉に位置づけられよう。

以下、個別に説明する。

１は波状口縁で１３単位の山形波頂部を持つ深鉢形土器である。口縁端部は平坦面を持つ。文様帯は口

縁部文様帯と胴部文様帯の２帯構成である。口縁部は口縁形状に沿って弧線文と横走回線により区画し、

波頂部下に大振りな三叉状文を配す。胴部には２条一単位の平行する横走回線で上下端区画し、内部に

一辺が長い右上がりの三叉状文を７単位配す。口縁内面にも口縁形状に沿って、指ナデ状の太く浅い凹

線による弧線文と、頸部内面にも横走回線を１条配す。外面は研磨する。２は粗製深鉢形土器で底部か

ら直線的に立ち上がる器形を呈す。器面全面に二枚貝条痕を斜位に施し、口縁端部には刻みを施す。内

面はナデ調整を行うが接合部の凹凸を残す。３は外反する口縁部片で端部に縄文ＬＲを施す。内外面共

に研磨する。４は沈線による区画文を配し、内部に磨消縄文ＲＬを施す。注口土器ないし体部が強く屈

曲する鉢型土器片である。５は単節斜縄文ＲＬを施す。６は斜位に強いナデを施す。７は無文で外面の

摩滅が著しい。８は斜位に太く深い条痕を施す。

編年的位置づけを述べると、いずれも北陸地方を中心に分布する諸型式群に比定できる。１～３は晩

期前葉の御経塚式に、４は御経塚式もしくは中葉の中屋式に相当する。５～８は素文系土器であるが、

おおむね１～４に伴うものと考えられる。 （山本）

Ⅱ 弥生土器・古式土師器（第１４図１～２１・第１５図１～１９）

出土遺物の時期については、福井県における弥生時代中期の良好な一括資料が少なく、時期を明確に

示すのは難しいことから、他地域の『弥生土器の様式と編年』（上村２００２、兼康１９９０、永井・村木２００２、

藤田・高木２００２）を参考に位置づける。比較的資料が多い後期から古墳時代にかけては、堀大介氏の編

年（堀２００２ｂ）を参考に位置づける。出土遺物の大半は細片であり、明確な時期を位置づけるのは難し

く、時期幅を広くとることになる。出土遺物は、客土・包含層からの出土である。詳細については観察

表を掲載する（第４表）。

第１４図１～２１は弥生土器である。１は細頸壺形土器である。条痕により整形した後に、頸部に櫛描直

線文を、口縁端部に刻み目を施す。２～１３は甕形土器である。２は内外面ともにハケを行った後に条痕

で整形を行う。４・６・１２は口縁端部を押圧によって小さく波を立たせ、５・７～１１・１３は刻み目を施

す。また、４は３条の櫛描直線文を口縁端部に施した後に押圧を行い、頸部には３条以上の櫛描直線文

を施す。伊勢地域（上村２００２）や近江地域（兼康１９９０）においても同様の技法が見られ、前期末や中期

前葉に位置づけられている。福井市荒木遺跡では、同じ様相をもつ土器が出土しており、荒木Ⅲ式（弥

生時代後期前半）に位置づけるもの（沼１９８６）やⅢ期新段階に位置づけるもの（赤澤１９９６）があること

から、今後検討が必要である。ここでは、他の出土遺物や他地域との関係から中期前半に位置づける。

７～１３は横方向の条痕に対し、６は縦方向の条痕を行っている。１４～２０は弥生土器の底部である。１７は

条痕の単位が広い。底は、中央が若干飛び出しており、安定が悪い。１７の底部は粘土塊を底として、器

壁を巻き上げて成形（円板すえおき法）したのに対し、１８の底部は粘土紐を輪状にし、これをベースに

して体部を成形（底部輪台法）しており、底部の製作技法の違い（寺澤１９８６）が見てとれるが、観察し

た個体数が少ないことから、技法間の割合や時期による技法の違い等は出せない。１９の底部には籾圧痕
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がある。体部内面中ほど全体に炭化物が付着しており、外面に火を受けた痕跡がないことから、焼成時

のものと考える。２１は鉢形土器である。以上のように弥生土器の概要を述べたが、器種によっては時期

が不明な点が多い。弥生土器は、条痕系土器であることや他地域の様相から、弥生時代中期前半に位置

づける。

第１３図 Ⅰ区 包含層出土土器実測図（１）（縮尺１／３）

第３表 Ⅰ区 縄文土器出土区一覧表

挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区

第１３図１ Ｂ７包含層 第１３図３ Ａ６包含層 第１３図５ Ｂ２包含層 第１３図７ Ｂ１包含層

２ Ｂ５包含層 ４ Ａ４包含層 ６ Ｂ４包含層 ８ Ｂ７包含層

第２節 包含層出土遺物
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第１５図 Ⅰ区 包含層出土土器実測図（３）（縮尺１／３）
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第１５図１～１９は古式土師器である。１は有段口縁を持つ壺形土器である。口縁部が緩やかに外反する。

２～７は甕形土器である。２～６は有段口縁を持ち、口縁部が外半し、内面には指頭圧やナデを行う。２・

３・６は頸部以下にケズリを行う。７は口縁端部内面を肥厚させ、体部内面をケズリ、外面をハケで整

形していることから、畿内地域の影響を受けたものと考えられる。８～１０は底部である。内面をケズリ

で整形し、底径が小さくなる。９は強い箆による押圧により、ケズリの単位が残る。１１・１２は鉢形土器

である。口縁部は無文である。丁寧なミガキを内外面に行う。１３は土師器高坏形土器である。口縁部が

大きく外反する。１４は器台の脚部である。１５は裾部である。１６・１７は手捏土器である。整形をあまり行

わず器壁が凹凸しており、作りが粗い。１７は口縁部に穿孔を行う。土器が細片であることから、穿孔の

数は不明である。１８・１９は蓋形土器である。１８はミガキを全体に行い、丁寧に仕上げるが、１９は摩滅が

激しく調整は不明である。以上のような古式土師器の概要から、時期を位置づけたい。１・７は畿内地

域の影響を受けており、布留式の中段階に併行する。その他の土器は、月影式の中段階に位置づけられ

る。

Ⅲ 須恵器（第１５図２０～２２）

２０～２２は須恵器である。２０は蓋、２１は坏身、２２は壺の口縁部である。２１は口縁の立ち上がりが短くな

り、口径が小さくなることから、時期は６世紀後葉から７世紀前葉頃に位置づけられる。

Ⅳ 陶磁器（第１５図２３）

２３は陶磁器台付�である。

Ⅴ 土師器皿（第１５図２４～２８）

２４～２８は土師器皿である。２４・２６・２８は、口縁端部に炭化物が付着していることから、灯明皿として

使われていたと考える。時期は近世に位置づけられる。 （今林）
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第４表 Ⅰ区 包含層出土土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第１４図１ 弥生土器 壺 Ａ７包含層 （口）１２．２ 良
石英多・長石少
チャート極少

（内）橙褐色
（外）淡橙褐色

（口）浅い条痕
（体）指頭圧痕・ナデ

（口端）刻み目（口）条痕
（頸）櫛描直線文
（体）条痕・ナデ

（口）１／２

２ 弥生土器 甕 Ａ６客土 （口）１１．６ 良
石英多
長石少

橙色
（口）ヨコナデ（頸）タ
テハケ→ヨコハケ

（口）ヨコナデ（頸）タテハ
ケ→ヨコハケ

（口）１／５

３ 弥生土器 甕 Ａ７包含層 （口）１４．４ 良
石英多
長石少

（口・頸）赤橙色
（体）淡橙褐色
（外）橙褐色

ハケ （口）ナデ・（体）ハケ （口）１／６ 外面に煤付着

４ 弥生土器 甕 Ａ７包含層 （口）１６．２ 良 石英少 暗黄褐色 条痕
（口）直線文３条
（口端）押圧による波状化
（頸）ハケ→直線文３条

（口）１／３
口縁部内面に黒
斑有

５ 弥生土器 甕 Ａ８包含層 － 良
石英多
長石少

（内）橙色
（外）淡黄褐色

ナデ・条痕 （口端）刻み目（口）ナデ （口）１／５

６ 弥生土器 甕 Ｂ３客土 － 良
石英多
長石少

橙色 ナデ
（口端）押圧による波状化
（口）ナデ→条痕

（口）１／５

７ 弥生土器 甕 Ｂ７客土 － 良
石英多
長石極少

（内）淡明茶褐色
（外）暗茶褐色

ナデ （口端）刻み目（口）条痕 （口）１／５
外面に炭化物付
着

８ 弥生土器 甕 Ｂ７客土 － 良
石英多
チャート少

（内）淡暗黄褐色
（外）淡橙色

ナデ （口端）刻み目（口）条痕 （口）１／５

９ 弥生土器 甕 Ｂ５客土 － 良
石英少・雲母少
チャート少

（内）淡明茶褐色
（外）淡明黄色

ナデ （口端）刻み目（口）条痕 （口）１／５

１０ 弥生土器 甕 Ｂ６客土 － 良 石英多
（内）橙色
（外）淡橙褐色

ケズリ （口端）刻み目（口）条痕 （口）１／５

１１ 弥生土器 甕 Ｂ８包含層 － 良
石英多・長石少
チャート極少

（内）淡橙色
（外）暗黄褐色

ナデ （口端）刻み目（口）条痕 （口）１／５

１２ 弥生土器 甕 Ａ７客土 － 良
石英多・長石少
雲母少

（内）暗橙褐色
（外）暗茶褐色

ナデ
（口端）押圧による波状化
（口）タテ条痕→ヨコ条痕

（口）１／５
外面に炭化物付
着

１３ 弥生土器 甕 Ｂ７客土 － 良
石英多
チャート少

（内）淡橙褐色
（外）淡橙色

ナデ・条痕（摩滅） （口端）刻み目（口）条痕 （口）１／５
内面に炭化物付
着

１４
弥生土器
底部

Ｂ７客土 （底）５．２ 良
石英多
長石多

（内）暗茶褐色
（外）暗橙褐色

（底）指頭圧痕
（体）ハケ

条痕 （底）１／３

１５
弥生土器
底部

Ｂ６客土 （底）６．８ 不良
石英極多
長石多

（内）橙色
（外）淡暗黄褐色

指頭圧痕→ナデ 条痕→部分的にナデ （底）１／１

１６
弥生土器
底部

Ｂ５客土 （底）７．２ 良
石英多・角閃石多・
チャート多

（内）淡黄褐色
（外）淡明黄色

ナデ 条痕 （底）１／３
内面に炭化物付
着

１７
弥生土器
底部

Ｂ８客土 （底）８．８ 良
石英多・角閃石多・
チャート少

（内）淡明茶褐色
（外）淡茶褐色

ケズリ 条痕 （底）１／３

１８
弥生土器
底部

Ａ８包含層 （底）９．２ 良
石英多・長石多
チャート極少

（内）橙～淡橙色
（外）淡橙色

（底）指頭圧痕 条痕 （底）１／３

１９
弥生土器
底部

Ｂ５客土
Ｂ５・Ｂ９包含層

（底）７．１
やや
良

石英多
長石少

（内）淡明橙色
（外）淡明黄色

ナデ→ハケ ハケ・ヨコナデ （底）１／１
内面全体に炭化
物付着

２０
弥生土器
底部

Ｂ５客土
Ｂ５・Ｂ９包含層

（底）７．０ 良
石英多
長石少

淡橙色 指頭圧痕・ナデ
（体）浅い条痕
（底）木葉圧痕

（底）１／１
内面に炭化物付
着

２１ 弥生土器 鉢
Ｂ８客土
Ｂ８包含層

（口）２７．６
（底）７．３
（高）１４．７

良
石英多
長石極少

（内）灰褐色
（外）淡橙褐色

条痕 ナデ→条痕
（口）１／６
（底）１／１

外面口縁部付近
炭化物付着・底
部に黒斑有

第１５図１
土師器
有段口縁壺

Ｂ６客土 （口）１３．０ 良
石英多・長石少
雲母少

（内）暗橙褐色
（外）橙褐色

ヨコナデ ヨコナデ （口）１／５

２
土師器
有段口縁甕

Ｂ８客土 （口）１４．８ 良
石英多
長石少

（内）橙色
（外）淡橙色

（口）ナデ（頸）ケズリ （口）擬凹線７条→ナデ （口）１／５

３
土師器
有段口縁甕

Ａ７包含層 （口）１５．４ 良
石英多・長石少
チャート極少

（内）淡暗茶褐色
（外）淡明黄褐色

（口）指頭圧痕
（頸）ケズリ

（頸）擬凹線８条 （口）１／５

４
土師器
有段口縁甕

Ｂ９客土 （口）１５．６ 良
石英多
長石少

橙色 指頭圧痕→ナデ （口）擬凹線７条→ナデ （口）１／５

５
土師器
有段口縁甕

Ａ８包含層 （口）１６．０ 不良
石英多・長石少
雲母極少

（内）淡明黄色
（外）淡明橙色

不明 （口）擬凹線９条 （口）１／５

６
土師器
有段口縁甕

Ｂ８客土 （口）１７．６
やや
不良

石英多・長石少
チャート極少

淡橙色
（口）指頭圧痕→ナデ
（頸）ケズリ

（口）擬凹線→ナデ （口）１／５

７ 土師器 甕 Ａ５客土 （口）１７．６ 良
石英多
長石極少

（内）明橙褐色
（外）淡明茶褐色

（口）ヨコナデ
（頸）ケズリ

（口）ヨコナデ
（頸）ヨコナデ（体）ハケ

（口）１／５

８ 土師器 底部 Ｂ８客土 （底）１．８ 良
石英多
長石少

（内）橙褐色
（外）淡明茶褐色

指頭圧痕→ケズリ
（底）部分的にハケ
（体）ハケ

（底）１／３

９ 土師器 底部 Ａ５客土 （底）３．６ 良
石英多
雲母少

（内）淡茶褐色
（外）淡暗黄褐色

ケズリ ハケ？ （底）１／５

１０ 土師器 底部 Ｂ７客土 （底）３．０ 良 石英多 淡明橙色 ケズリ ハケ （底）１／５

１１ 土師器 鉢 Ａ５客土 （口）１３．４ 良
石英極少
雲母極少

暗黄褐色 ヨコミガキ ヨコミガキ （口）１／５
摩滅の為ミガキ
の単位不明瞭
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Ⅵ 石器（第１６・１７図）

Ⅰ区で包含層（表土・客土を含む）より出土した石器は、総数で２２点を数える。以下、器種別に記述

する。

イ 打製石斧（第１６図、第１７図１・２、打製石斧観察一覧表）

総数で１７点出土した。主に、九頭竜川もしくは周辺の支流の川原礫・転石を素材にしていると思われ

る。全体的な傾向・特徴として、以下の要素が挙げられる。

① 表面に自然面を大きく残し、裏面に第一剥離面と思われる側方からの剥離面を大きく残す。

② 刃部は素材（剥片）の鋭利な側縁辺をそのまま利用するため、調整は全体の形状を整える程度で、

ごくわずかである場合が多い。

③ 刃部以外の形状調整、特に基部や括れ部への調整は緻密で、時に著しい潰れなども観察できる。

打製石斧は全体の形状および刃部の形状から分類した１）。各類の詳細は以下のようになる。

Ⅰａ類：両側辺がほぼ平行し、直線的な刃部を有するもの

ｂ類：両側辺がほぼ平行し、外弯する刃部を有するもの

Ⅱａ類：両側辺が基部に向かってやや狭まり、直線的な刃部を有するもの

ｂ類：両側辺が基部に向かってやや狭まり、外弯する刃部を有するもの

Ⅲａ類：両側辺がやや外弯し、直線的な刃部を有するもの

ｂ類：両側辺がやや外弯し、外弯する刃部を有するもの

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第１５図１２ 土師器 鉢 Ａ５客土 （口）１３．６ 良 石英少 明橙色 ヨコミガキ ヨコミガキ （口）１／５
摩滅の為ミガキ
の単位不明瞭

１３ 土師器 器台 表採 （口）２５．０ 良
石英少・長石少
チャート極少

淡明黄褐色 ミガキ ミガキ （口）１／５
摩滅の為ミガキ
の単位不明瞭

１４ 器台脚部 Ｂ５包含層 － 良 石英少 淡橙色 ナデ ミガキ→３方向に穿孔 （脚）１／２

１５ 裾部 Ｂ８包含層 （底）１４．１
やや
良

石英多
チャート極少

淡明黄色 ケズリ・ハケ・ナデ 縦方向ハケ→ナデ （底）１／８

１６ 手捏土器 Ａ７客土 （口）７．０ 良 石英少
（内）暗橙褐色
（外）暗茶褐色

ナデ ナデ （口）１／３

１７ 手捏土器 Ａ７包含層溝 （口）８．２ 良 石英少
（内）淡茶褐色
（外）暗橙褐色

指頭圧痕・タテナデ
→（口）ヨコナデ

不明 （口）１／５ 穿孔有り

１８ 土師器 蓋 Ｂ５包含層 （頂）４．２５ 良 長石少
（内）赤橙色
（外）赤橙～橙色

横方向ミガキ
→縦方向ミガキ

（頂）沈線（体）横方向ミガ
キ→縦方向ミガキ

（紐）５／６
丁寧なミガキの
為単位は不明

１９ 土師器 蓋 Ｂ５客土 （頂）３．２ 良 石英少 暗黄褐色 指頭圧痕・ハケ ナデ （頂）１／２ 外面黒斑有

２０ 須恵器 蓋 Ｂ８客土
（口）１１．６
（底）３．０
（高）４．５

やや
良

密
（内）淡褐灰色
（外）淡灰色

回転ナデ・ナデ
（底）ヘラケズリ
（体）回転ナデ

（口）１／３
口縁端部に炭化
物付着

２１ 須恵器 坏身 Ｂ４客土 （口）１１．４ 不良 石英多
（内）淡明橙色
（外）白灰色

回転ナデ 回転ナデ （口）１／５

２２ 須恵器 壺 Ａ８客土 （口）２４．６ 良
密・内面に
２㎜の礫有

暗灰色 回転ナデ 回転ナデ （口）１／４

２３
陶磁器
台付� Ｂ１包含層 （底）５．０ 良 － 淡緑褐色（釉薬） － － （底）１／３

全体に釉薬を施
す

２４ 土師器 小皿 Ａ７客土 （口）９．８ 良
石英少
雲母少

淡橙色 ナデ ナデ （口）１／３
口縁端部に炭化
物付着

２５ 土師器 小皿 Ｂ８客土 （口）１０．０ 良 石英極少 淡明橙色 ナデ ナデ （口）１／２
口縁端部に炭化
物付着

２６ 土師器 小皿 Ｂ８客土 （口）１２．０ 良 雲母少 淡明橙色 ナデ ナデ・工具痕有 （口）１／３
口縁端部に炭化
物付着

２７ 土師器 小皿 Ａ７客土 （口）１２．７ 良 石英極少 淡明橙色 ナデ ナデ
（口）１／
１０

口縁端部に炭化
物付着

２８ 土師器 小皿 Ｂ７客土 （口）１３．０ 良
石英極少
雲母少

淡明黄色 ナデ？ ナデ？ （口）１／３
口縁端部に炭化
物付着
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Ⅳａ類：片側辺がやや外弯し、直線的な刃部を有するもの

ｂ類：片側辺がやや外弯し、外弯する刃部を有するもの

Ⅴａ類：両側辺が基部に向かって狭まり、直線的な刃部を有するもの

ｂ類：両側辺が基部に向かって狭まり、外弯する刃部を有するもの

ｃ類：両側辺が基部に向かって狭まり、直線的な刃部が片側に張り出すもの

ｄ類：両側辺がやや内弯しながら基部に向かって狭まり、外弯する刃部を有するもの

Ⅵａ類：基部側の両側辺に抉りが入り、直線的な刃部を有するもの

ｂ類：基部側の両側辺に抉りが入り、外弯する刃部を有するもの

本資料中、分類可能であったのは１２点で、Ⅰ～Ⅳ類は確認できない。以下、確認できたⅤ・Ⅵ類につ

いて記述する。

Ⅴ類（第１６図１・２、第１７図１）

いわゆる撥形と呼称される一群である。総数で３点出土し、内訳は完形品２点（第１６図１・２）、破損

品１点（第１７図１）を数える。いずれも表面に自然面を大きく残す。

第１６図２は、左側辺は基部に向かって直線的に狭まるが、右側辺が括れており、刃部に対して基部が

やや傾いているように見える。ここでは本類に含めたが、基端部の左右側辺はほぼ平行しており、本来

は短冊形を意図していた可能性もある。

Ⅵ類（第１６図３～９、第１７図２）

いわゆる分銅形と呼称される一群で、総数で９点出土し、完形品は図示の８点（第１６図４～９、第１７

図２）のほか、破損品は１点を数える。いずれも表面に自然面を大きく残す。

第１６図４～６には、刃部の一部に摩滅や潰れが見られる。第１７図２はいわゆるミニチュア品である。

ロ 磨製石斧（第１７図３）

１点のみ出土している（第１７図３）。刃部を欠いているものと思われ、最大長１１４．００㎜、最大幅５０．００

㎜、厚さ１７．７５㎜、重さ１３１．６ｇをそれぞれ測る。石材は濃尾流紋岩である。石材の節理によるものか、

ちょうど裏半分を全て欠失しているほか、表半分にもいくつか剥離面を残しているが、剥離面の輪郭が

磨かれて潰れていることから、製作時の磨き残しと思われる。

ハ 磨石類（第１７図４・５、Ⅰ区磨石類観察一覧表）

総数で５点出土している。この類の石器は一般に磨石・凹石・敲石などと細別されるが、その機能・

用途はしばしば重複することが多いため、ここでは上記の石器全てを一括して磨石類と呼称する。

磨石類について、観察した使用痕とその詳細は以下のようになる。

Ａ 表面・裏面の敲打痕（凹穴を含む）の有無

観察可能なもの５点のうち、表裏両面に敲打痕のあるもの（◎）はなく、片面だけに敲打痕のあるも

の（○）は２点、敲打痕のないもの（×）は３点である。

Ｂ 周縁の敲打痕の有無

観察可能なもの５点のうち、周縁全体に敲打痕のあるもの（◎）はなく、両端だけに敲打痕のあるも

の（○）は１点、ほとんど敲打痕のないもの（×）は４点である。

Ｃ 表面・裏面の磨痕の有無

観察可能なもの５点のうち、全てが表裏両面に磨痕を残すもの（◎）である。

Ｄ 側面の面取りしたような顕著な磨痕の有無

第２節 包含層出土遺物
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観察可能なもの５点のうち、顕著な磨痕を残す側面が二面以上あるもの（◎）は１点、顕著な磨痕を

残す側面が一面のみあるもの（○）はなく、顕著な磨痕を残す側面のないもの（×）は４点である。

以上、四種の使用痕の観察に基づき、次のように分類する（カッコ内は総数）。

Ⅰ類 器面に磨痕を残すもの

Ⅰａ 表裏両面または片面に磨痕を残すもの（４点）

Ⅰｂ 側面にのみ面取りしたような顕著な磨痕を残すもの（０点）

Ⅰｃ 両者をあわせ持つもの（１点）

Ⅱ類 器面に磨痕を残さないもの

Ⅱａ 表面・裏面の敲打痕だけを残すもの

Ⅱｂ 周縁部の敲打痕だけを残すもの

Ⅱｃ 両者をあわせ持つもの

磨石類５点のうち、全てがⅠ類、すなわち器面に磨痕を残すもので、いわゆる狭義の「磨石」である。

その形状は扁平な円形・楕円形もしくは球形が大半を占める。当然ながら敲石・凹石との重複もあり得

るが、各類の敲打痕観察の詳細については観察一覧表を参照されたい。 （中森）

註

１） 本書における石器分類および器種別細分は、『鳴鹿手島遺跡』（冨山ほか１９８８）、『常安王神の森遺跡』（中森ほか１９９７）など

の案をそのまま援用している。確認できない類が存在するのはそのためである。

参考文献

冨山正明ほか １９８８ 『鳴鹿手島遺跡』 福井県埋蔵文化財調査報告第１５集 福井県教育庁埋蔵文化財

調査センター

中森敏晴ほか １９９７ 『常安王神の森遺跡』 福井県埋蔵文化財調査報告第３５集 福井県教育庁埋蔵文

化財調査センター
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第１６図 Ⅰ区 包含層出土打製石斧実測図（縮尺１／３）

第２節 包含層出土遺物
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第１７図 Ⅰ区 包含層出土打製石斧・磨製石斧・磨石類実測図（縮尺１／３）

第５表 Ⅰ区 包含層出土打製石斧観察一覧表

第６表 Ⅰ区 包含層出土磨石類観察一覧表

№ 地区 出 土 分 類 遺存状態 最大長（㎜） 刃部幅（㎜） 基部幅（㎜） 厚さ（㎜） 重 量（ｇ） 石 材 備 考 図 版 №

１ 土坑２ － 刃部片 ８９．００ １２９．００ － ２６．９０ ３１７．０ 安山岩 第９図１
２ Ｂ１ 表土 Ⅴｂ 完形 １４７．５０ ９３．３０ ６１．９０ ２７．２５ ３８７．３ 安山岩 第１６図１
３ Ａ５ 表土 Ⅵｂ 完形 １８０．００ １０６．００ ６４．３０ ２５．４０ ４９２．１ 安山岩 第１６図５
４ Ｂ５ 包含層 Ⅴｂ 基部欠 １６５．００ １４０．００ － ３１．９５ ８２０．０ 安山岩 第１７図１
５ Ｂ５ 表土 Ⅵｂ 完形 ２０１．００ １２３．００ ７２．４５ ２７．２０ ５５６．２ 安山岩 第１６図４
６ Ｂ５ 表土 Ⅵｂ 完形 １７９．００ １０３．００ ６１．８０ ２６．１５ ４９７．０ 斑晶質安山岩 第１６図９
７ Ｂ５ 表土 Ⅵｂ 完形 ２０２．００ １２４．００ ８７．４０ ３４．２５ ８３９．９ 閃緑岩 第１６図８
８ Ｂ５ 表土 Ⅵｂ 完形 ２００．００ ９９．００ ７７．７５ ３１．８５ ６７４．７ 安山岩 第１６図７
９ Ｂ５ 表土 Ⅵ 基部片 ９８．００ － ８０．７５ ２１．６０ ２８５．９ 安山岩
１０ Ａ６ 包含層 － 刃部片 １０６．００ １１６．２０ － ２２．９０ ４１４．６ 蛇紋岩 刃部潰れ
１１ Ａ６ 表採 Ⅴｃ 完形 １７８．００ １１６．６０ ６９．３０ ３４．７５ ７０３．１ 安山岩 第１６図２
１２ Ｂ６ 表土 Ⅵｂ 完形 ８２．２５ ５１．００ ３８．５５ １０．００ ４９．１ 安山岩 第１７図２
１３ Ａ７ 包含層 ー 完形 ９１．５５ ４６．７０ ４３．２５ １５．６０ ６５．２ 斑晶質安山岩 剥片か
１４ Ｂ７ 表土 Ⅵａ 完形 １３６．００ ９３．００ ６６．７０ ２４．０５ ３４６．７ 安山岩 第１６図３
１５ Ａ８ 包含層 － 破片 ５４．００ ７０．００ － ８．２０ ４０．１ 安山岩
１６ Ａ８ 表土 Ⅵｂ 完形 １９４．００ １０１．００ ７０．５０ ３２．００ ６８０．４ 安山岩 第１６図６
１７ 表採 － 刃部片 １２３．００ １１３．７０ － ３４．００ ４３２．５ 安山岩

№ 地区 出土遺構 分 類 遺存状態 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 厚さ（㎜） 重 量（ｇ） 石材 備考 図 版 №

１ Ａ４ 包含層 Ⅰａ 完形 × × ◎ × ９７．７０ ９５．６０ ３４．９０ ４７４．１ 濃尾流紋岩 第１７図４
２ Ｂ５ 表土 Ⅰａ 完形 ○ ○ ◎ × ７５．３５ ７１．４０ ５０．６０ ４０３．７ 安山岩
３ Ｂ８ 包含層 Ⅰａ 完形 × × ◎ × １３９．５０ １１１．２０ ５７．００ １３００．６ 石英安山岩 第１７図５
４ Ｂ８ 表土 Ⅰｃ 破損 ○ × ◎ ◎ ６６．００ ８９．７０ ４３．７５ ３４８．１ 濃尾流紋岩
５ 表採 Ⅰａ 完形 × × ◎ × ７５．００ ７０．７０ ２６．６５ ２１４．５ 砂岩
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第５章 Ⅱ区の概要

第１節 層序（第１８図）
現地表面から遺構確認面に至るまでに、約１．３～１．４ｍの堆積が認められる。いずれも粘質土である。

遺物包含層は、地表から約０．７～１．４ｍの深さで確認でき、厚さは約０．４～０．５ｍである。南北方向に約１５ｍ、

東西方向に約７９ｍの長さの調査区域を設定した。遺跡周辺の現況は水田であり、ほぼ平坦な地形である。

１層は表土、２～１１層は客土、１２層が遺物包含層である。１３層および１４層の上面を遺構確認面として捉

えた。遺構確認面はほぼ平坦であるものの、南方から北方に向かい、緩い傾斜をなしている。

遺物包含層からは、縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器・石器・土錘を検出している。

第２節 遺構分布（第１９図）
本調査で検出した遺構は、竪穴住居跡２棟、土坑１２基、ピット約３９０基、溝跡２条である。そのうち、

遺物を検出したものについてのみ遺構番号を付している。いずれも同一確認面での検出である。遺構の

分布は、調査区北側、特に北東側に偏る。調査区南側には礫が集中しており、遺構は認められない。

第３節 遺物出土状況
本調査区出土の遺物は弥生土器を主体とし、これに縄文土器・須恵器・土師器・陶磁器・石器・鉄器

・粘土塊が加わる。遺物の総量はコンテナで２７箱である。遺物包含層における遺物の平面分布は、調査

区北側に偏り、遺構の集中地区とほぼ重なる。竪穴住居跡の上部にも遺物が多量に認められ、竪穴住居

跡出土土器との接合関係があるため、掘りかた自体はさらに上方（少なくとも第１８図の１２層）に求めら

れることが推察される。 （白川）

第７表 Ⅱ区 遺構出土遺物一覧表

遺構名 検出地区 出土遺物 備 考 遺構名 検出地区 出土遺物 備 考
１号住居跡 Ａ４・Ａ５・Ｂ４・Ｂ５ 弥生土器・石器 第２３～３２図 ピット１８ Ａ３ 弥生土器 細片
２号住居跡 Ａ１０・Ａ１１・Ｂ１０ 弥生土器・石器・粘土塊 第３５～４０図 ピット１９ Ａ３ 弥生土器・須恵器 細片
土坑１ Ａ２ 弥生土器 細片 ピット２０ Ｂ４ 弥生土器 細片
土坑２ Ａ２ 弥生土器 細片 ピット２１ Ｂ４ 弥生土器 細片
土坑３ Ａ３ 弥生土器 細片 ピット２２ Ｂ４ 弥生土器 細片
土坑４ Ｂ４ 弥生土器 細片 ピット２３ Ｂ４ 弥生土器 細片
土坑５ Ａ８・Ａ９・Ｂ８・Ｂ９ 弥生土器 細片 ピット２４ Ａ４ 弥生土器 細片
土坑６ Ｂ８・Ｂ９ 弥生土器 細片 ピット２５ Ａ５ 弥生土器 細片
ピット１ Ｂ１ 弥生土器 細片 ピット２６ Ｂ６ 弥生土器 細片
ピット２ Ｂ１ 弥生土器 細片 ピット２７ Ｂ６ 弥生土器・須恵器 細片
ピット３ Ｂ１・Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット２８ Ｂ６ 弥生土器 細片
ピット４ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット２９ Ａ６ 弥生土器 細片
ピット５ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット３０ Ａ６ 弥生土器 細片
ピット６ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット３１ Ｂ７ 弥生土器 細片
ピット７ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット３２ Ｂ７ 中世須恵器 細片
ピット８ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット３３ Ｂ７ 弥生土器 細片
ピット９ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット３４ Ｂ７ 弥生土器 細片
ピット１０ Ｂ２ 弥生土器 細片 ピット３５ Ａ７・Ｂ７ 弥生土器 細片
ピット１１ Ａ２ 弥生土器 細片 ピット３６ Ａ１３ 弥生土器 細片
ピット１２ Ｂ３ 弥生土器 細片 ピット３７ Ｂ７ 弥生土器 細片
ピット１３ Ｂ３ 弥生土器 細片 ピット３８ Ａ７ 弥生土器 細片
ピット１４ Ｂ３ 弥生土器 細片 ピット３９ Ｂ８ 弥生土器・土師皿 細片
ピット１５ Ｂ３ 弥生土器 細片 ピット４０ Ａ８ 弥生土器 細片
ピット１６ Ａ３・Ｂ３ 弥生土器 細片 溝跡１ Ｂ４ 弥生土器 細片
ピット１７ Ａ３ 弥生土器 細片
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第１９図 Ⅱ区 遺構配置図（縮尺１／２００）



第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

第１節 遺構と遺構出土遺物

Ⅰ 竪穴住居跡

２棟の竪穴住居跡を検出した。確認した順に、１号住居跡、２号住居跡としている。

（１） １号住居跡（第２１～３２図）

遺構（第２１図） 調査区北東部で検出した（Ａ・Ｂ－４・５区）。平面プラン確認後、土層観察用あぜを

十字に設定し、覆土を掘り下げた。時間的な制約から、覆土中の遺物を全点図化することを断念し、集

中個所および比較的大きい破片のみを記録化することとした。平面図で図化し得なかった遺物について

は、土層観察用あぜにより４分割した区画ごとに取り上げた（第２０図）。

平面形態は隅丸方形を呈す。長軸長５．６０ｍ、短軸長４．９０ｍ、遺構確認面から床面までの深さ０．４０ｍを

測る。床面はほぼ平坦である。壁は緩やかに立ちあがる。遺構確認面より上部（包含層中）で遺物が多

量に集中していたことから、本来の掘り込みはさらに高いレベルからなされたことが推察される。その

ため、Ａ・Ｂ－４・５区の包含層検出遺物の一部は、１号住居跡に帰属するものと思われる。南東部に

テラス状の段をもつ。主柱穴は４本で、ピット１～４が該当する。ピットの覆土は、いずれも暗灰褐色

粘質土であり、「第一次堆積土」に類似する。ただし、竪穴住居跡覆土とピット覆土を同一断面上で確

認していないため、埋没の同時性は検討できない。床面で確認できる主柱穴以外のピットについても、

掘り込み面を確認することができず、住居に伴うものかは確定できない。床面では遺物は確認できず、

遺物の大半は「第一次堆積土」よりも上部での出土である。 （白川）

遺物（第２３図～第３２図） 本住居跡覆土からは、土器、石器を検出した。

土器（第２３図～第３１図）

甕形土器（第２３図～第２６図）

ほとんどが口縁部外面に擬凹線を施した、有段状の口縁部をもつ甕形土器である。外面は体部に斜め

方向のハケ調整を施したあと、頸部に横ナデ調整を施したものが多い。内面は口縁部に横ナデ調整を施

し、半数以上に指頭圧痕が残る。頸部内面に平坦部をもつものが多く、平坦面に横ナデ調整やハケ調整

を施す。なかには第２５図８のようにミガキ調整を施すものや、第２３図１２・１３のように指頭圧痕が残るも

のもある。体部内面は上半部に斜めまたは横方向のケズリ調整を施したあと、底部から上方向にケズリ

第２０図 Ⅱ区 竪穴住居跡区割図（縮尺１／１２０）
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第２１図 Ⅱ区 １号住居跡完掘状況実測図（縮尺１／６０）

１ 淡褐灰色粘質土 粘性弱、しまりやや
粗、やや硬質、暗褐
灰色ブロック多量混
入

２ 褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
やや粗、やや硬質、
淡褐灰色ブロック少
量混入

３ 暗褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
やや密、硬質、淡褐
灰色ブロック少量混
入

４ 暗褐灰色粘質土 粘性弱、しまりやや
粗、やや軟質、淡褐
灰色ブロック少量混
入

５ 褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
密、硬質、淡灰褐色
ブロック少量混入

６ 淡褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
やや密、やや硬質、
暗褐灰色ブロック少
量混入

７ 淡褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
密、やや硬質、暗褐
灰色ブロック極少量
混入

８ 淡褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
やや密、硬質、淡灰
褐色・暗褐灰色ブロ
ック極少量混入

９ 淡褐灰色粘質土 粘性強、しまりやや
密、軟質、暗褐灰色
ブロック少量混入

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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調整を施す。第２３図９、第２６図１は体部外面上半にタタキ調整を施し、第２３図１３は頸部外面に櫛状工具

による刺突がみられる。口縁部形態は、直立して立ち上がるもの（第２３図１～１３）、内弯気味に立ち上が

るもの（第２４図１～３）、外傾して開くもの（第２４図４～１４）、外反しつつ開くもの（第２５図１～１３、第２６

図１～８）がある。口縁端部の形態は丸く収めるもの（第２３図１～３・５・６、第２４図２、第２５図４、

第２６図７）、平坦面をもつもの（第２３図１３、第２４図３・６）、先細りするもの（第２３図８・９、第２４図４・

１０・１４、第２５図６、第２６図２）、外反するもの（第２３図１１、第２５図１０、第２６図５・８）がある。口縁部が

直立するものや外傾するものには、口縁端部を丸く収めるものや平坦面をもつものが多く、外反するも

のには先細りするものが多いようである。体部最大径は中心より上に置かれ、自立不可能な平底をもつ。

口縁部外面に擬凹線を施さないものは、第２６図１１の口縁部内外面に横ナデ調整を施した、器高９．０㎝の

小型品のみである。内面を底部から上方向に棒状工具でナデ上げている。第２４図１２・１３および第２６図５・

６は胎土・焼成から、それぞれ同一個体と考えられる。第２６図９・１０は有段状の口縁部をもつ台付の甕

形土器で、球状の体部をもつ。共に外面全体にミガキ調整を施し、体部内面にケズリ調整を施している。

同図９は台部が中心よりずれて接合されており、焼成も甘く、同図１０の精製品に比べて、粗雑な作りで

ある。

壺形土器（第２７・２８図、第２９図１～３）

第２７図１～３、第２８図１・２は有段状の口縁部をもつ壺形土器である。第２７図３、第２８図２は口縁部

外面に擬凹線を施している。第２７図３は肩部外面に箆状工具による刺突を施す。器形・調整とも甕形土

器によく似たものである。同図１・２、第２８図１は口縁部外面が無文で、第２７図１は球状の体部に安定

した平底をもち、口縁部外面に箆描きの記号文と思われる縦５条の直線が見られる。同図２は同図１と

同様に球状の体部をもつが、口縁部がやや発展して長く伸び、器壁も薄い。第２８図１は器高３５㎝を超え

る大型品で、内面はケズリ調整を施したのち、ミガキ調整を施す。同図２は長頸の壺形土器の系譜を引

く大型品で、肩部内面に箆状工具による沈線が見られる。同図３の壺形土器は、直に立ち上がる頸部に

外傾して開く口縁部を貼り付け、口縁端部に粘土帯を付加し、３本一対の棒状浮文を３箇所に貼り付け

た痕跡が残る。肩部にも突帯を貼り付け、その上に箆状工具によるキザミを施す。同図４・５は無頸の

壺形土器である。４は短い口縁部に２個一対の円孔を２箇所に穿ち、体部と口縁部の接合部にキザミを

施す。５は体部外面下半全体に煤が付着している。第２９図１～３は有段状の口縁部をもつ台付の壺形土

器である。１・２は扁球状の体部をもち、３は下膨れの体部をもつ。１・３は丁寧なミガキ調整を施し、

２は外面に赤彩を施した精製品である。

鉢形土器（第２９図４～１３）

４～６は底部に円孔を有する鉢形土器で、７は深い体部をもつ小型の鉢形土器である。９～１１は有段

状の口縁部をもつ鉢形土器で、１０は口縁部外面に擬凹線を施した精製品である。８・１２・１３は有段状の

口縁部をもつ台付の鉢形土器で、８・１２は内外面全てにミガキ調整を施した精製品である。８は口縁部

外面に擬凹線を施し、甕形土器に近い器形をもつ。３は浅い体部に大きく開いた口縁部をもち、高坏形

土器に近い器形である。

蓋形土器（第２９図１４・１５）

１４・１５は内外面にミガキ調整を施した精製品である。１５は外面に赤彩を施す。

高坏形土器（第３０図１～５）

全て有段状の坏部をもち、ハケ調整ののちに丁寧なミガキ調整を施した精製品である。２は沈線が口

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第２３図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（１）（縮尺１／３）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第２４図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（２）（縮尺１／３）
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第２５図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（３）（縮尺１／３）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第２７図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（５）（縮尺１／３）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第２８図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（６）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第２９図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（７）（縮尺１／３）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第３１図 Ⅱ区 １号住居跡出土土器実測図（９）（縮尺１／３）

第３２図 Ⅱ区 １号住居跡出土打製石斧実測図（縮尺１／３）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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縁端部に１条、裾端部に４条巡る。１・２は無段の柱状脚に、４個の円孔を穿つが、５のように３個の

ものもある。また２の円孔は、４個のうち２個を接近して施し、内面で接している。５は３個のうち１

個が未貫通となっている。

器台形土器（第３０図６～１２）

６～１０は有段状の受部に、脚部と裾部の境に円孔を施した有段状の柱状脚をもつ。６は受部内外面に

赤彩痕が残り、４個の円孔を施す。７は２個一対の円孔を２箇所に施し、裾部に沈線が２条巡る。１０は

６・７に比べて受部口縁部の開きが短く、脚部に３個の円孔を施す。１１・１２はいわゆる装飾器台である。

内外面にミガキ調整を施した精製品で、おそらく涙滴形の透孔を施す。

底部・台部・脚部（第３１図）

１・２は甕形土器、３は鉢形土器の底部と思われる。４・５は甕形土器あるいは壺形土器の台部、６・

７は高坏形土器または器台形土器の脚部である。

時期は、器台形土器（第３０図６～１０）で器形にばらつきがみられ、時期差の存在が考えられるものの、

おおむね弥生時代終末期、石川県の編年で月影式期が主体と思われる。 （森）

石器（第３２図）

本住居跡から出土した石器は、打製石斧が４点である（第３２図１～４）。内訳は完形品が２点（１・

４）、破損品が２点（２・３）である。打製石斧の分類の詳細については、第４章第２節ですでに記述

しているので、ここでは省略するが、分類の結果、１・４はⅥ類に、３はⅠ類にそれぞれ分けられる。

なお、２は刃部のみであるため、全体の形状を決定できない。 （中森）

（２） ２号住居跡（第３３～３８図）

遺構（第３３図） 調査区北部で検出した（Ａ－１０・１１、Ｂ－１０区）。調査方法は、１号住居跡と同様であ

る。住居跡北側が調査区外になるため、全掘はできなかった。

平面形態は隅丸方形を呈す。長軸は、現存長で４．８０ｍ（推定５．９５ｍ）、短軸長５．７５ｍ、遺構確認面から

床面までの深さ０．２６ｍを測る。床面はほぼ平坦である。壁は緩やかに立ちあがる。ピットの深さは、平

均して床面より約０．１ｍ程度と浅いため、いずれも主柱穴の可能性が疑問視される。そのため、調査時

には、住居跡外部にも上部構造を支えるための施設があることを想定し、周辺の精査を繰り返し行った

が、柱穴等を確認するにはいたらなかった。また、周提などの存在も確認できなかった。遺物は、床面

および覆土中で確認した。大半は「第一次堆積土」よりも上部での出土である。 （白川）

遺物（第３５～４０図） 本住居跡覆土からは、土器、石器、粘土塊を検出した。

土器（第３５～３７図）

甕形土器（第３５図、第３６図１～５）

１号住居跡同様、口縁部外面に擬凹線を施した、有段状の口縁部をもつ甕形土器が占めるが、第３５図

１０・１３・１９と無文のものもみられる。外面は体部に斜め方向のハケ調整を施したあと、頸部に横ナデ調

整を施したものが多い。内面は口縁部に横ナデ調整を施し、半数以上に指頭圧痕が残る。頸部内面はほ

とんどが平坦部をもち、平坦面に横ナデ調整を施したものが多い。体部内面は上半部に斜めまたは横方

向のケズリ調整を施す。口縁部形態は、内弯気味に立ち上がるもの（第３５図１）、直立して立ち上がる

もの（同図２）、外傾して開くもの（同図３～１７）、外反しつつ開くもの（同図１８・１９、第３６図１～４）

がある。口縁端部の形態は丸く収めるもの（第３５図９～１２・１６・１８、第３６図２・３）、平坦面をもつも

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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の（第３５図１・３・４・１４・１５・１９）、先細りするもの（同図２・５～８・１３・１７、第３６図１）、外反す

るもの（第３６図４）がある。第３６図５は有段状の口縁部をもつ台付の甕形土器である。口縁部内面と体

部外面に赤彩がみられる。

壺形土器（第３６図６～１０）

６～８は有段状の口縁部をもつ壺形土器である。６は焼成・調整とも良好な精製品で、口縁端部内外

面に煤が付着している。９はやや開き気味の口縁部をもつ直口の壺形土器で、外面はハケ調整の後、ミ

ガキ調整やナデ調整を施している。１０は小型の壺形土器で、外面に板状工具によるナデ調整を施す。肩

部外面に剥離痕が見られ、突帯が貼り付けられていたと考えられる。

鉢形土器（第３６図１１～１３）

１１・１２は底部に円孔を有する鉢形土器である。１１は深い体部をもち、１２は浅い体部をもつ。１３は深い

体部をもつ小型の鉢形土器である。

蓋形土器（第３６図１４～１６）

１４は内外面にミガキ調整を施し、内面や鈕に指頭圧痕が残る。１６は外面にミガキ調整、内面に丁寧な

ケズリ調整やハケ調整を施した精製品である。１４・１６ともに外面に煤が付着している。１５は柱状の鈕を

もち、１４・１６に比べ焼成も不良で粗雑な作りである。

高坏形土器（第３７図１～３）

１は�状の坏部をもち、「ハ」の字状に開く脚部が付く。２は無段の柱状脚に４個の円孔を施し、坏

部と脚部の接合部にキザミを施す。３は坏部が剥離した高坏の脚部と思われる。坏部との接合部にナデ

調整を施し、坏底部には強いナデ調整が見られる。

器台形土器（第３７図５～７）

５・６は受部が有段状の器台形土器である。６は３個の円孔を施した無段の脚部が付くが、５は有段

状のものが付くと考えられる。ともに精製品である。７はいわゆる装飾器台である。内外面に細く粗い

ミガキ調整を施す。内面に煤が付着している。

底部・脚部（第３７図８～１３）

８は高坏形土器または器台形土器の裾部で、９は甕形土器、１０～１２は甕形土器または壺形土器の底部、

１３は壺形土器の底部と思われる。

１号住居跡と同様に、弥生時代終末期、石川県の編年で月影式期が主体の時期と思われる。 （森）

石器（第３８図）

本住居跡から出土した石器は、打製石斧が２点である（第３８図１・２）。２点とも破損品で、分類の

結果、１はⅥ類に分けられるが、２は刃部を欠いているため、全体の形状を決定できない。 （中森）

粘土塊（第３９・４０図）

出土した粘土塊の形はすべて不定形であり、出土時には粘性がかなり保たれており、可塑性に優れて

いた。粘土塊の大半は約１０㎝以下の適度な大きさに分けられ、鉱物が混じる。 （今林）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第３３図 Ⅱ区 ２号住居跡完掘状況実測図（縮尺１／６０）

１ 褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
密、硬質

２ 暗褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
やや密、やや硬質、
淡褐灰色ブロック少
量混入

３ 淡褐灰色粘質土 粘性やや強、しまり
やや密、やや硬質、
暗褐灰色ブロック少
量混入

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第３４図 Ⅱ区 ２号住居跡遺物出土状況実測図（縮尺１／６０）

第１節 遺構と遺構出土遺物
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第３５図 Ⅱ区 ２号住居跡出土土器実測図（１）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第３６図 Ⅱ区 ２号住居跡出土土器実測図（２）（縮尺１／３）

第１節 遺構と遺構出土遺物

－５１－

づJ一一一

d でy/ 伺

仁一

1)りつつUIh = 

一一一一一÷ 

ー一
3 

7~〆
ごご 了云主主ーコ

7 

14 

6 

/7 

ト;ヤイ

144 
11 7

uパい9

16 

10cm 



第３７図 Ⅱ区 ２号住居跡出土土器実測図（３）（縮尺１／３）

第３８図 Ⅱ区 ２号住居跡出土打製石斧実測図（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第８表 Ⅱ区 １号住居跡出土土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第２３図１ 有段口縁甕 １住１区
（口）１６．０
（底）２．６
（高）１９．７

良好
密
砂粒やや多

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）２／３
体部外面全体煤
付着

２ 有段口縁甕
１住３区
Ｂ５包含層

（口）２１．０
（高）（８．９）

やや
良好

密
砂粒多・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→ナデ
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）３／４

３ 有段口縁甕
１住３区
Ｂ５包含層

（口）１９．０
（高）（５．３）

不良
やや粗
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線４条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３

４ 有段口縁甕 １住３・４区
（口）１４．２
（高）（４．９）

不良
やや粗
砂粒少・雲母

（内）にぶい赤褐色
（外）浅黄橙色

～橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ
（体）ケズリ

（口）擬凹線３条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／１ 外面煤付着

５ 有段口縁甕 １住４区
（口）１８．０
（高）（６．８）

やや
不良

密
砂粒多量

灰白色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条→横ナデ
（頸～体）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

６ 有段口縁甕 １住３区
（口）１６．８
（高）（５．０）

やや
不良

やや粗
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）５／６
口縁部外面煤付
着

７ 有段口縁甕
１住１区
Ａ４包含層

（口）２１．０
（高）（９．７）

良好
やや密
砂粒多・金雲母

（内）橙色～褐灰色
（外）にぶい橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３

８ 有段口縁甕 １住４区
（口）１６．８
（底）７．３
（高）（２０．２）

やや
良好

密
砂粒少・雲母

（内）褐灰色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ
（頸）ハケ
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）２／３
外面全体・体部
内面に煤付着

９ 有段口縁甕 １住４区
（口）１５．８
（高）（８．５）

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

（内）灰白色
（外）浅黄橙色

（口～頸）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線６（頸）横ナデ
（体）タタキ→ハケ

（口）１／１ 外面煤付着

１０ 有段口縁甕
１住３区
Ｂ５包含層

（口）１６．８
（高）（１１．５）

やや
良好

密
砂粒多

（内）褐灰色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線４条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）２／３ 体部外面煤付着

１１ 有段口縁甕
１住３区
Ｂ５包含層

（口）１６．０
（高）（１３．５）

やや
良好

やや密
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）２／３
外面煤付着肩部
内面ヘラ痕

１２ 有段口縁甕 １住４区
（口）１９．０
（高）（４．８）

良好
やや密
砂粒多

橙色
（口～頸）横ナデ
指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／６
口縁部内外面・
頸部外面煤付着

１３ 有段口縁甕 １住４区
（口）１８．７
（高）（８．０）

やや
不良

やや粗
砂粒多・雲母

（内）灰白色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ（体）ケズリ
（頸）横ナデ・指頭圧痕

（口）擬凹線５条
（体）ハケ（頸）横ナデ・櫛先刺突列

（口）２／３

第２４図１ 有段口縁甕 １住２区
（口）１８．０
（高）（１１．８）

良好
密
砂粒多・雲母

（内）浅黄橙色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／５

２ 有段口縁甕 １住４区
（口）１９．２
（高）（１１．７）

不良
粗
砂粒多

灰白色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１
頸部・体部外面
煤付着

３ 有段口縁甕
１住１区
Ｂ３・Ｃ４包含層

（口）２６．４
（高）（１３．４）

良好
密
砂粒多・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／６

４ 有段口縁甕 １住１区
（口）１５．２
（高）（６．５）

不良
やや密
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸～肩）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３ 外面煤付着

５ 有段口縁甕 １住３区
（口）１６．０
（高）（４．１）

良好
密
砂粒少・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

６ 有段口縁甕 １住２区
（口）２５．３
（高）（８．７）

やや
不良

やや粗
砂粒多量

灰白色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１

７ 有段口縁甕 １住３区
（口）２０．０
（高）（６．６）

不良
やや密
砂粒やや多

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

８ 有段口縁甕 １住３区・４区
（口）１７．６
（高）（１３．２）

不良
粗
砂粒多量

（内）橙色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１ 口縁部煤付着

９ 有段口縁甕
１住４区
Ａ５・Ｂ５
包含層

（口）１６．３
（高）（１０．３）

やや
不良

密
砂粒やや多
雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸・上）横ナデ
（頸・下～体）ハケ

（口）１／１
口縁部内面ヘラ
痕

１０ 有段口縁甕 １住３区
（口）１８．０
（高）（６．０）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

暗褐色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（体）ハケ→（頸）横ナデ

（口）１／４ 内外面煤付着

１１ 有段口縁甕 １住４区
（口）１７．２
（高）（９．０）

やや
良好

やや密
砂粒少・雲母

（内）橙色～灰白色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１

１２ 有段口縁甕
１住１～４区
Ｂ２・Ｂ４・Ｂ５・Ｃ６
包含層

（口）２７．０
（高）（５．９）

不良
粗
砂粒多

浅黄橙色
～にぶい橙色

（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ
（体）縦ハケ

（口）１／４

１３ 底部 １住２区
（底）７．０
（高）（３．４）

不良
粗
砂粒多

浅黄橙色
～にぶい橙色

ケズリ 不明 （底）１／１

１４ 有段口縁甕
１住４区
Ｂ５包含層

（口）１６．４
（高）（８．６）

良好
密
砂粒やや多
雲母

灰白色
（口）横ナデ・ヘラ痕
（頸・上）横ナデ
（頸・下）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線１０条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／２ 外面煤付着

第２５図１ 有段口縁甕
１住３区
Ｂ５包含層

（口）１９．０
（高）（１８．０）

やや
良好

密
砂粒多

（口）浅黄橙色
（体）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）部分的にハケ
（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／１
頸部以外の外面
煤付着

２ 有段口縁甕 １住１区
（口）１９．８
（高）（９．１）

不良
やや粗
砂粒多量

浅黄橙色～橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ
（肩）ハケ→横ナデ

（口）１／３

第１節 遺構と遺構出土遺物
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第２５図３ 有段口縁甕 １住３区
（口）１９．２
（高）（５．１）

不良
やや密
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４

４ 有段口縁甕 １住１・４区
（口）１７．４
（高）（９．６）

良好
密
砂粒多・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）２／３

５ 有段口縁甕 １住３区
（口）１７．４
（高）（１３．６）

不良
やや粗
砂粒多・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１ 外面煤付着

６ 有段口縁甕 １住１区
（口）１４．２
（底）２．１
（高）１６．６

良好
やや密
砂粒多

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／１
体部外面全体煤
付着

７ 有段口縁甕 １住２・３区
（口）１８．４
（高）（１０．７）

やや
良好

密
砂粒やや多
雲母

灰白色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）２／３
口縁部外面煤付
着

８ 有段口縁甕
１住３・４区
Ｂ５包含層

（口）１５．２
（高）（１５．８）

良好
やや密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ→横ミガキ
（体）丁寧なケズリ

（口）擬凹線１２条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／１
肩部以下の外面
全体に煤付着

９ 有段口縁甕 １住４区
（口）１７．２
（高）（１０．１）

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

（内）橙色～褐灰色
（外）灰色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）５／６

１０ 有段口縁甕 １住１・３区
（口）１７．４
（高）（４．５）

良好
密
砂粒多・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／３

１１ 有段口縁甕 １住３区
（口）１５．０
（高）（４．１）

良好
密
砂粒やや多
雲母

橙色 （口）横ナデ・指頭圧痕
（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／４

１２ 有段口縁甕 １住３区
（口）１３．８
（高）（６．１）

やや
良好

やや密
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ（体）ケズリ
（頸）横ナデ・指頭圧痕

（口）擬凹線３条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ナデ？

（口）１／４ 外面全体煤付着

１３ 有段口縁甕 １住１・２区
（口）１３．０
（底）２．３
（高）（１２．０）

良好
密
砂粒多

（内）浅黄橙色
（外）にぶい赤褐色

（口）横ナデ
（頸）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ
（体）縦ハケ（底）ナデ

（口）１／６ 外面全体煤付着

第２６図１ 有段口縁甕
１住４区
Ｂ５包含層

（口）１９．０
（高）（６．５）

良好
やや密
砂粒多・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）タタキ

（口）１／３ 外面煤付着

２ 有段口縁甕 １住１区
（口）１８．４
（高）（７．８）

不良
やや粗
砂粒多

灰白色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線１１条
（頸）ナデ（体）ハケ

（口）１／４

３ 有段口縁甕 １住２・３区
（口）１９．６
（高）（１６．７）

良好
密
砂粒多・雲母

灰白色
（口）横ナデ
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１
肩部以外の外面
全体煤付着

４ 有段口縁甕
１住４区
Ｂ５包含層

（口）１７．２
（高）（８．２）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）灰白色
（外）橙色

（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線１１条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／１ 外面煤付着

５ 有段口縁甕 １住３区
（口）１７．２
（底）２．３

良好
密
砂粒多・雲母

赤褐色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）３／４
体部外面下半全
体に煤付着

６ 底部 １住３区
（底）２．３
（高）（２．３）

良好
密
砂粒多量

（内）にぶい赤褐色
（外）褐色

ケズリ ハケ （底）１／１ 外面全体煤付着

７ 有段口縁甕
１住４区
Ｂ５包含層

（口）１６．０
（高）（１６．４）

良好
密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ
（頸）ハケ
（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線６条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／１

８ 有段口縁甕 １住４区
（口）１５．２
（底）２．４
（高）（１５．８）

良好
密
砂粒やや多
雲母

（内）橙色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ
（肩）ケズリ・指頭圧痕

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）５／６
肩部以外の外面
全体に煤付着

９
台付
有段口縁甕

１住１・２区
（口）１４．６
（底）１０．５
（高）２２．４

やや
不良

密
砂粒ごく少量

浅黄橙色
（体）丁寧なケズリ
（台・下）横ハケ

（頸・上）横ハケ
（体）ハケ→横ミガキ
（台）ハケ→ミガキ

（体）２／３

１０
台付
有段口縁甕

１住３区
Ｂ５包含層

（口）１３．２
（底）１１．１
（高）２１．３

良好
密
砂粒ごく少量
金雲母

（体～台・内）浅黄橙色
（口・内～外）赤褐色

（口）斜めミガキ
（体）ケズリ→ナデ？
（台）横ナデ
（台・端）横ミガキ

（口～頸）横ミガキ
（体）斜めミガキ
（台）縦ミガキ
（台・端）横ミガキ

ほぼ
完形

１１ 小型甕 １住４区
（口）７．２
（底）２．７
（高）９．０

良好
密
砂粒少・雲母

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ
（底）ナデ

（口）横ナデ
（体・下）縦ハケ

完形

第２７図１ 有段口縁壺 １住１・２・３区
（口）１４．６
（底）５．１
（高）２６．７

やや
良好

やや密
砂粒多量

橙色
（口～頸）横ナデ
（肩）指頭圧痕
（体・下）ハケ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／１
口縁部外面ヘラ
記号

２ 有段口縁壺 １住１・２区
（口）１３．４
（底）３．６
（高）２２．１

不良
密
砂粒ごく少量

（内）灰白色～灰色
（外）灰白色

（口）横ミガキ
（頸）指頭圧痕
（体～底）ハケ

（頸）横ナデ
（体・上）斜めミガキ
（体・下）ハケ→ミガキ

ほぼ
完形

体部外面下半全
体煤付着

３ 有段口縁壺 １住１・２区
（口）１６．０
（底）約１．５
（高）２６．５

やや
良好

やや密
砂粒多

（口）赤橙色
（体）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（肩）縦ハケ・
ヘラ先刺突文（体）ハケ

（口）１／１ 底部外面煤付着

４ 体部 １住１・３区
（底）７．０
（高）（２３．１）

やや
良好

粗
砂粒多

浅黄橙色
（体・上）横指ナデ
（体・下）ハケ

（体）ハケ （体）１／２

５ 底部
１住１・３区
Ｂ４包含層

（底）４．１５
（高）（８．５）

不良
密
砂粒ごく少量

（内）灰色
（外）灰白色

（体）ケズリ
（底）ハケ

（体）ハケ→ミガキ （口）１／１

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

－５４－



挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第２８図１ 有段口縁壺
１住１区
Ａ４・Ｂ４包含層

（口）１７．２
（底）４．７
（高）（３５．１）

良好
やや粗
砂粒多

橙色
（口～頸）ミガキ？
（体・上）横ケズリ→縦ナデ
（中）ハケ（下）ケズリ

（口～頸）横ミガキ
（体・中）ハケ→ミガキ
（体・下）縦ミガキ

（口）１／４

２ 有段口縁壺 １住２区
（口）１６．６
（底）７．８
（高）３９．８

やや
良好

やや粗
砂粒多

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線４？条→横ナデ
（頸）縦ミガキ（肩）ハケ
（体）ハケ→ミガキ？

ほぼ
完形

３ 広口壺 １住２区
（口）１５．４
（高）（７．０）

不良
密
砂粒ごく少量
雲母

（内）浅黄橙色
（外）灰白色

ナデ・部分的に横ミガキ
（口・端）棒状浮文痕３×３
（口）横ナデ（肩）横ミガキ

（口）５／６
口縁部外面ごく
少量煤付着

４ 無頸壺 １住４区
（口）５．２
（底）２．０
（高）（７．０）

良好
密
雲母

（内）橙色～灰白色
（外）橙色

（頸）横ミガキ
（体）ナデ
（底）放射状の箆痕

横ミガキ （口）１／２

５ 無頸壺 １住１・２区
（口）９．０
（底）７．７
（高）９．０

やや
良好

密
砂粒多

（口）橙色
（体）褐灰色

（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）横ナデ
（体）部分的にハケ

完形 外面煤付着

第２９図１
台付
有段口縁壺

１住２区
Ｂ５包含層

（口）１０．８
（底）１１．１
（高）２０．３

良好
密
砂粒ごく少量
金雲母

橙色
（口）ハケ→横ミガキ
（底）ハケ
（台）横ナデ

（口）斜めミガキ
（頸・上）横ナデ
（頸・下）縦ミガキ
（体）ハケ→斜めミガキ
（台）縦ハケ→横ミガキ

ほぼ
完形

２
台付
有段口縁壺

１住１区
（口）１１．２
（底）１０．２
（高）１７．０

やや
良好

密
砂粒ごく少量

（口）浅黄橙色
（外）灰白色

（口・下）横ミガキ
（頸）ハケ
（体・上）ケズリ（下）ハケ
（台）横指ナデ

（口）横ミガキ（頸）横ナデ
（体）横ミガキ
（台）ハケ→縦ミガキ

ほぼ
完形

外面赤彩痕

３
台付
有段口縁壺

１住４区
Ｂ５包含層

（口）９．０
（底）１０．８
（高）１８．８

良好
密
砂粒ごく少量

赤褐色
（口・上）横ミガキ
（口・下）（頸）横ナデ
（底）ハケ（台）斜めミガキ

（口）横ミガキ
（台・上）縦ミガキ
（台・下）（体）斜めミガキ

ほぼ
完形

４ 有孔鉢 １住１・３区
（口）１５．７
（底）２．３
（高）１３．４

やや
良好

やや粗
砂粒多・雲母

橙色
（口）横ナデ
（体～底）ケズリ

（口）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／２ 孔径１．２㎝

５ 有孔鉢
１住１・３・４区
Ｂ５包含層

（口）１５．４
（底）１．８
（高）１１．０

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（口～体・上）横ナデ
（体・下～底）
丁寧なケズリ

ハケ （口）１／４ 孔径１．３㎝

６ 有孔鉢 １住１区
（底）０．９
（高）（３．９）

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

橙色 ケズリ ハケ （底）１／１ 孔径０．９㎝

７ 鉢 １住４区
（口）７．０
（高）（５．４）

やや
不良

密 浅黄橙色 ケズリ→ナデ 不明 （口）１／４

８
台付
有段口縁鉢

１住３区
（口）１４．５
（底）９．０
（高）１４．３

良好
密
砂粒少・金雲母

橙色
（口～肩）横ミガキ
（体）斜めミガキ
（台）横ミガキ

（口）横ミガキ→擬凹線６条
（頸）横ミガキ
（体）ハケ→斜めミガキ
（台）縦→横ミガキ

（口）１／３

９ 有段口縁鉢 １住１区
（底）２．８
（高）（５．１）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （底）１／３

１０ 有段口縁鉢 １住１区
（口）１３．６
（高）（８．２） 良好

密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（口）横ミガキ
（頸～体）
ケズリ→横ミガキ

（口）擬凹線７条→横ミガキ
（頸～体）横ミガキ
（底）縦ミガキ

（口）１／４

１１ 有段口縁鉢 １住３・４区
（口）１０．８
（高）（４．１）

良好
やや粗
砂粒やや多
雲母

橙色
（口）横ハケ
（頸）ナデ（体）ケズリ

（口）横ハケ
（頸）横ナデ（体）縦ハケ

（口）１／２

１２
台付
有段口縁鉢

１住３区
（口）１６．４
（高）（７．７）

良好
やや密
雲母

橙色 横ミガキ
（口）横ミガキ
（体）ハケ→横ミガキ

（口）１／１

１３
台付
有段口縁鉢

１住１・４区
（口）１９．０
（底）１２．１５
（高）１１．９

やや
不良

やや粗
砂粒やや多

橙色
（鉢）ミガキ
（台）板ナデ

（口）斜めミガキ
ほぼ
完形

１４ 蓋 １住３区
（口）１０．４
（高）５．１
（鈕）４．０

良好
密
金雲母

赤褐色 丁寧な横ミガキ
（口）（鈕）横ミガキ
（天）縦ミガキ

ほぼ
完形

１５ 蓋 １住３区
（口）１１．７
（高）４．７
（鈕）４．１

やや
良好

密
砂粒ごく少量
金雲母

橙色 ハケ
（鈕）ミガキ
（天）ハケ→斜めミガキ

完形 外面赤彩

第３０図１ 高坏 １住２区
（口）２２．８
（底）１４．５
（高）１４．８

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（坏・口）ミガキ
（坏・底）横ミガキ
（裾）ハケ

（坏）ハケ→ミガキ
（脚）縦ミガキ
（裾）斜めミガキ

ほぼ
完形

円孔１×４

２ 高坏
１住３・４区
Ｂ５包含層

（口）２２．９
（底）１５．２５
（高）１３．２

良好
密
雲母

赤褐色
（坏）太い横ミガキ
→細い不定方向のミガキ
（裾）板横ナデ

（坏・口・端）沈線１条
（坏・口）（裾）ハケ→ミガキ
（坏・底）ミガ
（脚）縦→横ミガキ
（裾・端）横ミガキ
沈線４？条

（口）５／６ 円孔１×４

第１節 遺構と遺構出土遺物
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第３０図３ 坏部
１住３区
Ｂ５・Ｂ６包含層

（口）２１．６
（高）（５．６）

良好
密
雲母

赤褐色 横ミガキ ハケ→横ミガキ （口）１／２

４ 脚部 １住３区 （高）（６．９） 良好
密
雲母

橙色 （坏）ミガキ 縦ミガキ （脚）１／１ 円孔１×４

５ 脚部 １住２区
（底）１２．７
（高）（１０．３）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）にぶい赤褐色
（外）橙色

（裾）ハケ
（脚）縦ミガキ
（裾）斜めミガキ

（裾）１／１
脚端部内面煤付着
円孔１×３

６ 器台
１住３区
Ｂ５包含層

（口）２４．９
（底）１４．３
（高）１６．８

良好
密
砂粒ごく少量

橙色
（受）斜めミガキ
（裾）横ナデ

（受）斜めミガキ
（脚）縦ミガキ
（裾）斜めミガキ

（口）３／４
円孔１×４？
受部内外面赤
彩？

７ 器台 １住１区
（口）２２．２
（底）１３．３
（高）１４．３

やや
良好

密
砂粒少

橙色
（受）横ミガキ
（脚）ナデ（裾）横ナデ
（脚裾接合部）指頭圧痕

（受・口）
ケズリ→横ミガキ
（受・底）横ナデ
（脚）縦ミガキ
（裾）ミガキ・沈線２条

ほぼ
完形

円孔２×２

８ 受部
１住３区
Ｂ５包含層

（口）２７．０
（高）（６．３）

やや
良好

密
砂粒ごく少量
金雲母

灰白色 ミガキ ハケ→斜めミガキ （口）１／４

９ 受部
１住３区
Ａ６・Ｂ６・Ｂ７包
含層

（底）２１．８
（高）（７．０）

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

橙色 ナデ？
（受）横ミガキ
（脚）縦ミガキ

（口）１／６

１０ 器台 １住１区
（口）１７．８
（底）１３．０
（高）１４．９５

やや
不良

密
砂粒少

浅黄橙色
～にぶい赤褐色

（脚・上）縦ナデ
（裾）横ナデ

（受・下）横ナデ
（脚）縦ミガキ

（口）１／８
裾部内面・脚部
外面煤付着
円孔１×３

１１ 装飾器台 １住３区 （高）（５．１） 良好
密
金雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ ―

１２ 装飾器台
１住３区
Ｂ５包含層

（口）１６．０
（高）（６．３）

良好
密
金雲母

橙色 横ミガキ 斜めミガキ （口）１／８

第３１図１ 底部
１住４区
Ｂ４包含層

（底）１．８
（高）（６．１）

良好
密
砂粒少

（内）灰色
（外）灰黄褐色

ケズリ （体）縦ハケ （底）１／１
体部外面全体煤
付着

２ 底部 １住４区
（底）２．４
（高）（２．９）

良好
密
砂粒多・雲母

褐色 ケズリ
（体）縦ハケ
（底）ケズリ

（底）１／１ 内外面煤付着

３ 底部
１住１・３区
Ｂ４・Ｂ５包含層

（底）２．５
（高）（５．１）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
ケズリ
（底）放射状のヘラ痕

横ミガキ （底）１／１

４ 台部 １住１区
（底）８．２
（高）（５．６）

良好
密
金雲母

にぶい赤褐色
（体）ナデ
（台）横ナデ

（体）ナデ
（台）横ナデ

（底）１／１ 内外面煤付着

５ 台部 １住３区
（底）１２．０
（高）（４．２）

良好
密
雲母

黒褐色 横ミガキ 縦ミガキ （底）１／４ 内面煤付着

６ 裾部 １住１区
（底）１３．２
（高）（３．１）

やや
不良

密
雲母

橙色 ナデ？ 横ミガキ （底）１／２ 外面赤彩

７ 裾部
１住３区
Ａ６・Ｂ６・Ｃ６包
含層

（底）１４．０
（高）（２．８）

良好 密 橙色 横ハケ 縦ハケ （底）１／２

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第９表 Ⅱ区 ２号住居跡出土土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第３５図１ 有段口縁甕 ２住３区
（口）２０．０
（高）（４．４）

良好
密
砂粒少・雲母

にぶい黄橙色
（口）横ナデ
（体）丁寧なケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／６

２ 有段口縁甕 ２住２区
（口）１７．０
（高）（４．１）

やや
良好

やや粗
砂粒多・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線３条→横ナデ
（頸）ハケ→横ナデ

（口）１／４

３ 有段口縁甕
２住３区
Ａ１０・Ａ１１・Ｂ１３
包含層

（口）２０．０
（高）（５．５）

良好
密
砂粒やや多
雲母

黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ
（体）丁寧なケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／３

４ 有段口縁甕 ２住３区
（口）１８．２
（高）（４．４）

やや
良好

密
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／６
体部内面・外面
全体煤付着

５ 有段口縁甕
２住１区
Ａ１０包含層

（口）１７．６
（高）（９．５）

やや
不良

やや粗
砂粒多・雲母

灰白色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１ 外面煤付着

６ 有段口縁甕 ２住２区
（口）１７．２
（高）（６．４）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）褐灰色
（外）赤色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３ 頸部外面煤付着

７ 有段口縁甕 ２住３区
（口）１６．８
（高）（６．１）

不良
やや粗
砂粒多・雲母

（内）浅黄橙色
（外）にぶい黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）ナデ

（口）１／８

８ 有段口縁甕
２住１・２・４区
Ａ１０・Ａ１１
包含層

（口）１２．４
（高）（７．６）

良好
密
砂粒やや多

（内）にぶい橙色
（外）にぶい赤褐色

（口）強い横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）３／４ 外面煤付着

９ 有段口縁甕 ２住４区
（口）１４．３
（高）（５．５）

やや
良好

粗
砂粒多量

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／８

１０ 有段口縁甕
２住３・４区
Ａ１０包含層

（口）１２．０
（高）（７．０）

やや
不良

やや粗
砂粒やや多

橙色～赤色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／２ 外面煤付着

１１ 有段口縁甕 ２住２区
（口）１２．８
（高）（４．６）

やや
不良

やや粗
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／８
外面全体・体部
内面煤付着

１２ 有段口縁甕 ２住２区
（口）１４．０
（高）（６．０）

良好
密
砂粒少・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

１３ 有段口縁甕 ２住１・４区
（口）１２．０
（高）（３．０）

不良
やや粗
砂粒やや多

浅黄色 不明 不明 （口）１／４

１４ 有段口縁甕 ２住３・４区
（口）１４．６
（高）（８．０）

やや
不良

やや粗
砂粒多・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３

１５ 有段口縁甕
２住１区
Ａ９・Ｂ９包含層

（口）２０．０
（高）（５．５）

やや
良好

粗
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／４

１６ 有段口縁甕 ２住１区
（口）１６．０
（高）（６．４）

やや
良好

やや密
砂粒やや多

（内）赤褐色
（外）橙色

（口）横ナデ
（頸）指頭圧痕（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／２ 外面煤付着

１７ 有段口縁甕 ２住１・４区
（口）１５．６
（高）（５．４）

やや
不良

やや密
砂粒多

（内）にぶい赤褐色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線１０条
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

１８ 有段口縁甕 ２住１・４区
（口）１６．４
（高）（５．５）

やや
不良

やや粗
砂粒少・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）不明（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線１０条
（頸）横ナデ

（口）２／３

１９ 有段口縁甕 ２住３区
（口）１５．０
（高）（９．１）

やや
不良

やや密
砂粒少

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／４
頸部以外の外面
煤付着

第３６図１ 有段口縁甕 ２住２・３・４区
（口）２０．０
（高）（７．４）

不良
やや粗
砂粒多

浅黄橙色～灰黄
色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

２ 有段口縁甕
２住４区
Ａ１１包含層

（口）１９．６
（高）（１５．７）

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

淡黄色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条（頸）横ナデ
（肩）横ハケ（体）縦ハケ？

（口）１／２

３ 有段口縁甕 ２住３区
（口）１４．８
（高）（９．４）

やや
不良

やや密
砂粒多量

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／８
頸部以外の外面
煤付着

４ 有段口縁甕 ２住１・３区
（口）１７．６
（高）（４．２）

良好
やや密
砂粒多

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ

（口）１／６

５
台付
有段口縁甕

２住１区
Ｂ９包含層

（口）１２．４
（底）９．４
（高）１５．５

やや
良好

やや密
砂粒少

（内）橙色
（外）浅黄橙色

（口）横ミガキ
（体）（台）ハケ

（口～頸）板横ナデ
（体）横ミガキ
（台）縦ミガキ

（口）１／２
口縁部内面、外
面赤彩痕

６ 有段口縁壺
２住３・４区
Ａ１３包含層

（口）１２．５
（高）（１１．５）

良好
密
砂粒少、雲母

灰白色
（口）横ミガキ
（頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）（体）斜めミガキ
（頸・上）横ナデ
（頸・下）縦ミガキ

（口）１／１
口縁部上半内外
面煤付着

７ 有段口縁壺 ２住１区
（口）１２．８
（高）（１０．３）

やや
良好

やや密
（内）灰白色
（外）橙色～灰白色

（口・上）縦ミガキ→ナデ
（口・下）横ミガキ
（頸）ナデ（体）ケズリ

（口）横ミガキ→ナデ
（頸・上）横ナデ
（体）横ミガキ
（頸・下）縦ミガキ

（口）２／３

８ 有段口縁壺 ２住３区
（口）１１．０
（高）（４．３）

やや
良好

やや密
砂粒少・雲母

（内）灰白色
（外）浅黄橙色
～橙色

（口）強い横ナデ
（肩）横ナデ

強い横ナデ （口）１／６

９ 長頸壺 ２住１区
（口）１１．２
（高）（５．４）

不良 密 浅黄色 不明 ハケ→ナデ・ミガキ （口）１／４

１０ 小型壺 ２住１区
（底）４．２
（高）（１０．８）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）橙色
（外）にぶい赤橙色

（体・下）ケズリ
（頸）ナデ
（体）板ナデ（底）ナデ

（底）１／２ 肩部剥離痕

１１ 有孔鉢
２住２・３・４区
Ａ１０包含層

（口）１６．６
（底）２．５
（高）１３．３

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

（内）赤褐色
（外）橙色

（口）横ナデ
（体）ケズリ

接合痕
ほぼ
完形

孔径１．２㎝
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第３６図１２ 有孔鉢 ２住２区
（口）１７．２
（底）８．５
（高）２．０

やや
不良

やや密
砂粒多・雲母

褐灰色
（口）ナデ
（底）ケズリ

（口）ナデ
（底）部分的にケズリ

（口）２／３ 孔径０．７㎝

１３ 鉢 ２住１区
（口）９．４
（高）（４．７）

やや
不良

密
砂粒少

橙色 不明 不明 （口）１／４

１４ 蓋 ２住４区

（口）１１．９
（高）４．５
（鈕）４．１

良好
密
砂粒少・雲母

（内）橙色
（外）赤褐色

（鈕）ミガキ
（天）横ミガキ・指頭圧痕

（鈕）横ナデ
（天）縦ミガキ
（口）ハケ→横ミガキ

ほぼ
完形

外面煤付着

１５ 蓋 ２住３区
（口）１４．８
（高）５．２
（鈕）３．４

不良
やや密
砂粒少・雲母

橙色 ナデ
（鈕）横ナデ
（天）ナデ

（口）１／４

１６ 蓋
２住３区
Ａ１１包含層

（口）１４．８
（高）６．７
（鈕）４．５

良好
密
砂粒ごく少量
金雲母

（内）橙色
（外）橙色～褐灰色

（鈕）ミガキ
（天）ケズリ
（口）ハケ

（鈕）指頭圧痕
（天・上）縦ミガキ
（天・下～口）横ミガキ

（口）１／８ 外面煤付着

第３７図１ 高坏 ２住１区
（口）１４．８
（高）（８．４）

やや
良好

密
砂粒多・雲母

浅黄橙色
（坏・上）縦ミガキ
（坏・下）ナデ

縦ミガキ （口）１／１

２ 高坏 ２住１・４区
（底）１５．０
（高）（１１．３）

やや
良好

密 橙色
（裾・上）指頭圧痕
（裾・下）ハケ

（脚）縦ミガキ （底）１／２
円 孔１×４

３ 脚部 ２住１区 （高）（６．９） 良好
密
砂粒少・雲母

にぶい橙色 （脚）ナデ
（坏）強いナデ
（脚・下）ハケ
（脚・上）縦ミガキ

（脚）１／１

４ 坏部 ２住１・４区
（口）２９．０
（高）（３．８）

やや
不良

密
雲母

橙色 （口）横ミガキ （口・端）沈線１条 （口）１／４

５ 器台
２住３区
Ａ１１包含層

（口）２６．２
（高）（７．１）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

赤褐色 横ミガキ
（受）横ミガキ
（脚）縦ミガキ

（口）１／１２

６ 器台
２住３区
Ｂ１３包含層

（底）１３．６
（高）（８．９）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

（内）浅黄橙色
（外）灰白色～橙色

（受）横ミガキ
（脚・上）横ナデ
（裾）横ナデ

（受）（裾・端）横ナデ
（脚）縦ミガキ
（裾）斜めミガキ

（口）１／３ 円孔１×３

７ 装飾器台
２住３区
Ｂ９・Ｃ９包含層

（高）（３．２） 良好
密
雲母

浅黄橙色～灰黄色 横ミガキ 横ミガキ
（受・底）

３／４
受部内面煤付着

８ 裾部 ２住３区
（底）１５．２
（高）（２．４）

やや
不良

やや粗
砂粒多

黄橙色 （裾・端）ミガキ 不明 （底）１／５

９ 底部 ２住２・３・４区
（底）１．７
（高）（４．４）

やや
不良

粗い
砂粒やや多

（内）にぶい橙色
（外）にぶい黄橙色

ケズリ ハケ （底）１／１ 外面煤付着

１０ 底部 ２住３区
（底）４．８
（高）（２．３）

良好
密
砂粒多

（内）灰黄褐色
（外）にぶい褐色

ケズリ
（体）縦ハケ
（底）ナデ

（底）１／４ 内面煤付着

１１ 底部 ２住１区
（底）４．２
（高）（３．３）

良好
密
砂粒多

（内）灰色
（外）淡褐灰色

（体）ケズリ
（底）指頭圧痕

（体）縦板ナデ
（底）ナデ

（底）１／１

１２ 底部 ２住１区
（底）２．２
（高）（１．５）

良好
粗 い

砂粒多
量

（内）褐灰色
（外）赤色
（２次焼成）

ケズリ 不明 （底）１／１

１３ 底部
２住１区
Ｂ１０・Ｃ１１
包含層

（底）９．６
（高）（２．４）

良好
やや粗
砂粒多・雲母

（内）にぶい赤褐色
（外）橙色

ナデ→丁寧なケズリ
（体）ハケ
（底）ケズリ

（底）２／３

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

－５８－



第３９図 Ⅱ区 ２号住居跡出土粘土塊実測図（１）（縮尺１／３）
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第４０図 Ⅱ区 ２号住居跡出土粘土塊実測図（２）（縮尺１／３）

第１０表 Ⅱ区 ２号住居跡出土粘土塊観察一覧表
挿図№ 出土地区 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 最大厚（㎝） 重量（ｇ） 色調 胎土 備考
第３９図１ ２住２区 ２３．２ １７．５ １３．２ ３９４０ 淡黄白～灰色 長石少・石英少 植物遺体含む

２ ２住２区 ７．５ ７．１ ５．１ ２１４ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少 炭化物含む
３ ２住２区 ８．９ ７．８ ４．９ ２２１ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
４ ２住２区 ６．９ ４．２ ３．８５ ９５ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
５ ２住２区 ７．０ ４．４ ３．９ ８６ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
６ ２住２区 ５．９ ４．１５ ３．３ ７０ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
７ ２住２区 ５．１５ ５．２５ ２．９ ６７ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
８ ２住２区 ５．７ ４．７ ２．６ ５０ 淡黄白色・灰色 長石少・石英少

第４０図１ ２住２区 ５．６５ ３．８ ２．５ ４１ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
２ ２住２区 ５．８ ３．８ ２．４ ４１ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
３ ２住２区 ５．１ ３．３ ２．４ ３０ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
４ ２住２区 ３．９ ４．４ １．７ ２９ 淡灰白色・白色 長石少・石英少
５ ２住２区 ４．０ ４．９ ２．０ ２８ 淡灰白色・白色 長石少・石英少
６ ２住２区 ４．１５ ２．４ ２．０ ２０ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
７ ２住２区 ４．４ ３．３ ２．２ １９ 淡灰白色・灰色 長石少・石英少
８ ２住２区 ５．２ ２．５ ２．５ １８ 淡黄白色・灰色 長石少・石英少
９ Ａ１１包含層 １１．１ ６．７ ４．７ ２９７ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・チャート極少・雲母極少
１０ Ａ１１包含層 ６．４ ４．５ ２．８ ５７ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
１１ Ａ１１包含層 ５．３ ５．０ ３．７ ５１ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
１２ Ａ１１包含層 ５．７ ３．８ ２．６ ４０ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
１３ Ａ１１包含層 ４．２ ２．８ ２．５５ ２８ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
１４ Ａ１１包含層 ４．０ ３．５ ２．１ ２６ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
１５ Ａ１１包含層 ４．３ ３．２ ２．２ ２４ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
１６ Ａ１１包含層 ３．５ ２．７ ２．６ ２３ 淡橙色・褐灰色 長石少・石英少・角閃石極少・雲母極少
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Ⅱ 土坑・ピット・溝跡（第４１図）

土坑１２基、ピット約３９０基、溝跡２条を検出した。遺物を検出した遺構にのみ番号を付した（第１９図）。

出土遺物は、土坑３・６、ピット４・８・１４出土のもの（第４２図）を除き、すべて細片であり、図化し

えなかった。遺構の個別記載は、遺構出土遺物一覧表を付して記述に換える（第７表）。 （白川）

土坑３（第４１図）

遺構 調査区北東部で検出した（Ａ－３区）。長軸長０．７８ｍ、短軸長０．６ｍ、遺構確認面から床面までの

深さ０．２６ｍを測る。 （白川）

遺物（第４２図１～３） 土師器坏Ａが３点出土した。１は底部をヘラ切り離し後軽くナデ。底部と体部

との境は２・３と比べて明瞭である。２は底部ヘラ切り離し後軽くナデ。やや深めの体部で、口縁部内

面に浅い沈線が巡るが、これは明確にデザインされたものではなく、口縁端部のナデ調整の痕跡であろ

う。体部外面に墨書を有するが判読不明である。３は体部のロクロ襞が顕著に残る。底部ヘラ切り離し

未調整である。

これらの土器は、大枠でみれば、底部から体部が折れ曲がるものや、底部と体部の境が消失した�形

状とは異なり、すべて底部から体部にかけて外側に開くように立ち上がるものである。しかし、細部で

は相違点が多くみられる。１は底部と体部との境がはっきりしているのに比べ、３は両者の境が明確で

ない。全体の法量では１・３は２に比べて扁平であり、また１・２に比べ、３は口径が約１㎝小さい。

これら３点とも同一の土坑から検出されたということは、前述の差異点がそれほど時期差を表さない、

あるいは生産地等の違いによって形状に差異があることは確かだが、利用時においては区別されない程

度のものであったと捉えることができよう。 （中野）

土坑６（第４１図）

遺構 調査区北部で検出した（Ｂ－８・９区）。長軸長１．１８ｍ、短軸現存長０．８９ｍ（推定１．０２ｍ）、遺構

確認面から床面までの深さ０．３２ｍを測る。 （白川）

遺物（第４２図４） ４は弥生土器である。甕形土器または壺形土器の台部。外面にミガキ調整を施した

精製品である。 （森）

ピット４（第４１図）

遺構 調査区東部で検出した（Ｂ－２区）。長軸現存長０．５３ｍ（推定０．７０ｍ）、短軸長０．６０ｍ、遺構確認

面から床面までの深さ０．２３ｍを測る。 （白川）

第４１図 Ⅱ区 土坑・ピット実測図（縮尺１／６０）

１．暗灰褐色粘質土
粘性弱 しまりやや粗 やや硬質

２．淡褐灰色粘質土
粘性弱 しまりやや弱 やや硬質
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遺物（第４２図５） ５は弥生土器である。有段状の口縁部をもつ甕形土器。口径３５．８㎝の大型品で、口

縁部外面に擬凹線を施し、口縁部内面に箆状工具の痕が見られる。 （森）

ピット８（第４１図）

遺構 調査区東部で検出した（Ｂ－２区）。長軸長０．３９ｍ、短軸長０．３３ｍ、遺構確認面から床面までの

深さ０．４１ｍを測る。 （白川）

遺物（第４２図６） ６は弥生土器である。有段状の口縁部をもつ甕形土器。口縁部外面に擬凹線を施し、

口縁部内面に指頭圧痕がみられる。頸部内面は「く」の字状に折れるが、部分的に平坦面をもつ。（森）

ピット１４（第４１図）

遺構 調査区東部で検出した（Ｂ－３区）。長軸長０．２８ｍ、短軸長現存０．２１ｍ（推定０．２８ｍ）、遺構確認

面から床面までの深さ０．２１ｍを測る。 （白川）

遺物（第４２図７） ７は弥生土器である。有段状の口縁部をもつ甕形土器。口縁部外面に５条の擬凹線

を施す。 （森）

第４２図 Ⅱ区 土坑・ピット出土土器実測図（縮尺１／３）

第１１表 Ⅱ区 土坑・ピット出土土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第４２図１ 坏 土坑３
（口）１４．０
（底）約８．２
（高）３．１

やや
良好

やや密
２㎜以下の白色
砂粒・金雲母

（内）浅黄橙色
（外）淡浅黄橙色～
浅黄橙色

回転ナデ
（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）２／３

２ 坏 土坑３
（口）１３．８
（底）約７．２
（高）３．６

良好
密
２㎜以下の白色
砂粒

（内）浅黄橙色
（外）濃浅黄橙色

回転ナデ→（底）ナデ
（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）２／３ 外面墨書

３ 坏 土坑３
（口）１３．０
（底）約２．０
（高）３．４

良好
密
２㎜以下の白色
砂粒

（内）濃黄橙色
（外）浅黄橙色～
淡灰浅黄橙色

回転ナデ→（底）ナデ
（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り
→ケズリ

（口）１／３

４ 台部 土坑６
（底）９．８
（高）（４．５）

良好
密
金雲母

橙色
（体）ミガキ
（台）横ナデ

縦ミガキ （底）５／６

５ 有段口縁甕
ピット４
Ｂ２包含層

（口）３５．８
（高）（１０．９）

やや
良好

密
砂粒やや多
雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・ヘラ痕
（頸・上）横ナデ
（頸・下）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線１１条→横ナデ
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／８

６ 有段口縁甕 ピット８
（口）１５．６
（高）（５．４）

やや
良好

密
砂粒やや多

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

７ 有段口縁甕 ピット４
（口）１３．８
（高）（３．０）

やや
不良

やや粗
砂粒多・雲母

にぶい黄橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着
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第２節 包含層出土遺物

Ⅰ 縄文土器（第４３・４４図）

本調査区の包含層から出土した縄文土器は、早期から晩期にわたる時期幅を有する。そのうち主体を

占めるのは、早期および前期である。

第４３図１は、押型文を有すもの。２～９は、口縁形状に沿わせ爪形文を横走させる土器である。４は、

地文に縄文を有し、５～９は、条痕調整である。１０～２１は、条痕調整を有する胴部破片である。２２は、

器面の剥落が著しく詳細は不明であるが、連続爪形文の可能性がある。２３～２９は、爪形文を施すもの。

３０～３５・３７は、同一個体と考えられる。口唇部に刻みを有し、縄文地に半裁竹管状工具による押し引き

沈線を有する。３６は、口唇端部に縄文を有する。突帯を有し、突帯下部を爪形文で刻む。

第４４図１～２３は、縄文を有する。２４は、口唇部に粘土紐を貼りつけることにより肥厚させる。２５は、

太さの異なる２本の半裁竹管状工具で文様を構成するもの。２６は、刺突を有する曲線的な沈線で文様を

構成するもの。２７は、縄文地に沈線により文様を構成するもの。２８は、外反しながら立ち上がり、口唇

端部が内弯する口縁を呈する。縄文施文後に横位方向に波状に沈線を施す。２９は、口縁部に横走する沈

線を多条に配す。上部の沈線間に刺突を配する。口唇端部に縄文を有す。３１は、縄文を施すもの。３０・

３２は、縦位の条痕を施すもの。

それぞれの時期を以下に述べる。

第４３図１は、早期に位置づけ得る。２～２１は、粕畑式～入海式に併行する位置づけを与えることがで

きよう。２２は、北白川下層Ⅰｂ式～Ⅱａ式にあたるものであろう。２３～２９は、爪形文の形状から北白川

下層Ⅱｂ式に併行する位置づけが推察される。３０～３５・３７は、前期後葉に位置づけられる。３６は、手法

から北白川下層Ⅲ式に近似する位置づけを与えることができよう。

第４４図１～２３は、前期に位置づけられよう。２４・２５は、船元Ⅳ式～里木Ⅱ式に比定される。２６～２８は、

中津式に併行するものと考えられる。２９は、御経塚式の鉢形土器である。３１は、胎土・色調から八日市

新保式に伴う粗製の深鉢形土器であると判断される。３０・３２は、条痕から晩期後半と判断される。（白川）

Ⅱ 弥生土器（第４５～５５図）

甕形土器（第４５～４８図、第４９図１～９）

第４５～４８図、第４９図１～７は有段状の口縁部をもつ甕形土器である。大部分が口縁部外面に擬凹線を

有し、無文のものは１割程である。口縁部形態は内傾・内弯するもの（第４６図１～６）、直立するもの

（第４５図１、第４６図７～２０）、外傾するもの（第４５図２～６、第４７図１～２０）、外反するもの（第４５図７・

８、第４８図１～１８、第４９図１～７）がある。第４６図２０は口縁部に強い横方向のナデ調整を加えた結果、

中央で括れた形態をもつ。口縁端部の形態は、丸く収めるもの（第４５図１～６、第４６図１～３・５～７・

１４～１７、第４７図２～６・８～１１、第４８図２・１５、第４９図５～７）、平坦面をもつもの（第４６図８～１０、

第４７図１、第４８図１１・１２、第４９図２）、先細りするもの（第４５図８、第４６図１８～２０、第４７図１２、第４８図

１４・１８、第４９図１・４）、外反するもの（第４５図７、第４８図６～１０）がある。口縁部形態は外傾または

外反するものが多く、外傾するものには口縁端部を丸く収めるものが、外反するものには口縁端部が先

細りするものや外反するものが多いようである。体部最大径は中心より上に置かれ、自立不可能な平底

をもつ。口径３５㎝を越える大型品（第４５図８）から口径１１．１㎝・器高１０．１㎝の小型品（第４７図２０）まで
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第４４図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（２）（縮尺１／３）

第１２表 Ⅱ区 縄文土器出土区一覧表

挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区 挿図№ 出土地区

第４３図１ Ｂ１２包含層 第４３図１５ Ｃ１７包含層 第４３図２９ Ｂ１７包含層 第４４図６ Ｃ７包含層 第４４図２０ 表採

２ Ｃ１３包含層 １６ Ｃ１５包含層 ３０ 表採 ７ Ｃ１７包含層 ２１ Ｂ７包含層

３ Ｃ７包含層 １７ Ｃ５包含層 ３１ 表採 ８ Ｃ１７包含層 ２２ Ｂ７包含層

４ Ｃ１３包含層 １８ Ｃ１４包含層 ３２ Ｂ１７包含層 ９ Ｃ１７包含層 ２３ Ｂ１３包含層

５ Ｃ１７包含層 １９ Ｃ１７包含層 ３３ Ｂ１７包含層 １０ Ｂ１７包含層 ２４ Ｂ７包含層

６ Ｃ１３包含層 ２０ Ｂ１７包含層 ３４ Ｃ１７包含層 １１ Ｂ３包含層 ２５ Ｃ６包含層

７ Ｃ５包含層 ２１ Ｃ６包含層 ３５ Ｂ１７包含層 １２ Ｂ１７包含層 ２６ Ｃ１０包含層

８ Ｃ８包含層 ２２ Ｂ１７包含層 ３６ Ｃ１６包含層 １３ Ｃ１１包含層 ２７ Ｂ１３包含層

９ Ｃ１４包含層 ２３ Ｃ１７包含層 ３７ Ｂ１７包含層 １４ Ｂ１７包含層 ２８ Ｂ１７包含層

１０ Ｃ１４包含層 ２４ Ｂ１７包含層 第４４図１ Ｃ１７包含層 １５ Ｂ７包含層 ２９ Ａ１１包含層

１１ Ｂ１７包含層 ２５ Ｂ１７包含層 ２ Ｃ１４包含層 １６ 表採 ３０ Ａ１０包含層

１２ Ｃ１７包含層 ２６ Ｃ１７包含層 ３ Ｃ１包含層 １７ Ｃ９包含層 ３１ Ａ１２包含層

１３ Ｃ６包含層 ２７ Ｂ１７包含層 ４ Ｃ１６包含層 １８ Ｂ１７包含層 ３２ Ｂ１７包含層

１４ Ｃ１６包含層 ２８ Ｂ１７包含層 ５ Ｃ１包含層 １９ Ｃ１７包含層
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あるが、口径１７㎝前後を中心として、口径１４～２０㎝のものがほとんどである。外面調整は体部に斜め方

向のハケ調整を施したあと、頸部に横ナデ調整を施している。内面調整は口縁部に横ナデ調整を施し、

指頭圧痕が残るものが多い。頸部内面はほとんどが平坦部をもち、平坦面に横ナデ調整やハケ調整を施

し、指頭圧痕が残るものもある。体部内面は上半部に斜めまたは横方向のケズリ調整を施したあと、底

部から上方向にケズリ調整を施す。第４５図７は内外面に赤彩を施す。同図８は焼成良好で調整も丁寧な

精製品である。第４６図６は口縁部外面にハケ調整を施したあと、擬凹線を施す。第４７図４は頸部外面に、

同図５は口縁部外面下端に箆状工具による刺突が見られる。同図１３・１５は頸部内面にミガキ調整を施す。

同図１８は内外面にミガキ調整を施し、口縁部内面と外面全面に赤彩を施す。台部が付く可能性がある。

第４８図８は口縁端部に箆状工具による３個のキザミが見られる。同図１１は体部外面・口縁部外面にミガ

キ調整を施す。壺形土器の可能性もある。第４９図６は体部外面に目の粗いハケ調整を、頸部内面の平坦

面にミガキ調整を施す。口縁部内外面に赤彩痕が残る。同図８・９は「く」の字状の口縁部をもつ甕形

土器である。８は口縁端部を面取りし、９はやや上方へ摘み上げている。どちらも内外面に強い横ナデ

調整を施している。

壺形土器（第４９図１０～１３、第５０図、第５１図１～６）

第４９図１１～１３、第５０図１～３は有段状の口縁部をもつ壺形土器である。第４９図１０は球形の体部に安定

した平底をもつ。同図１１は甕形土器に近い器形であるが、外面全体にハケ調整を施したあと、部分的に

ミガキ調整を施す。底部に３本の直線からなる箆描きの記号文が見られる。同図１２・１３、第５０図１は口

縁部下端を外下方へ突出させる。第５０図１は肩部に突帯を貼り付け、その上に棒状工具の側面でキザミ

を施した大型品である。同図２・３は口縁部外面に擬凹線を施す。どちらも小型で焼成も甘い。外面に

煤が付着している。同図４は受口状の口縁部の下端に粘土帯を貼り付けていたと見られ、剥離痕が残る。

同図５は長頸の壺形土器の系譜を引き、受口状の口縁部をもつ。同図１５・１６は有段状の口縁部をもつ台

付の壺形土器である。扁球状の体部をもつ。同図７～１４も有段状の口縁部をもつが、同図７・９・１０・

１４は内外面に丁寧なミガキ調整を施した精製品で、同図１１・１３は赤彩を施し、台部が付く可能性がある。

同図１７・１８・２２は短頸直口の壺形土器で櫛描波状文を施し、器形に差異はあるものの、文様・胎土とも

によく似た土器である。どれも上から下方向へ文様を施している。同図１９・２０は短頸広口の壺形土器で

ある。内外面に丁寧なナデ調整を施し、２０は精製品と言ってもよいものである。第５１図１はやや外傾し

て開く口縁部をもつ直口の壺形土器で、焼成良好な精製品である。第５０図２・３は無頸の壺形土器で、

３は短く立ち上がった口縁部に２個一対の円孔を２箇所に配しており、第５４図１７のような蓋形土器とセ

ットになると思われる。第５１図５は肩部突帯直下に櫛状工具による刺突文と、直線文３条を施す。第５１

図６は櫛描直線文と箆状工具による刺突文を施している。

鉢形土器（第５１図７～１８、第５２図１～８）

第５１図７～１１は有段状の口縁部をもつ鉢形土器である。７・８は外傾して開く口縁部をもつ精製品で

ある。同図９・１０は外反して開くやや長めの口縁部をもつ。１０は体部が浅く、高坏形土器の坏部に近い

器形である。同図１１は短い口縁部に擬凹線を施している。同図１２～１４は有段状の口縁部をもつ台付の鉢

形土器で、１３は口縁部外面に沈線を１２条施し、赤彩を施している。１４は１２・１３に比べて口縁部が短く、

底部に焼成前に円孔を施した精製品で、体部と台部との接合部に、「コ」の字状工具によるキザミを施

している。同図１５・１６は「く」の字状の口縁部をもつ鉢形土器である。同図１７は底部に円孔を有する鉢

形土器で、底部内面に箆状工具による縦方向のナデ調整を施している。第５２図２～５も底部が欠損して
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いるが、底部に円孔を有する可能性がある。第５１図１８は深い体部をもつ尖底の鉢形土器で、精製品であ

る。第５２図１は直線的に立ち上がる深い体部をもつ。同図７は口径が大きく、浅い体部をもつ精製品で

ある。

高坏形土器（第５２図９～１７、第５３図１～９）

第５２図９～１７、第５３図１は坏部が有段の鉢状を呈する。第５２図９・１１は坏部が�状でやや深く、口縁

部が大きく外反して開く。同図１６も同様の器形であるが、９・１１に比べてやや小型である。同図１０は坏

部が浅く、口縁部が大きく開き、端部に沈線を施す。同図１５は浅い坏部に短い口縁部をもち、赤彩を施

している。脚部は４個の円孔を施し、無段の柱状脚が付く。第５３図４～６は小型の高坏型土器である。

４・５は坏底部からの立ち上がりが明瞭で、６は坏部が浅い�状を呈する。第５３図８のような「ハ」の

字状に開く脚部が付くと思われる。同図７は坏部が�状に大きく開き、同図９は坏底部と口縁部の境に

稜をもち、口縁部が短く外反して開く。

器台形土器（第５３図１０～１２・１７～２１、第５４図１～１２）

第５３図１０～１２は受部が有段状の器台形土器で、丁寧なミガキ調整を施した精製品である。脚部は有段

の柱状脚が付き、同図１１は２個一対の円孔を施し、同図１２は３個の円孔と４条の沈線を施す。脚部は他

にも、無段の柱状脚（同図１７・１８）や、短く太い柱状脚（同図１９）、受部から「ハ」の字状に開くもの（同

図２０・２１）がある。第５４図１～１２はいわゆる装飾器台である。１は口縁端部内外面などに箆状工具でキ

ザミを施し、円孔や逆三角形の透孔を施している。２は受部端面内外面に箆状工具によるキザミを施し、

円孔を穿つ。３は垂下部分に円形スタンプ文とＳ字スタンプ文を上から下へ順に施し、４個の円孔を穿

つ。５は垂下部分に擬凹線を７条施し、垂下部分と受部の接合面にはハケ調整を施している。６は４個

の円孔を穿ち、裾部に直線文と羽状の刺突文を施している。７は口縁部と垂下部分にミガキ調整を施し

たあと、擬凹線を施し、三角形の透孔を上下交互に配する。８～１１は焼成や調整など良好な精製品であ

るが、１～４に比べて小型で加飾も少なく、涙滴形の透孔のみを施している。１２も小型であるが、円孔

とおそらく涙滴形の透孔を施すと考えられる。１と２、５と６、９と１０は胎土・焼成からそれぞれ同一

個体と考えられる。

蓋形土器（第５４図１３～１９）

１３～１５は天井部が外反して開き、１６・１７は内弯して開く。１７はミガキ調整を施したあとに２個一対の

円孔を２箇所に施す。第５１図３のような無頸の壺形土器とセットとなると思われる。

脚部・底部・台部（第５３図１３～１６・２２・２３、第５４図２０～２４、第５５図）

第５３図１３～１６・２２・２３は高坏形土器または器台形土器の脚部である。１３～１６は端部を上方へ折り返し

た裾部である。１３は箆描直線文を２条施す。１４は裾端部に粘土帯を貼り付けて上下に拡張し、沈線を２

条施し、脚部との接合面にキザミを施す。１６は折り返しの接地部に箆状工具によるキザミを施している。

２２・２３は無段の柱状脚の裾部である。２３の円孔は焼成前に穿ち、焼成後内側から拡大させている。第５４

図２０～２４、第５５図１～５は甕形土器・壺形土器などの底部である。安定した広い平底のもの（第５４図

２０・２３・２４）、狭い平底のもの（第５５図１・２）、丸底のもの（同図３・４）などがある。第５４図２１は焼

成後三角形に穿孔を施している。同図２２の外面には「×」状の箆描きの記号文が見られる。第５５図６～

１４は台部である。全て「ハ」の字状に開き、端部に面を取るものが多い。甕形土器・壺形土器・鉢形土

器の台部と考えられる。

１・２号住居跡同様、弥生時代終末期（月影式期）が主体の時期と思われる。しかし、いわゆる装飾

第２節 包含層出土遺物
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第４５図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（３）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第４６図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（４）（縮尺１／３）

第２節 包含層出土遺物
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第４７図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（５）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第４８図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（６）（縮尺１／３）

第２節 包含層出土遺物
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第４９図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（７）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第５１図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（９）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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第５２図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１０）（縮尺１／３）

第２節 包含層出土遺物
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器台の中には、月影式期のなかでも古相を示すもの（第５４図１～３）と新相を示すもの（同図８～１２）

がみられ、時期差が認められる。また、後続する白江式期にみられる櫛描文を施した壺形土器（第５０図

１７・１８、第５１図５・６）や、東海系と考えられる高坏形土器（第５３図７）なども若干存在し、白江式期

まで含む可能性も指摘できるが、白江式期に特徴的な外来的要素が確実には見られず、ほぼ月影式期の

範疇に収まるものと考えられる。 （森）
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第５５図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１３）（縮尺１／３）
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第１３表 Ⅱ区 包含層出土弥生土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第４５図１ 有段口縁甕 Ｃ１２包含層
（口）２６．４
（高）（６．１）

やや
不良

やや密
砂粒やや多

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／６ 外面煤付着

２ 有段口縁甕
Ａ８・Ａ１４
包含層

（口）２８．６
（高）（６．２）

やや
不良

やや粗
砂粒多

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線１３条
（頸）横ナデ

（口）１／４
口縁部外面煤付
着

３ 有段口縁甕 Ｃ１７包含層
（口）２８．０
（高）９．２

やや
不良

やや粗
砂粒やや多

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／１４ 頸部外面煤付着

４ 有段口縁甕
Ａ１４・Ｂ１４
包含層

（口）３０．０
（高）（５．８）

不良
やや粗
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／６

５ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）２４．６
（高）（６．３）

不良
やや密
砂粒やや多

（内）浅黄色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／６
口縁部外面煤付
着

６ 有段口縁甕
Ｃ８・Ｃ９包
含層

（口）２８．８
（高）（６．４）

良好
やや密
砂粒多

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線１０条
（頸）横ナデ

（口）１／６ 外面全体煤付着

７ 有段口縁甕
Ｂ５・Ｂ７・Ｂ８
包含層

（口）３３．０
（高）（９．０）

やや
良好

やや密
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線１５条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３ 内外面赤彩？

８ 有段口縁甕
Ｂ９・Ｂ１０・
Ｃ９包含層

（口）３５．４
（高）（１０．１）

良好
密
砂粒少・雲母

にぶい黄褐色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ
（肩）ケズリ、指頭圧痕

（口）擬凹線１０条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）２／３
口縁部外面煤付
着

第４６図１ 有段口縁甕 Ｂ１４包含層
（口）３３．８
（高）（８．８）

良好
やや密
砂粒多・雲母

（内）灰白色
（外）褐灰色
～灰白色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ
（体）ケズリ・ハケ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／８

２ 有段口縁甕
Ａ１３・Ｂ１３
包含層

（口）１４．１
（高）（４．２）

良好
密
砂粒少

（内）灰白色
（外）浅黄橙色

（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）横ナデ
（体）縦ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

３ 有段口縁甕
Ａ１１・Ｂ１０
包含層

（口）１４．０
（高）（４．６）

良好
やや密
砂粒多量

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）ミガキ？ （口）１／４

４ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）１５．０
（高）（５．２）

良好
密
砂粒やや多

（内）浅黄橙色
（外）浅黄橙色
～橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／４

５ 有段口縁甕 Ａ１３包含層
（口）１９．２
（高）（４．６）

やや
良好

密
砂粒多

にぶい褐色
～浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４

６ 有段口縁甕
Ａ１３・Ｂ１３
包含層

（口）１７．８
（高）（５．０）

やや
不良

密
砂粒少

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）ハケ→擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／３ 外面煤付着

７ 有段口縁甕 Ａ１４包含層
（口）２０．４
（高）（６．８）

不良
やや密
砂粒多量

（内）浅黄色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線４条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／６

８ 有段口縁甕
Ｂ１３・Ｂ１４
包含層

（口）１９．０
（高）（５．５）

良好
やや密
砂粒少・雲母

橙色
（口～頸）横ナデ
指頭圧痕
（体）ケズリ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／３
口縁部外面煤付
着

９ 有段口縁甕 Ｂ１０包含層
（口）１８．２
（高）（４．１）

良好
やや密
砂粒少・雲母

灰色
（口～頸）横ナデ
指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／２

１０ 有段口縁甕 Ａ１３包含層
（口）１９．０
（高）（３．７）

良好
密

砂粒少
灰白色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ→ハケ
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ

（口）１／１２ 外面全体煤付着

１１ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）１８．０
（高）（７．３）

良好
やや密
砂粒多・雲母

（内）赤褐色
（外）暗赤褐色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／６ 体部外面煤付着

１２ 有段口縁甕
Ｂ５・Ｃ５
包含層

（口）１８．４
（高）（４．７）

良好
密
砂粒やや多
雲母

（内）赤褐色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）強い横ナデ

（口）１／４

１３ 有段口縁甕 Ｂ９包含層
（口）１５．２
（高）（４．８）

不良
やや密
砂粒少

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線４条
（頸）横ナデ

（口）１／８

１４ 有段口縁甕 Ｂ１４包含層
（口）１９．８
（高）（３．７）

不良
密
砂粒多

浅黄色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線８条→ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／４

１５ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）１７．６
（高）（４．５）

良好
やや密
砂粒多・雲母

にぶい黄橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／６

１６ 有段口縁甕 Ａ８包含層
（口）１４．０
（高）（３．９）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）にぶい赤褐色
（外）灰黄色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

１７ 有段口縁甕
Ａ１４・Ｂ１４
包含層

（口）１６．０
（高）（４．２）

不良
密
砂粒多

灰白色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／４

１８ 有段口縁甕
Ｂ１３・Ｂ１４
包含層

（口）１４．８
（高）（１１．３）

良好
やや密
砂粒やや多

にぶい赤褐色
（口）横ナデ
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／６

１９ 有段口縁甕 Ａ１３包含層
（口）１６．２
（高）（７．４）

良好
やや密
砂粒多

（内）褐灰色
（外）にぶい橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸・上）横ナデ
（頸・下）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／６ 外面煤付着

２０ 有段口縁甕
Ｂ１０・Ｃ１１
包含層

（口）１４．０
（高）（３．０）

良好
密
砂粒少・雲母

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

横ナデ （口）１／４ 外面煤付着

第４７図１ 有段口縁甕 Ａ１６包含層
（口）１８．１
（高）（５．８）

良好
密
砂粒少・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）丁寧なケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４

２ 有段口縁甕
Ｂ２・Ｂ３・Ｃ２
包含層

（口）２０．０
（高）（５．６）

やや
不良

やや密
砂粒多

浅黄橙色
（口）横ナデ
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）２／３
口縁部外面煤付
着

第２節 包含層出土遺物
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第４７図３ 有段口縁甕 Ｂ１４包含層
（口）２０．０
（高）（５．５）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）灰白色
（外）灰黄褐色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

４ 有段口縁甕
Ａ１４・Ｂ１４
包含層

（口）１８．６
（高）（６．１）

やや
良好

密
砂粒やや多

にぶい黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ・櫛先刺突文

（口）１／３ 外面煤付着

５ 有段口縁甕 Ｃ１２包含層
（口）１８．６
（高）（７．５）

やや
不良

やや粗
砂粒多

（内）浅黄橙色
（外）にぶい橙色

（口）横ナデ・ヘラ痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ
（口・下）ヘラ痕（体）ハケ

（口）１／８
口縁部外面煤付
着

６ 有段口縁甕
Ａ１３・Ａ１４
包含層

（口）１７．０
（高）（６．２）

やや
不良

やや粗
砂粒多

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線３条
（頸）横ナデ

（口）１／４

７ 有段口縁甕 Ｂ２包含層
（口）１８．０
（高）（６．９）

やや
良好

やや密
砂粒多・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／６
口縁部外面煤付
着

８ 有段口縁甕 Ｂ１４包含層
（口）１５．１
（高）（８．２）

良好
密
砂粒多・雲母

（内）橙色
～にぶい橙色
（外）橙色

（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／６ 外面全体煤付着

９ 有段口縁甕 Ａ１３包含層
（口）１７．１
（高）（７．２）

やや
不良

やや密
砂粒多量・雲母

橙色
（口～頸）不明
（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／６

１０ 有段口縁甕 Ｃ１包含層
（口）１８．６
（高）（４．３）

不良
やや粗
砂粒多量

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）箆横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

１１ 有段口縁甕 Ｂ２包含層
（口）１６．０
（高）（５．１）

良好
密
砂粒少し・雲母

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ

（口）１／６

１２ 有段口縁甕 Ｄ１包含層
（口）１６．０
（高）（４．０）

やや
良好

やや密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／４

１３ 有段口縁甕
Ａ１２・Ａ１３・
Ｂ１３包含層

（口）１５．４
（高）（４．５）

良好
密
砂粒少量
金雲母

赤褐色
（口）横ナデ（体）ケズリ
（頸）ハケ→横ミガキ

（口）擬凹線８条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／４

１４ 有段口縁甕 Ｂ３包含層
（口）１３．８
（高）（４．９）

やや
良好

やや粗
砂粒多・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／４

１５ 有段口縁甕
Ｂ９・Ｂ１１
包含層

（口）１５．４
（高）（３．９）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

（内）褐色
（外）にぶい赤褐色

（口）強い横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ミガキ
（体）ケズリ→ナデ

強い横ナデ （口）１／４ 内外面煤付着

１６ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）１２．８
（高）（５．８）

やや
不良

粗
砂粒やや多
雲母

浅黄色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／３

１７ 有段口縁甕
Ａ５・Ｂ５包
含層

（口）１３．２
（高）（４．０）

やや
不良

やや密
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／４ 頸部外面煤付着

１８ 有段口縁甕
Ｂ９・Ｃ１２包
含層

（口）１４．０
（高）（５．９）

良好
密
雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／３

口縁部内外面赤
彩
頸部外面煤付
着？

１９ 有段口縁甕 Ｂ９包含層
（口）１４．０
（高）（５．７）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）赤褐色
（外）橙色

（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ

（口）１／４
口縁部外面煤付
着

２０ 有段口縁甕 Ｂ１４包含層
（口）１１．１
（底）２．１
（高）１０．１

良好
やや粗
砂粒多・雲母

にぶい黄橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線４条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）２／３ 外面全体煤付着

第４８図１ 有段口縁甕 Ｂ２包含層
（口）１９．４
（高）（４．８）

良好
やや密
砂粒少・雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／４

２ 有段口縁甕 Ａ１０包含層
（口）１８．０
（高）（５．３）

不良
やや粗
砂粒多量・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線７条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３ 外面煤付着

３ 有段口縁甕
Ｂ１・Ｂ２
包含層

（口）１７．０
（高）（４．９）

やや
良好

やや粗
砂粒やや多
雲母

橙色
（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／３ 外面煤付着

４ 有段口縁甕 Ｂ１０包含層
（口）１７．０
（高）（４．６）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）浅黄橙色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４

５ 有段口縁甕
Ｂ５・Ｃ６
包含層

（口）１６．８
（高）（５．０）

良好
やや密
砂粒多・雲母

（内）橙色
（外）褐灰色～橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線５条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

６ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）１７．０
（高）（４．１）

やや
不良

粗
砂粒やや多

（内）浅黄橙色
（外）灰白色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／３ 外面煤付着

７ 有段口縁甕 Ａ１６包含層
（口）１７．２
（高）（５．０）

良好
密
砂粒やや多

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／４

８ 有段口縁甕 Ｂ２包含層
（口）１７．０
（高）（４．７）

良好
密
砂粒少・雲母

浅黄橙色 （口）横ナデ・指頭圧痕
（口・端）箆キザミ３目
（口）浅い擬凹線５
（頸）横ナデ

（口）１／４
口縁部下端外面
煤付着

９ 有段口縁甕 Ａ１３包含層
（口）１６．０
（高）（４．２）

良好
やや密
砂粒少・雲母

赤褐色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線６条
（頸）横ナデ

（口）１／４

１０ 有段口縁甕
Ｃ４・Ｃ５
包含層

（口）１６．０
（高）（７．３）

良好
やや密
砂粒やや多
雲母

（内）にぶい黄橙色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線１０条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

１１ 有段口縁甕 Ｂ５包含層
（口）１４．６
（高）（５．８）

良好
密
砂粒多・雲母

にぶい褐色
～浅黄橙色

（口）横ナデ
（頸）ミガキ？（体）ケズリ

（口）擬凹線６条→横ミガキ
（頸）横ナデ（体）ミガキ

（口）１／３

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

－８０－



挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第４８図１２ 有段口縁甕 Ａ１４包含層
（口）１４．０
（高）（６．６）

やや
良好

密
やや多・雲母

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

１３ 有段口縁甕 Ｂ１７包含層
（口）１３．０
（高）（２．５）

良好
やや密
砂粒少

（内）淡赤浅黄橙色
～浅黄橙色
（外）浅黄橙色
～淡橙色

（口）横ハケ
（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線５条
（頸）横ナデ

（口）１／１２

１４ 有段口縁甕
Ｂ１・Ｂ３包
含層

（口）２０．８
（高）（８．０）

不良
密
砂粒やや多
雲母

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線１１条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４ 外面煤付着

１５ 有段口縁甕 Ｂ１３包含層
（口）１３．０
（底）１．７
（高）１２．２５

やや
不良

やや粗
砂粒多

（内）にぶい赤褐色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ
（頸）ハケ
（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線８条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／６ 外面全体煤付着

１６ 有段口縁甕 Ｂ９包含層
（口）２０．０
（高）（３．６）

不良
やや粗
砂粒少

（内）橙色
（外）灰黄色

（口）横ナデ
（頸）ハケ

（口）擬凹線８条
（頸）横ナデ

（口）１／４ 外面煤付着

１７ 有段口縁甕 Ｂ９包含層
（口）１７．６
（高）（７．８）

良好
密
砂粒多・雲母

黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸・上）ナデ
（頸・下）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線７条
（頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）５／６ 外面煤付着

１８ 有段口縁甕
Ｂ７・Ｂ８・Ｂ９
包含層

（口）１７．６
（高）（８．１）

良好
やや密
砂粒少

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／３

第４９図１ 有段口縁甕 Ｂ２包含層
（口）１８．０
（高）（４．５）

やや
不良

やや粗
砂粒多

（内）褐灰色
（外）浅黄橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ

（口）擬凹線１１条
（頸）横ナデ

（口）１／１２

２ 有段口縁甕
Ｂ２・Ｃ２包
含層

（口）１７．０
（高）（４．１）

良好
やや密
砂粒やや多
雲母

（内）浅黄橙色
～灰黄色
（外）浅黄橙色

（口～頸）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線１３条
（頸）横ナデ

（口）１／３ 外面煤付着

３ 有段口縁甕 Ｂ９包含層
（口）１５．０
（高）（７．６）

やや
良好

密
砂粒少・雲母

浅黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／２ 口縁部煤付着

４ 有段口縁甕 Ｂ２包含層
（口）１６．０
（高）（５．６）

不良
やや密
砂粒多

黄橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線６条
（頸）横ナデ

（口）１／４

５ 有段口縁甕 Ｂ９包含層
（口）１５．０
（高）（４．９）

良好
密
砂粒少・金雲母

（内）浅黄橙色
（外）灰白色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）ハケ（体）ケズリ

（口）擬凹線９条
（頸）横ナデ（体）ハケ

（口）１／４

６ 有段口縁甕 Ａ１４包含層
（口）１５．０
（高）（６．９）

良好
密
砂粒少

（内）橙色
～浅黄橙色
（外）橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ミガキ（体）ケズリ

（口～頸）横ナデ
（体）粗いハケ一部ナデ

（口）１／５
口縁部内外面赤
彩？

７ 有段口縁甕
Ａ１４・Ｂ１４・
Ｃ１４包含層

（口）１５．０
（高）（５．９）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）橙色
（外）にぶい赤褐色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ハケ（体）ケズリ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／４

８ くの字甕
Ｂ２・Ｂ３包
含層

（口）１９．６
（高）（３．８）

やや
不良

粗
砂粒多・雲母

褐灰色 横ナデ 横ナデ （口）１／６

９ くの字甕 Ｂ６包含層
（口）１８．６
（高）（５．０）

良好
やや密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ
（体）ナデ

強い横ナデ （口）１／４ 外面煤付着

１０ 有段口縁壺 Ｃ１７包含層
（口）１５．０
（底）５．９
（高）（２８．９）

やや
不良

やや粗
砂粒多

橙色
（口～頸・上）横ナデ
（頸・下）ハケ
（体）ケズリ（底）ハケ

（口～頸）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／４

１１ 有段口縁壺 Ｂ１３包含層
（口）１３．８
（底）２．３
（高）２３．８

良好
やや密
砂粒多・雲母

（口）にぶい赤褐色
（体）灰白色

（口・上）横ミガキ
指頭圧痕
（口・下）ナデ（頸）ハケ
（肩）指頭圧痕（体）ケズ
リ

（口）縦ハケ→横ミガキ
（頸）横ミガキ
（肩）ハケ→ミガキ
（体）ハケ
（底）ハケ・ヘラ痕

（口）１／１

１２ 有段口縁壺 Ａ７包含層
（口）１５．０
（高）（２．６）

良好
やや密
砂粒少・雲母

にぶい赤褐色 横ナデ 横ナデ （口）１／８

１３ 有段口縁壺
Ｂ９・Ｂ１０包
含層

（口）１９．６
（高）（１０．７）

やや
不良

密
砂粒少

（内）灰白色
（外）灰白色～橙色

（口～頸）横ナデ
（口～頸）横ナデ
（体）縦ハケ

（口）１／３

第５０図１ 有段口縁壺
Ａ１０・Ｂ９包
含層

（口）２６．９
（高）（１４．４）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）にぶい黄橙色
（外）橙色

横ナデ
（口～頸）横ナデ
（肩）ハケ

（口）１／１４

２ 有段口縁壺 Ｂ１７包含層
（口）１２．８
（高）（４．４）

やや
不良

密
砂粒多

浅黄橙色～橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）擬凹線５？条→横ナデ
（頸）横ナデ

（口）１／２ 外面煤付着

３ 有段口縁壺
Ａ１０・Ａ１１
包含層

（口）１４．８
（高）（３．６）

やや
不良

やや密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）擬凹線４条
（頸）横ナデ

（口）１／６ 外面煤付着

４
受口状口縁
壺

Ｂ１６包含層
（口）１１．８
（高）（２．６） 良好

やや密
砂粒少量
金雲母

橙色 横ナデ
（口）横ナデ
（頸）横ナデ→ハケ

（口）
１／１２

５
受口状口縁
壺

Ｂ２包含層
（口）１２．０
（高）（５．２）

やや
不良

やや密
砂粒少

（内）浅黄橙色
（外）橙色

不明 ナデ （口）１／８

６ 壺 Ａ１１包含層 （高）（６．２） 良好
密
雲母

橙色
（頸）ハケ（体・下）横ナデ
（体・中）横ナデ→横ミガキ
（肩）横ナデ・指頭圧痕

横ミガキ （体）１／３ 外面煤付着

７ 有段口縁壺 Ｂ５包含層 （高）（７．０） 良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（口）ミガキ（体）ケズリ
→横ミガキ・指頭圧痕

横ミガキ （体）１／４

８ 有段口縁壺
Ｂ５・Ｃ３・Ｃ４・
Ｃ５包含層

（口）１０．６
（高）（４．４）

良好
密
砂粒少・雲母

にぶい赤褐色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／２

第２節 包含層出土遺物
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第５０図９ 有段口縁壺 Ａ８包含層
（口）１１．６
（高）（５．９）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／６

１０ 有段口縁壺 Ａ１７包含層
（口）１２．４
（高）（５．５）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）灰色～黄褐色
（外）黄褐色

（口）横ミガキ・指頭圧痕
（頸）横ミガキ（肩）ケズリ

（口～頸）横ミガキ
（肩）縦ハケ→横ミガキ

（口）１／３

１１ 有段口縁壺 Ｃ８包含層
（口）１０．１
（高）（７．１）

やや
良好

やや密
雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／６ 内外面赤彩

１２ 有段口縁壺 Ａ１１包含層
（口）１２．０
（高）（６．４）

良好
密
雲母

橙色
（口）横ミガキ
（頸）横ナデ

（口）縦→横ミガキ
（頸）横ミガキ

（口）１／６

１３ 有段口縁壺 Ｂ２包含層
（口）１０．０
（高）（５．８）

やや
不良

密
雲母

浅黄橙色 ナデ？ 縦ミガキ （口）１／６ 内外面赤彩痕

１４ 有段口縁壺 Ｂ９包含層
（口）１１．０
（高）（７．２）

良好
密
雲母

橙色
（口）横ハケ→横ミガキ
指頭圧痕

横ミガキ （口）１／８

１５ 台付壺
Ａ９・Ｂ８・Ｃ７・
Ｃ８包含層

（底）１０．４
（高）（１．８）

良好
密
砂粒ごく少量
金雲母

黄橙色
（底）ミガキ
（台）横ナデ

（体）ハケ→横ミガキ
（台・上）縦ミガキ
（台・下）横ミガキ

（底）１／４
体部内外面煤付
着

１６
台付
有段口縁壺

Ｃ１７包含層
（底）９．０
（高）（１４．６）

やや
良好

密
砂粒少

橙色 不明 不明 （底）１／６

１７ 短頸壺
Ｃ１０・Ｃ１１
包含層

（口）１７．０
（高）（３．４）

良好
やや密
砂粒少量・雲母

赤褐色 横ナデ 横ナデ→櫛描波状文 （口）１／８

１８ 短頸壺 Ｂ１０包含層
（口）１４．２
（高）（４．０）

良好
やや密
砂粒少・雲母

（内）褐色～灰黄色
（外）褐色

ハケ→横ミガキ 波状文→板ナデ （口）１／１２

１９ 広口壺 Ｃ８包含層
（口）２１．６
（高）（４．２）

良好
密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ
（頸）ハケ

（口）横ナデ
（頸）ハケ→横ナデ

（口）１／１２

２０ 広口壺 Ｃ８包含層
（口）１８．０
（高）（３．６）

良好
やや密
砂粒少量・雲母

橙色 横ナデ 縦ハケ→横ナデ （口）１／６

２１ 短頸壺 包含層
（口）１９．６
（高）（４．１）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

にぶい赤褐色 ナデ
（口）ナデ
（頸）ハケ→横ナデ

（口）１／８

２２ 短頸壺 Ｃ１０包含層
（口）１５．１
（高）（３．０）

良好
やや密
雲母

褐色 横ミガキ 横ミガキ→櫛描波状文 （口）１／１２

第５１図１ 長頸壺
Ｃ１１・Ｃ１２
包含層

（口）１２．２
（底）５．５
（高）（２３．８）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）赤褐色
（外）橙色

（口～頸）斜めナデ
（肩）ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

（口）横ナデ
（頸）縦ハケ→横ナデ
（体～底）ハケ

（口）１／４

２ 無頸壺
Ｂ９・Ｂ１０・
Ｃ８包含層

（口）１１．４
（高）（７．４）

良好
密
砂粒多量・雲母

（内）橙色
（外）赤色

（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）横ナデ
（体）縦ハケ

（口）１／３

３ 無頸壺 Ｂ１１包含層
（口）６．３
（底）１．８
（高）６．５

やや
不良

密
砂粒ごく少量
雲母

（内）橙色
（外）橙色～赤色

ナデ
（口）ナデ
（体）不明

完形 円孔２×２

４ 壺 Ａ９包含層 （高）（７．８） 良好
密
砂粒多・雲母

（内）灰白色
（外）浅黄橙色

ナデ・指頭圧痕 ナデ （肩）１／１

５ 壺 包含層 （高）（２．９）
やや
不良

やや密
（内）淡灰色
（外）濃浅黄橙色

（頸）横ナデ
（肩）ハケ・指頭圧痕

（肩）櫛先刺突文
直線文３条・櫛先刺突文

（肩）１／４

６ 壺 Ｂ１４包含層 （高）（３．９）
やや
良好

密
砂粒ごく少量
雲母

（内）にぶい黄橙色
（外）橙色

（肩）横ハケ
（肩）櫛描直線文９条
箆先刺突文
櫛描直線文２条残存

（肩）１／４

７ 有段口縁鉢
Ａ５・Ｂ５
包含層

（口）１６．９
（底）２．５
（高）８．６

良好
密
砂粒少・雲母

（内）橙色
（外）赤褐色

横ミガキ 横ミガキ （口）１／２

８ 有段口縁鉢
Ａ１４・Ｂ１４
包含層

（口）１７．４
（高）（６．３）

良好
密
雲母

（内）橙色～灰黄色
（外）赤色～灰黄色

（口～頸）横ミガキ
（体）丁寧なケズリ

（口）横ミガキ
（頸）横ナデ（体）横ミガキ

（口）１／４

９ 有段口縁鉢 Ａ１４包含層
（口）１７．６
（高）（５．２）

良好
やや密
砂粒少量・雲母

にぶい黄橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／６
口縁部内外面・
体部外面煤付着

１０ 有段口縁鉢
Ａ９・Ｂ９・
Ｂ１０包含層

（口）１６．４
（高）（５．０）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色 斜めミガキ
（口）ハケ→斜めミガキ
（底）横ミガキ

（口）１／６

１１ 有段口縁鉢 Ｃ１４包含層
（口）１５．２
（高）（４．６）

やや
良好

密
砂粒少

橙色
（口）横ナデ・指頭圧痕
（頸）横ナデ（体）ケズリ

（口）浅い擬凹線７条
（頸）横ナデ

（口）１／２

１２
台付
有段口縁鉢

Ａ１４・Ｃ１３
包含層

（口）１８．０
（底）１０．８
（高）１４．１５

不良
密
雲母

橙色 （台）強い横ナデ
（口）ハケ
（台）縦ミガキ

（口）１／３

１３
台付
有段口縁鉢

Ａ１０・Ａ１１・
Ｂ１１・Ｃ１１・
Ｃ１２包含層

（口）１７．８
（底）１０．８
（高）（１３．４）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（口）横ミガキ
（底）ミガキ
（台）強い横ナデ

（口）横ミガキ→擬凹線１２条
（底）横ミガキ
（台・上）縦ミガキ
（台・下）斜めミガキ

（口）１／６ 外面赤彩

１４ 台付有孔鉢
Ａ９・Ｂ８
包含層

（口）１３．０
（高）（８．１）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（口）横ナデ
（体）ミガキ

（口）横ミガキ（頸）横ナデ
（体）斜めミガキ
（台）縦ミガキ

（口）１／４ 孔径０．５㎝

１５ 鉢 Ｃ７包含層
（口）７．０
（高）（４．２）

良好
やや密
雲母

褐灰色 横ナデ 横ナデ （口）１／４ 内外面煤付着

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第５１図１６ 鉢 Ｂ８包含層
（口）１１．０
（高）（２．９）

やや
良好

密
雲母

浅黄橙色 横ナデ 横ナデ （口）１／８

１７ 有孔鉢 Ｂ２包含層
（底）２．４
（高）（３．６）

やや
良好

やや密
砂粒少量、雲母

にぶい橙色 指頭圧痕・箆痕 縦ハケ （底）１／１ 孔径１．８㎝

１８ 鉢 Ｂ９包含層
（口）１１．５
（高）（９．９）

良好
密
雲母

赤褐色 ケズリ→粗いミガキ
（口）横ミガキ
（体）縦ミガキ

（口）１／８

第５２図１ 鉢 Ｃ８包含層
（口）２５．４
（高）（１０．２）

良好
やや密
砂粒多・雲母

赤色～橙色
（口）横ハケ
→（体）ケズリ

縦ハケ （口）１／１２

２ 鉢 Ａ１４包含層
（口）１７．０
（高）（８．０）

良好
密
砂粒多・雲母

（内）灰白色
（外）にぶい橙色

（口）横ナデ・指頭圧痕
（体）ケズリ

ハケ （口）１／４

３ 鉢 Ｃ１７包含層
（口）１５．６
（高）（６．１）

やや
良好

やや密
雲母

浅黄橙色 （体・下）ハケ
（口）横ハケ
（体）縦ハケ

（口）１／６

４ 鉢
Ｂ１６・Ｂ１７・
Ｃ１７包含層

（口）１４．８
（高）（４．７）

不良
やや密
砂粒少量・雲母

灰白色 不明
（口）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／４

５ 鉢 Ａ１１包含層
（口）１５．４
（高）（６．６）

良好
やや密
砂粒少・雲母

にぶい赤褐色
～にぶい褐色

（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）横ナデ
（体）ハケ

（口）１／８

６ 鉢 Ｂ１１包含層
（口）１１．８
（高）（４．３）

良好
密
砂粒少・雲母

にぶい黄橙色
（口）横ナデ
（体）ケズリ

（口）横ナデ
（体）ハケ→ナデ？

（口）１／８

７ 鉢
Ｂ８・Ｂ９・Ｃ９
包含層

（口）１６．８
（底）１．９
（高）４．９５

良好
密
金雲母

赤褐色
（体）横ミガキ
（底）斜めミガキ

（体）横ミガキ
（底）不定方向のミガキ

（口）１／４

８ 鉢 Ｃ１４包含層
（底）２．０
（高）（５．７）

やや
良好

やや密
砂粒多

（内）橙色
（外）橙色～褐灰色

ケズリ
（体）縦ハケ
（底）ケズリ

（底）１／１ 外面煤付着

９ 高坏 Ｂ１３包含層
（口）２５．４
（底）１３．４５
（高）１８．１

やや
不良

密
砂粒ごく少量
雲母

（内）浅黄橙色
（外）灰白色

（坏・口）横ミガキ
（裾）強い横ナデ

（坏・口）ハケ→横ミガキ
（脚～裾・上）
丁寧な縦ミガキ
（裾・下）横ミガキ

（口）３／４ 円孔１×４

１０ 高坏
Ｂ１６・Ｃ１６
包含層

（口）２４．４
（底）１３．８
（高）１６．０

良好
密
砂粒少・雲母

浅黄橙色～灰黄色

（坏）細かいミガキ？
（脚・下）横ケズリ
（裾・上）板ナデ
（脚・下）ケズリ

（坏・口・端）沈線１条
（坏）ハケ→斜めミガキ
（脚）縦ミガキ
（裾）斜めミガキ

（口）１／３

１１ 坏部
Ｃ５・Ｃ６
包含層

（口）２３．４
（高）（６．８）

良好
密
金雲母

（内）橙色
（外）にぶい赤褐色

横ミガキ
（坏・口）横ミガキ
（坏・底）斜めミガキ

（口）１／４ 坏部煤付着

１２ 高坏
Ａ９・Ａ１１・
Ｂ９包含層

（高）（１０．５） 良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（坏）ミガキ
（裾）ハケ

（坏）ハケ→横ミガキ
（脚）縦ミガキ

（坏）２／３

１３ 坏部
Ａ９・Ａ１０
包含層

（口）１８．０
（高）（４．５）

良好
密
砂粒少

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／４

１４ 坏部 Ｃ９包含層
（口）１６．０
（高）（４．４）

良好
やや密
金雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／１２
口縁部内外面赤
彩

１５ 坏部
Ｂ９・Ｃ８・Ｃ９
包含層

（口）１９．８
（高）（５．０）

不良
密
砂粒ごく少量

黄橙色 不明 斜めミガキ （口）１／４
口縁部内外面赤
彩

１６ 坏部
Ｂ９・Ｃ８
包含層

（口）２０．２
（高）（５．９）

良好 密 橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／８

１７ 坏部 Ｂ３包含層
（口）２２．２
（高）（３．７）

やや
良好

密
砂粒ごく少量

橙色 不明 不明 （口）１／１２

第５３図１ 坏部 Ｂ５包含層
（口）２９．０
（高）（７．４）

良好
密
雲母

橙色～灰黄色 横ミガキ
（口・端）沈線２条
（口）斜めミガキ

（口）１／１０

２ 脚部 Ｂ３包含層 （高）（８．８） 良好
密
雲母

赤褐色
（脚）横ナデ
（裾）ハケ→ナデ

縦ハケ→縦ミガキ （脚）１／１ 円孔１×４

３ 脚部 Ｂ５包含層 （高）（６．７）
やや
不良

密
砂粒ごく少量

橙色
（坏）ミガキ？
（脚）横ナデ・沈線３条

縦ミガキ （脚）１／１ 円孔１×４

４ 小型高坏
Ａ１３・Ｂ１３
包含層

（口）９．４
（高）（３．９）

良好
やや密
砂粒多・雲母

橙色
（坏・口・端）横ナデ
（坏・口）横ミガキ
指頭圧痕

（坏・口）ミガキ
（坏・底・上）横ナデ
（坏・底・下）ミガキ

（口）１／３ 内面煤付着？

５ 小型高坏 Ｂ４包含層
（口）１１．２
（高）（３．８）

良好
密
雲母

浅黄橙色 横ミガキ ハケ→横ミガキ （口）１／８

６ 小型高坏 Ａ８包含層
（口）１２．４
（高）（４．９）

やや
不良

やや粗
砂粒多・雲母

橙色 ナデ ハケ→ナデ （口）３／４

７ 坏部
Ａ９・Ｂ９
包含層

（口）１５．０
（高）（５．６）

良好
密
砂粒少・雲母

淡橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／８

８ 脚部 Ａ９包含層
（底）９．８
（高）（６．０）

良好
密
砂粒少・雲母

浅黄橙色 横ナデ 斜めミガキ （裾）１／２ 円孔１×３

９ 坏部
Ｂ８・Ｂ９・Ｃ３・
Ｃ４包含層

（口）４９．０
（高）（３．６）

良好
密
雲母

橙色
（受・口）横ミガキ
（受・底・上）ミガキ→ナデ
（受・底・下）ミガキ

ミガキ （口）１／６

１０ 受部 Ｂ１０包含層
（口）２７．２
（高）（７．４）

良好
密
砂粒少・金雲母

橙色 斜めミガキ
（口）横ミガキ
（脚）縦ミガキ

（口）３／４

１１ 器台
Ｂ９・Ｃ１０
包含層

（口）２２．０
（高）（１１．９）

やや
良好

密 赤褐色
（受）ハケ→斜めミガキ
（脚）縦ミガキ

（受）ハケ→斜めミガキ
（脚）縦ミガキ

（口）１／２ 円孔２×？
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第５３図１２ 器台 Ａ９包含層
（底）１４．３
（高）（１２．６）

やや
良好

密
砂粒少・金雲母

にぶい黄橙色
～橙色

（裾）強い横ナデ

（受）横ミガキ
（脚）縦→横ミガキ
（裾）横ミガキ
→擬凹線４条

（底）３／４
受部外面煤付着
円孔１×３

１３ 裾部
Ａ１６・Ａ１７
包含層

（底）１６．０
（高）（２．７）

良好
やや密
砂粒

浅黄橙色 横ナデ
（脚）縦ミガキ・箆描直線文２条
（脚・端）横ナデ

（底）１／１２

１４ 裾部 Ｂ９包含層
（底）１４．０
（高）（２．３）

良好
密
雲母

灰白色 強い横ナデ
（裾）縦ミガキ
（裾・折返し）横ミガキ
（裾・端）横ナデ・沈線２条

（底）１／１２

１５ 裾部
Ｂ７・Ｂ８・Ｃ
８包含層

（底）１２．６
（高）（３．５）

良好
密
砂粒ごく少量

（内）赤色
（外）橙色

強い横ナデ 斜めミガキ （底）１／２ 円孔１×？

１６ 裾部 Ａ９包含層
（底）１２．０
（高）（２．４）

良好
やや密
砂粒少

（内）灰白色
（外）浅黄橙色

不明
（裾）縦ミガキ
（裾・端）横ナデ
（裾・端・下）箆先キザミ

（底）１／５

１７ 脚部
Ｂ９・Ｂ１０包
含層

（底）１２．８
（高）（１０．１）

やや
不良

密
砂粒ごく少量

（内）にぶい橙色
（外）橙色

（裾）ナデ？
（脚）縦ミガキ
（裾）ハケ→ナデ？

（裾）３／４ 円孔１×４

１８ 脚部
Ｃ１６・Ｃ１７
包含層

（底）１３．４
（高）（９．９）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

（内）にぶい黄橙色
（外）橙色

（裾）横ナデ
（脚）縦ミガキ
（裾）斜めミガキ

（裾）２／３ 円孔１×３

１９ 脚部
Ｂ９・Ｂ１０・
Ｃ９包含層

（底）１３．４
（高）（９．１）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

赤褐色
（脚）横ナデ
（裾）ハケ

（脚）ハケ→縦ミガキ
（裾）ハケ→斜めミガキ

（裾）１／４

２０ 脚部
Ｂ７・Ｃ７
包含層

（底）１２．０
（高）（９．４）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色
（受）横ミガキ
（裾）横ナデ

ハケ→斜めミガキ （裾）３／４

２１ 脚部
Ｂ３・Ｂ４
包含層

（底）１２．６
（高）（７．８）

やや
不良

密
砂粒ごく少量
雲母

（内）橙色
（外）にぶい赤褐色

縦ナデ
（受）横ナデ（脚）縦ミガキ
（裾）ハケ→ナデ？

（裾）１／４
円孔１残存
外面赤彩？

２２ 裾部 Ｃ９包含層
（底）１５．０
（高）（２．５）

やや
良好

密
雲母

橙色 横ハケ・指頭圧痕 不明 （底）１／２ 円孔１残存

２３ 裾部 Ｂ２包含層
（底）１３．０
（高）（３．９）

良好
やや密
雲母

にぶい橙色
強い横ナデ
一部ミガキ・指頭圧痕

縦ミガキ （底）１／６ 円孔１残存

第５４図１ 装飾器台 Ａ１７包含層
（口）１８．０
（高）（５．５）

良好
密
砂粒少・雲母

浅黄橙色
横ナデ
（受・口・端）箆先キザミ

横ミガキ
（有段・上下端）
箆先キザミ

（口）１／１０

２ 装飾器台 Ａ１６包含層 （高）（２．５） 良好
密
砂粒ごく少量
雲母

浅黄橙色
横ナデ
（垂下・端）箆先キザミ

斜めミガキ
（垂下・端）箆先キザミ

（垂下）
１／１２

円孔

３ 装飾器台
Ｂ１・Ｂ２
包含層

（高）（４．８）
やや
良好

密
雲母

浅黄橙色～橙色
（受・口）横ミガキ
（受・底）ナデ
（垂下）横ナデ

（受・口）横ミガキ
（受・底・上面）横ナデ
（坏・底・下面）ミガキ
（垂下）横ミガキ
→スタンプ文

（垂下）
３／４

円孔１×４

４ 装飾器台 Ｃ１１包含層 （高）（３．２） 良好
密
砂粒ごく少量

浅黄橙色 斜めミガキ

（受・口）横ミガキ
（受・底・上面）
（垂下）横ナデ
（受・底・下面）ミガキ

（受）１／８ 円孔１残存

５ 装飾器台
Ａ１０・Ｂ１０
包含層

（高）（７．６）
やや
良好

密 橙色 （受）横ミガキ
（受）ミガキ
（垂下）擬凹線７条
→横ナデ

（受）３／４

６ 脚部
Ｂ９・Ｂ１０
包含層

（底）１２．６
（高）（６．０）

やや
良好

密
（内）橙色
（外）灰白色～橙色

ナデ？

（裾）箆描文施文
直線文３条・羽状刺突
文
直線文３条

（底）１／３ 円孔１×４

７ 装飾器台
Ｃ８・Ｃ９
包含層

（口）１７．４
（高）（７．９）

良好
やや密
砂粒少量・雲母

浅黄橙色 （受・口）横ミガキ
（受・口）横ミガキ
→擬凹線８条

（口）１／８

８ 装飾器台
Ａ１・Ｂ１
包含層

（口）１８．０
（高）（６．３）

良好
密
砂粒ごく少量
金雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／６

９ 装飾器台 Ｂ８包含層
（口）１８．０
（高）（５．０）

良好
密
雲母

橙色 横ミガキ 横ミガキ （口）１／１２

１０ 装飾器台 Ｂ９包含層 （高）（２．７） 良好
密
雲母

橙色 横ナデ 横ミガキ
（垂下）
１／３

１１ 装飾器台
Ｂ４・Ｂ５・Ｃ
７包含層

（高）（６．１） 良好 密 橙色
（受・口）横ミガキ
（垂下）横ナデ

（受・口）（垂下）横ミガキ
（受・底）横ナデ

（垂下）
１／６

１２ 装飾器台 Ａ９包含層 （高）（５．６）
やや
良好

密
雲母

浅黄橙色
～にぶい褐色

横ミガキ 斜めミガキ （口）１／８

１３ 蓋 Ｃ１７包含層
（口）１４．２
（高）６．４
（鈕）３．６

良好
密
砂粒少し・雲母

にぶい赤褐色
（鈕）縦ミガキ
（天・上）ナデ（天・下）ハケ
→横ミガキ・指頭圧痕

縦ミガキ （口）１／６
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挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第５４図１４ 蓋 Ｂ７包含層
（口）１２．４
（高）４．６
（鈕）３．８

良好
密
砂粒ごく少量
金雲母

橙色
（鈕）ナデ・一部ミガキ
（天）横ミガキ

（鈕）横ミガキ
（天）縦ミガキ

（鈕）１／１ 外面赤彩

１５ 蓋
Ｂ１２・Ｃ１３
包含層

（口）７．０
（高）３．０
（鈕）２．７

良好 密 橙色 丁寧な横ミガキ
（鈕～天）縦ミガキ
（口）横ハケ→縦ミガキ

（口）１／２

１６ 蓋 Ｂ１１包含層
（口）６．２
（高）４．３
（鈕）２．８

やや
良好

密
砂粒ごく少量
金雲母

（内）浅黄橙色
（外）橙色

（鈕）横ナデ
（天）ナデ

ナデ （口）１／２

１７ 蓋 Ｂ１１包含層
（口）７．３
（高）２．１
（鈕）１．４

良好
密
砂粒多

橙色 横ミガキ→穿孔
（天）縦ミガキ
（口）横ミガキ

ほぼ完形 円孔２×２

１８ 蓋 Ｂ１６包含層
（口）５．６
（高）（４．０）

良好 密 淡灰褐色 横ミガキ ハケ→横ミガキ （口）２／３

１９ 蓋 Ｂ１包含層
（口）９．０
（高）（２．６）

やや
良好

密
砂粒ごく少量
金雲母

橙色 粗いハケ
（鈕）横ナデ
（天）粗いハケ

（口）１／４ 外面赤彩

２０ 底部 Ｃ１３包含層
（底）６．０
（高）（１３．４）

やや
不良

粗
砂粒多

（内）浅黄橙色
（外）橙色

ケズリ
（体）ハケ
（底）ケズリ、ハケ

（体）１／２

２１ 底部 Ｂ１６包含層
（底）４．７
（高）（３．９）

良好
やや密
砂粒少・雲母

（内）にぶい黄橙色
（外）褐灰色

ケズリ
（体）ハケ→ナデ
（底）ケズリ

（底）１／１
焼成→三角形に
穿孔

２２ 底部 Ｂ１３包含層
（底）２．８
（高）（２．７）

やや
良好

やや粗
砂粒多量・雲母

浅黄橙色 ケズリ 縦ハケ （底）１／１
底部外面ヘラ記
号

２３ 底部 Ｂ９包含層
（底）７．７
（高）（５．４）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）橙色～褐色
（外）灰色

丁寧なケズリ ハケ （底）１／１ 体部外面煤付着

２４ 底部 Ｂ１１包含層
（底）７．３
（高）（４．３）

良好
密
砂粒少 雲母

（内）浅黄橙色
（外）褐灰色

ナデ
（体）縦ミガキ
（底）ケズリ

（底）１／３

第５５図１ 底部 Ａ９包含層
（底）２．９
（高）（１３．２）

やや
良好

やや密
砂粒少

褐灰色 ケズリ
ハケ→ナデ
部分的にケズリ

（体）１／４
外面全体・内面
下半、輪状に煤
付着

２ 底部 Ｂ１７包含層
（底）２．６
（高）（６．０）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）灰黄褐色
（外）にぶい褐色

（体）丁寧なケズリ
（底）ハケ、ナデ

（体）ハケ
（底）ケズリ

（底）２／３

３ 底部 Ｂ５包含層
（底）２．４
（高）（４．８）

やや
不良

密
金雲母

（内）橙色
（外）橙色
～にぶい橙色

不明 不明 （底）１／１

４ 底部 Ｂ１７包含層 （高）（７．０）
やや
良好

粗
砂粒多量

（内）にぶい黄橙色
（外）褐色

ケズリ ハケ （底）１／１ 外面全体煤付着

５ 底部
Ａ９・Ｂ９包
含層

（底）１．３
（高）（２．７）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

橙色 横ミガキ 丁寧なミガキ （底）１／１ 内外面煤付着

６ 台部 Ｂ３包含層
（底）１１．１
（高）（５．０）

やや
不良

密
砂粒ごく少量

（内）にぶい赤褐色
（外）橙色

不明 不明 （口）１／６ 外面赤彩？

７ 台部 Ｂ５包含層
（底）８．０
（高）（５．２）

良好
密
砂粒少・雲母

にぶい橙色
（体）ケズリ
（台）ナデ

縦ミガキ （底）１／１

８ 台部 Ｂ２包含層
（底）９．５
（高）（５．６）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

にぶい赤褐色
（体）ナデ
（台）横ナデ

（台・上）縦ハケ
（台・下）横ナデ

（底）１／２

９ 台部
Ｂ５・Ｂ６包
含層

（底）１０．４
（高）（５．５）

やや
良好

密
砂粒ごく少量
雲母

（内）浅黄橙色
（外）橙色

（体）ナデ
（台）横ハケ

縦ミガキ （底）１／３

１０ 台部 Ｂ３包含層
（底）１１．７
（高）（４．０）

良好
密
砂粒ごく少量
雲母

（内）にぶい黄橙色
（外）橙色

（体）丁寧なケズリ
（台）横ハケ→横ナデ

横ミガキ （底）１／４

１１ 台部 Ｂ５包含層
（底）１１．２
（高）（４．５）

良好
やや密
砂粒やや多

橙色
（底）ケズリ
（台）横ナデ

（体）縦ハケ
（台）横ナデ

（底）１／１

１２ 台部 Ｂ１包含層
（底）８．５
（高）（３．４）

良好
やや密
砂粒多・雲母

（内）浅黄橙色
（外）橙色

（体）ケズリ
（台）横ナデ

縦ハケ→横ナデ （底）１／３

１３ 台部 Ｂ３包含層
（底）８．９
（高）（２．６）

良好
密
砂粒少・雲母

（内）褐灰色
（外）にぶい黄橙色

（体）ケズリ
（台）横ナデ

横ナデ （底）１／３

１４ 台部 Ｂ１３包含層
（底）７．２
（高）（５．５）

良好
密
砂粒多

にぶい橙色
（体）ケズリ→ナデ
（台）横ハケ→ナデ

（台）指押え→ナデ （底）３／４
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Ⅲ 須恵器・土師器（第５６・５８～６５図）

古墳時代の土器（第５６図１～１２）

すべて須恵器であり、集中せず広域に分布していることから、二次的に調査区に混入したものと考え

られる。

１～３は坏蓋である。１・２は蓋の天井部と体部との境に稜線が退化した凹線が巡る。口縁端部は若

干先細りをするが明確でない。３は天井部と体部の境がなく、口縁端部内側にやや強めのナデを巡らす。

４は小型でかつ体部と底部との変化点付近よりヘラ削りが施されているなど、蓋というよりも無台坏（か

えりのある蓋とセットになる、いわゆる坏Ｇ）の可能性がある。５は小片であるが小型の蓋の口縁部と

思われる。

６～９は坏である。６・７は口径に差があるが、両者とも底部ヘラ切り離し未調整である。８・９は

口径が１０㎝以下と小型化していて、９の方が底部から口縁部にかけて直線的で変化が少ない。

１０・１１は高坏である。１０は高坏の身の部分で、体部に１条の稜線を巡らせ、その下にやや崩れた刺突

を施す。１１は長脚２段高坏であり、稜線の退化した凹線を体部に巡らすが、無文である。スカシは痕跡

風ではなく内部まで貫通するように、しっかりと２段２方に設けている。１２は�である。口縁部を欠く。

これらの遺物の時期は、もっとも古いのはＴＫ４３型式期（１・２）であり、新しいのはＴＫ２１７型式

期（５・８・９）である。この遺物の時期幅は、東古市縄手遺跡から南方に約１㎞離れた東諏訪間１・

２号墳と共通している。また、古墳群に近接する大畑古窯の操業時期も、６世紀後半から７世紀初頭で

あり、当遺跡周辺の遺跡が古墳時代末の限られた時期に集中する傾向が見て取れる。

第５６図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１４）（縮尺１／３）
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平安時代前期の土器（第５７図）

包含層から出土した当該期の遺物には、須恵器、土師器、緑釉陶器がある。これらについて、食膳具

では坏類、調理具では長胴甕、鍋を中心に下記の通り分類を行った。

須恵器

坏Ａ：環状の高台を持たない坏を坏Ａとし、下記のように細分する。

ａ：底部から体部が外に開き気味に立ち上がり、全体的に厚手のもの

ｂ１：底部から体部が外に開き気味に立ち上がり、全体的に薄手のもの

ｂ２：底部から体部が外に開き気味で直線的に長く立ち上がり、全体的に薄手のもの

ｃ：底部と体部にかけて折れ曲がるように立ち上がり、全体的に薄手で扁平、小型のもの

ｄ：底部を静止糸切り技法で切り離す、いわゆるベタ高台のもの

坏Ｂ：環状で１㎝未満の高さの高台を持つ坏を坏Ｂとし、下記のように細分する。

ａ：底部から体部が上方に立ち上がり、境が明瞭で、高台がその変化点よりも内側に接着されるも

の

ｂ１：底部から体部が内弯しつつ、外に開き気味に立ち上がるもの

ｂ２：底部から体部が内弯しつつ、口縁部にかけては直線的立ち上がる、やや深めのもの

ｃ：底部を回転糸切り技法で切り離した後、高台を接着するもの

坏蓋：坏に対応する蓋を坏蓋とし、�を持つものを坏Ｂ蓋とし、それ以外を無�蓋とする。

皿Ａ：口径に対し器高が低く、明確に坏Ａと分離できるものを皿Ａとし、下記のように細分する。

ａ：底部と体部にかけて折れ曲がるように立ち上がり、口縁部が直線的に外に開くもの

ｂ：底部と体部にかけて折れ曲がるように立ち上がるが、口縁部が外に開かず上方に向き、体部が

やや内弯した形状になっているもの

ｃ：底部と体部にかけて内弯するように立ち上がり、境が明瞭でないもの

�Ｂ、大平鉢：環状の高台の高さが１㎝以上で、器高が６㎝を超えるものを�Ｂとし、それと同形態の

体部を持つものも含める。この内口径が２０㎝を超え、かつ口縁部上面に沈線が巡るものを大平鉢とする。

その他の器種：双耳瓶、壺、壺蓋、平瓶、直口壺、台付短頸壺、甕がある。

土師器その他

坏Ａ：環状の高台を持たない坏を坏Ａとし、下記のように細分する。

ａ１：底部から体部が外に開き気味に立ち上がり、全体的に薄手のもの

ａ２：底部から体部が外に開き気味で直線的に長く立ち上がり、全体的に薄手のもの

ｂ：底部と体部にかけて内弯するように立ち上がり、全体的に薄手で扁平のもの

�Ａ：環状の高台を持たず、底部が回転糸切り未調整のものを�Ａとし、下記のように細分する。

ａ１：底径が６㎝以上で、口径が１３㎝以上、器高が４㎝前後の大型のもの

ａ２：底径が６㎝以上で底部が厚く、口径が１２㎝前後のもの

ｂ１：底径が５㎝前後で、器高が３㎝以上のもので体部が薄手のもの

ｂ２：底径が５㎝前後で、器高が３㎝以上のもので体部が厚手のもの

ｃ：底径が４．５㎝前後で、器高が３㎝未満の扁平なもの

�Ｂ：環状の高台を持ち、底部と体部の境が明瞭でないものを�Ｂとし、下記のように細分する。

ａ：５㎜以上の高さの高台を持ち、器高が５㎝以上で口縁部端が上方に立ち上がるもの
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ｂ１：器高が４．５㎝以下のもので、底部外面の切り離し痕跡をナデ消すもの

ｂ２：器高が４．５㎝以下のもので、底部外面の回転糸切り離し痕を残すもの

皿Ａ：口径が１４㎝以上で、かつ器高が２．５㎝以下の扁平なものを皿Ａとする。

その他：食膳具では緑釉陶器皿、内黒土師器がある。

長胴甕：口径が２５㎝未満で、体部が長胴と考えられるものを長胴甕とし下記のように細分する。

ａ：口縁端部を上方につまみ出すもの

ｂ：口縁端部を上方にやや外反させつつ、つまみ出すもの

ｃ：口縁端部を外側につまみ出し、Ｓ字状にするもの

鍋：口径が２５㎝以上で、広口と考えられるものを鍋とし下記のように細分する。

ａ：口縁端部を上方につまみ出すもの

ｂ：口縁端部を上方にやや外反させつつ、つまみ出すもの

ｃ：口縁端部を外側につまみ出し、Ｓ字状にするもの

ｄ：Ｓ字状の口縁端部を肥厚させるもの

以下、包含層出土土器について、個別に詳細を述べる。なお法量、胎土等は遺物観察表に記載してい

る。

須恵器

坏Ａ（第５８図１～１３）

坏Ａａは１・２が該当する。奈良期から続く箱坏の流れを汲むが、体部は外傾しており、また扁平な

形態である。

坏Ａｂ１は３～５が該当する。３は底部・体部ほぼ同じ厚さで、ロクロ襞の幅が広くうねるように体

部が引き出されている。４・５は体部が直線的だが、体部の微細な傾斜変化点は３と同様、間隔が広い。

５の口縁部内面に煤状の付着物がある。

坏Ａｂ２は６～８が該当する。６・７ともに体部に細かい間隔のロクロ襞を持つ。また共通して口縁

端部にのみ重ね焼き痕を持つ。

坏Ａｃは９～１２が該当する。９は体部を欠くが、内面にみられる底部と体部との境がはっきりしてい

る。底部内面に判読不明の墨書を持つ。１０～１２は口径が１３㎝未満、また器高も３㎝未満である。１２の体

部外面に「□合」、底部外面に「富万呂田」と判読できる墨書を持つ。

坏Ａｄは１８が該当する。底部を静止糸切り離し技法で作り出す、いわゆるベタ高台を持ち、内弯する

体部を特徴とする。

坏Ｂ（第５８図１４～３０）

坏Ｂａは１４・１５が該当する。ともに小破片であるが、高台の位置や形状から、１４の方が１５よりもやや

先行するものと思われる。

坏Ｂｂ１は１６～２１が該当する。１８・１９・２１の器高が４．６～５．２㎝であり、１５㎝前後の口径に対して扁平

な器形である。

坏Ｂｂ２は２２～２６が該当する。この内、２４・２５は体部の残存部分端からの推定である。

坏Ｂｃは３０が該当する。低く小型の高台を持ち、高台内側に回転糸切り離し痕を残す。

坏蓋（第５９図１～９）

坏Ｂ蓋は１～３、また�の痕跡を持つ６が該当する。口縁端部は下方に折り曲げる。
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無�蓋は�の痕跡を持たない７が該当する。その他は天井部が残っている個体ではないが、口縁端部

が玉縁状の８、薄手で口縁端部が玉縁状の９もその可能性がある。

皿Ａ（第５９図１０～３２）

皿Ａａは１０～１５が該当する。１０・１１・１５は口径が１４㎝以下、１２～１４は１６㎝以上である。１５は見込みに

「安」？の墨書を持つ。

皿Ａｂは１６～２１が該当する。１８・１９・２１の体部にはロクロ襞が目立つ。

皿Ａｃは２２～３２が該当する。残りが悪く、復元口径であるので図上では口径にばらつきが見られるが、

１５㎝前後が中心になるものと考えられる。

�Ｂ、大平鉢（第６０図１～９）

�Ｂは１～５が該当し、６～８もその可能性がある。この内１・２には底部外面に回転糸切り離し痕

がわずかに残る。また２、６～８には口縁端部内側に強めのナデを巡らしている。

大平鉢は９が該当する。口径が３０㎝を超える大型である。

その他の器種（第６０図１０～１９、第６１図、第６２図）

瓶類（第６０図１０～１９）

瓶は１０～１９が該当する。この内１４は平瓶の頸部の可能性がある。１７・１８は双耳瓶で、１８は胴体下部に

まで耳部分が接着されている。１９は大型の平瓶で、把手部分は断面板状のものが接着されている。

壺類（第６１図１～１２、第６２図１～８）

第６１図１は壺蓋で、小型で精巧な作りである。同図２・３が小型壺である。同図８～１２は壺の底部で

ある。直口壺は同図４・５、第６２図１～３が該当すると思われる。すべて口縁部である。同図４は台付

短頸壺であり、高台部を欠損する。同図５は短頸壺であるが底部は不明である。

甕類（第６２図６～８）

甕は６～８が該当する。口縁部のみである。

土師器

坏Ａ（第６３図１～１５）

坏Ａａ１は１～３・６・１０が該当する。器高が３．１～３．２の扁平なものである。この内、３・６は残存

率が１／８と悪いため、この２つを除外した口径では１３～１４㎝の幅になる。

坏Ａａ２は４・５・７・８・１３が該当する。器高は３．６～３．９で、口径は残存率が１／４以下の４・７・

１３を除外しても１３．４～１３．９であり、１４㎝を超えない。坏Ａａ１に比べて深身であり、体部の細かいロク

ロ襞が目立つ。

坏Ａｂは１１・１２・１４・１５が該当する。これらはすべて底部を欠くので、後述の�Ａを含む可能性があ

る。

�Ａ（第６３図１５～３０）

�Ａａ１は１６・１８が該当する。１８は薄手で、底部から口縁部にかけて緩やかに内弯させている。底部

外面にみられる回転糸切り時の同心円状の痕跡は、間隔が詰まっていて細かい。

�Ａａ２は１７が該当し、２０～２２もその可能性がある。底部から体部にかけて厚さが変わらず、全体的

に厚い。底部外面にみられる回転糸切り時の同心円状の痕跡は、間隔が詰まっていて細かい。

�Ａｂ１は２３・２４が該当する。体部が薄手で間隔の広いロクロ襞を持つ。底部外面にみられる回転糸

切り時の同心円状の痕跡は、間隔が詰まっていて細かい。

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

－９０－



�Ａｂ２は２５が該当し、１９・３０もその可能性がある。底部が円盤状に突出し、また底部外面にみられ

る回転糸切り時の同心円状の痕跡は、やや間隔が空いている。

�Ａｃは２６・２７が該当し、２８・２９もその可能性がある。底部が円盤状に突出し厚手だが、体部は底部

に比べて薄手である。また底部外面にみられる回転糸切り時の同心円状の痕跡は、やや間隔が空いてい

る。

�Ｂ（第６４図４～１２）

�Ｂａは６・７が該当する。高台径は６．５㎝前後であり、やや外側に踏ん張る高台を持つ。

�Ｂｂ１は４が該当し、５もその可能性がある。高台径は７㎝以上で、高台自体も細い。

�Ｂｂ２は１０～１２が該当する。１１・１２は底部調整を除けば、４と法量がほぼ一致する。

皿Ａ（第６４図１３、１４）

皿Ａは１３・１４が該当する。底部と体部にかけて内弯するように立ち上がり、境が明瞭でない。

その他の食膳具（第６４図１５～１７）

緑釉陶器皿は１５が該当する。軟質である。１６は内黒土師器の皿で、１７は内黒の有台�である。

長胴甕（第６４図１８～２７）

長胴甕ａは２１～２４が該当する。頸部の屈曲が緩やかで、全体的に厚手である。

長胴甕ｂは２５・２６が該当する。残存率は悪く、全体の形は不明だが、長胴甕ａに比べて薄手である。

長胴甕ｃは２７が該当する。長胴甕ｂに比べて、さらに薄手になる。

鍋（第６５図１～７）

鍋ａは１が該当する。頸部の屈曲が緩やかで、全体的に厚手である。

鍋ｂは２～４が該当する。胎土がやや粗く、頸部の屈曲ははっきりしている。

鍋ｃは６が該当し、５もその可能性がある。砂がほとんど混入しない緻密な胎土である。

鍋ｄは７が該当する。砂がほとんど混入しない緻密な胎土である。 （中野）

Ⅳ 中世土器（第６６図１～１７）

土師器皿（第６６図１～８）

１～８は土師器皿である。いずれも手捏成形である。口径は７．２～９．０㎝のものが多く、小皿が主体と

なる。１～６は口縁部に一段ナデを施し、外反気味に立ち上げる。先端部は丸く収める。６のみ口縁端

部外面に「面取り」を施す。７・８は口縁部に強い二段ナデを施し、先端部を外反させる。

７・８（Ａａタイプ 伊野１９９５）のように古い様相を示すものも認められるが、胎土の精密さに欠け

ることや、面取りを施したものが認められることから、概ね１２世紀後半から１３世紀代のものであると考

えられる。 （奥井）

灰釉陶器（第６６図９）

９は�である。底部から体部にかけて内弯気味に立ち上がる器形を呈する。ロクロ成形で、底部には

削り出し高台を有する。

越前焼（第６６図１０～１２）

１０は壺である。外面に線刻を有する。体部内面に輪積み成形の継目がみられる。１１・１２は擂鉢である。

１１は、やや外傾する器形を呈する口縁部片。口縁上端面に沈線を有する。１２は、底部である。底部の外

周は摩滅し、緩やかに立ち上がる器形を呈する。焼成はあまい。体部外面にナデ調整を施す。内面の屈

曲部分から下位に擂り目を有する。擂り目は使い込まれ、磨滅している。
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第５８図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１５）（縮尺１／３）
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第５９図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１６）（縮尺１／３）
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第６０図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１７）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

－９４－

でi-l:o

¥ l -7，; 

と二一「ーマ;6

¥τJ 
¥ミ ソ7



第
６１
図

Ⅱ
区

包
含
層
出
土
土
器
実
測
図
（
１８
）（
縮
尺
１
／
３
）

第
２
節

包
含
層
出
土
遺
物

－
９５
－

N 
F / 

/ 

/ 
/ 

/ ， 
j 

、
¥ 、
¥ 
¥ 、、

lLo I7!?‘ ~、f

、、

ドー

N 

4
4「



第６２図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（１９）（縮尺１／３）
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第６３図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（２０）（縮尺１／３）
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第６４図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（２１）（縮尺１／３）
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第６５図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（２２）（縮尺１／３）

第２節 包含層出土遺物

－９９－



越前焼（１０～１２）は、中世後期に位置づけられる。

青磁・白磁類（第６６図１３～１７）

１３は白磁合子蓋である。口縁端部が三角状を呈する。外面に蓮弁文を施す。１４・１５は青磁�である。

１４は、緩やかに立ち上がる器形を呈する。体部内面に陰刻文を施す。１５は、体部外面に片切彫鎬蓮弁文

を施す。１６・１７は白磁�である。１６は、外傾する器形で、口縁端部が外反する。１７は、内面に陰刻で草

花文を施す。釉は青みのある白色を呈する。

時期については、１３・１４・１７は、中世前期～後期の幅に収まり、１５・１６は、中世前期に位置づけられ

る。 （北野）

参考文献

伊野近富 １９９５ 「１．土師器皿」 『概説 中世の土器・陶磁器』 中世土器研究会編

第６６図 Ⅱ区 包含層出土土器実測図（２３）（縮尺１／３）

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物

－１００－



第１４表 Ⅱ区 包含層出土須恵器一覧表

図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地点 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

第５６図１ 蓋
（口）１３．２
（高）３．５５

Ｂ１１包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡褐灰色
外－灰褐色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８ １㎜以下の黒斑

２ 蓋
（口）１４．６
（高）４．２

Ｃ７包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

良好
内－灰色
外－褐灰色～暗灰色

内－回転ナデ
外－回転ヘラ切り→回転ナデ

（口）１／６ ２㎜以下の黒斑

３ 蓋
（口）１４．０
（高）３．９

Ａ７・Ｂ７・Ｂ１０
包含層

密
４㎜以下の白色砂粒

良好
内－白灰色
外－灰色、緑色自然釉

内－（口）回転ナデ（天井）ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り→ケズリ？

（口）１／６

４ 蓋（無台坏）
（口）１３．２
（高）４．０

Ｂ５～７包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－灰色
外－灰色～暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラケズリ

（口）１／４

５ 蓋 （口）１２．０ Ｂ８包含層 密 良好 灰色 回転ナデ （口）１／６

６ 坏
（口）１２．５
（底）約３．３
（高）４．３

Ｂ７・Ｂ８包
含層

密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－紫灰色
外－暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／４

７ 坏
（口）１１．０
（高）３．６

Ｂ８包含層 密 良好
内－灰色
外－暗灰色（底）灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４

８ 坏
（口）９．４
（底）４．８
（高）２．４

Ｂ８包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡灰色
外－灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／６

９ 坏
（口）１０．０
（底）約５．０
（高）３．１

Ｃ９包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－褐灰色、緑色自
然釉

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／４ １㎜以下の黒斑

１０ 高坏 － Ａ７包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－褐灰色
外－灰色～暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（体）１／６

１１ 高坏
（口）１２．８
（底）１３．０
（高）１５．２

Ｃ１包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－（坏）暗灰色
（脚）暗褐灰色

外－灰色～暗灰色

内－（坏）回転ナデ→ナデ（脚）回転ナデ
外－回転ナデ（坏）回転ヘラ切り

（口）２／３ 透かし２方

１２ � （底）３．６
（孔）２．０

Ｂ７包含層
密
３㎜以下の白色砂粒

良好 灰色～暗灰色
内－（頸）回転ナデ
外－（体）上半回転ナデ、下半不定方向のケズリ

（体）１／３

第５８図１ 坏Ａ
（口）１２．８
（底）８．０
（高）３．０５

Ｂ６包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

不良
内－淡灰色
外－淡灰色、口縁端
５㎜灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８ 生焼け

２ 坏Ａ
（口）１３．０
（底）９．０
（高）２．６

Ｃ８包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

淡灰色～褐灰色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）ナデ

（口）１／８

３ 坏Ａ
（口）１３．６
（底）約３．５
（高）３．３

Ａ７・Ｂ７包
含層

やや密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡灰色、口縁端５㎜暗灰色
外－灰色、口縁端５㎜
暗灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

４ 坏Ａ
（口）１５．０
（底）７．２
（高）２．８

Ｂ１０包含層 やや密 不良
内－淡灰白色
外－淡黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ→ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８ 生焼け

５ 坏Ａ
（口）１４．４
（底）７．０
（高）３．３

Ｃ７包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－灰色
外－淡灰色、口縁端
１０㎜灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８ 体部内面煤付着

６ 坏Ａ
（口）１３．０
（底）８．０
（高）２．９

Ｃ７包含層
粗い
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－灰色
外－灰色、口縁端５
㎜暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／７

７ 坏Ａ
（口）１３．２
（底）約７．０
（高）３．５

Ｂ９包含層
密
３㎜以下の白色
砂粒

良好
内－緑灰色
外－緑灰色、口縁端
５㎜灰色

内－（口）回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／６ １㎜以下の黒斑

８ 坏Ａ
（口）１３．０
（底）７．３
（高）３．３

Ｃ２包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－灰色、口縁端５
㎜暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４

９ 坏Ａ （底）約５．４
Ａ７・Ｂ８包
含層

やや粗い
６㎜以下の白色
砂粒

不良 淡灰色
内－回転ナデ→ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（底）３／４ 底部内面墨書

１０ 坏Ａ
（口）１２．８
（底）７．８
（高）２．９

Ｂ１・Ｂ２包
含層

やや粗い
２㎜以下の白色
砂粒

やや
不良

内－灰色～白灰色
外－灰色、口縁端５
㎜暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）２／３ ２㎜以下の黒斑

１１ 坏Ａ
（口）１２．８
（底）約５．３
（高）２．７

Ｃ１１包含層
やや粗い
１㎜以下の白色
砂粒

不良
内－淡黄灰色
外－淡褐灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／６ 生焼け

１２ 坏Ａ
（口）１２．０
（底）約７．０
（高）２．８

Ｂ８包含層
やや密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－灰色
外－淡灰色～灰色
口縁端５㎜暗灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）７／８
底部外面墨書
「富 万 呂 田」、
「？合」

１３ 坏Ａ
（口）１４．０
（底）７．４
（高）３．７

Ｂ１・Ｂ３・Ｂ４
包含層

密
０．５㎜以下の白
色砂粒

良好 暗灰色
内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）静止糸切り→ナデ

（口）１／１２

１４ 坏Ｂ （底）７．６ Ｃ８包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

良好
内－淡紫灰色
外－紫灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（底）１／１

１５ 坏Ｂ （底）９．５ Ａ８包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－暗灰色
外－暗緑灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／４

１６ 坏Ｂ （底）９．１ Ｃ２包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

良好
内－灰色（高台）淡灰色
外－暗灰色（高台）淡灰色

内－回転ナデ→ナデ
外－回転ヘラ切り→回転ナデ

（底）１／４

１７ 坏Ｂ （底）９．０ Ａ１２包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

不良 淡褐灰色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／４ 生焼け

１８ 坏Ｂ
（口）１４．８
（底）８．４
（高）５．２

Ａ９・Ｂ７包
含層

密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－褐灰色
外－暗灰色、黒色自
然釉

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／２ １㎜以下の黒斑

１９ 坏Ｂ （底）９．０ Ｂ９包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

良好 灰色
内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（底）１／４

第２節 包含層出土遺物
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図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地点 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

２０ 坏Ｂ
（口）１５．０
（底）７．６
（高）４．６

Ｂ７・Ｂ９包
含層

やや密
３㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡褐灰色（高台）
灰色
外－灰色～黒灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／４
底部内面に重ね
積み焼成の跡

２１ 坏Ｂ
（口）１４．８
（底）７．２
（高）４．８

Ｂ７・Ｃ７包
含層

密
２㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／６

２２ 坏Ｂ
（口）１４．０
（底）８．０
（高）５．７

Ｃ７包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／１２

２３ 坏Ｂ
（口）１５．０
（底）９．０
（高）６．０

Ｃ６・Ｃ７包
含層

やや密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
不良

内－赤紫色（高台）暗灰
・・・口縁端１㎝暗褐灰色
外－暗赤褐灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／６

２４ 坏Ｂ （底）９．０ Ｂ３包含層
やや粗い
１㎜以下の白色砂粒

不良
内－淡灰白色
外－淡褐灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／３ 生焼け

２５ 坏Ｂ （底）９．０ Ｂ６包含層
やや粗い
２㎜以下の白色
砂粒

やや
不良

内－淡灰色
外－灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→回転ナデ→ナデ

（底）１／２

２６ 坏Ｂ （底）８．０
Ａ６・Ａ７・Ｂ７
包含層

密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－暗灰
外－灰色～緑灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（底）２／３
底部外面沈線
接地部ツメ痕

２７ 坏Ｂ （底）７．８
Ｂ６・Ｃ１０包
含層

密
１㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－褐灰色
外－暗灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／３ １㎜以下の黒斑

２８ 坏Ｂ （底）８．５
Ｂ６・Ｃ６包
含層

粗い
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

淡褐灰色
内－回転ナデ、ナデ
外－（口）回転ナデ（底）静止ヘラ切り

（底）１／２
２㎜以下の黒斑

煤付着

２９ 坏Ｂ （底）８．０ Ｃ９包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－灰色
外－淡灰色

内－回転ナデ
外－回転ナデ→ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／４

３０ 坏Ｂ（�Ｂ）（底）５．４ Ｃ９包含層 密 良好 淡灰色
内－ミガキ？
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／４

第５９図１ 坏蓋 （紐）２．８ Ｃ７包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡灰色
外－灰色～暗灰色

内－回転ナデ→ナデ
外－回転ヘラ切り

（紐）２／３

２ 坏蓋 （紐）３．２ Ｃ８包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－灰色
外－淡褐灰色

内－（口）回転ナデ（天井）ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り

（紐）１／２

３ 坏蓋 （紐）２．５ Ｃ７包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－淡灰色
外－灰色～褐灰色

内－（天井）ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り

（紐）１／１

４ 坏蓋
（口）１４．６
（高）１．８

Ｃ２包含層
やや密
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－白灰色
外－淡灰色

内－（口）回転ナデ（天井）ナデ
外－（口）回転ナデ
（天井）回転ヘラ切り→回転ナデ

（口）１／４

５ 坏蓋
（口）１７．０
（高）１．６

Ｂ５・Ｂ９包
含層

やや密
２㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－淡灰色
外－淡灰色、口縁端１㎝暗灰色

回転ナデ （口）１／４

６ 坏蓋 （口）１８．０
Ａ７・Ｂ６包
含層

密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－褐灰色
外－灰色、口縁端５㎜
黒色自然釉

内－（口）回転ナデ（天井）回転ナデ→ナデ
外－（口）回転ナデ
（天井）回転ヘラ切り→回転ナデ

（口）１／４ １㎜以下の黒斑

７ 坏蓋
（口）１５．６
（高）２．５

Ａ７・Ｂ７・Ｂ８
包含層

やや密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－（天井）灰色（口）暗緑灰色
外－灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り→ナデ

（口）３／４ １㎜以下の黒斑

８ 坏蓋
（口）２２．０
（高）１．９

Ｂ４包含層
やや粗い
１㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－淡灰色
外－灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（天井）回転ヘラ切り

（口）１／４

９ 坏蓋
（口）１６．０
（高）１．８

Ｂ７包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡紫灰色
外－淡紫灰色、口縁端１㎝淡灰色

回転ナデ （口）１／６

１０ 皿Ａ
（口）１２．６
（底）８．０
（高）２．１

Ｃ５包含層
やや粗い
１㎜以下の白色
砂粒

良好 暗灰色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→回転ナデ→ナデ

（口）１／８

１１ 皿Ａ
（口）１４．０
（底）１０．０
（高）２．１

Ｂ７包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－緑灰色
外－緑灰色、口縁端
５㎜灰色

内－（口）回転ナデ（底）回転ナデ→ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／２ １㎜以下の黒斑

１２ 皿Ａ
（口）１６．６
（底）１２．０
（高）２．０

Ｂ９包含層
密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－灰色
外－灰色、口縁端１㎝
暗灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）ナデ

（口）１／６

１３ 皿Ａ
（口）１６．４
（底）約８．２
（高）２．１

Ｂ７・Ｃ７包
含層

密
２㎜以下の白色
砂粒

良好
内－淡灰色
外－淡緑灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ケズリ→回転ナデ・ナデ

（口）１／１２

１４ 皿Ａ
（口）１８．６
（底）１４．０
（高）２．１

Ａ９・Ｂ８包
含層

やや粗い
３㎜以下の白色
砂粒

良好 灰色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８

１５ 皿Ａ
（口）１４．０
（底）６．７
（高）２．５

Ｂ５包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡緑灰色
外－淡緑灰色、口縁
端５㎜黒灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８
底部内面墨書
「安？」

１６ 皿Ａ
（口）１３．７
（底）９．０
（高）２．０

Ｂ８包含層
やや粗い
１．５㎜以下の白
色砂粒

やや
良好

内－灰色
外－灰色、口縁端５㎜
暗灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ （底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

１７ 皿Ａ
（口）１３．０
（底）９．０
（高）２．２

Ａ８・Ｂ７包
含層

密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－灰色、口縁端５㎜
暗灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→回転ナデ→ナデ

（口）１／４ １㎜以下の黒斑

１８ 皿Ａ
（口）１４．０
（底）約８．５
（高）２．２

Ｂ８包含層
やや粗い
７㎜以下の砂粒

やや
良好

内－灰
外－灰色、口縁端５㎜
暗灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→回転ナデ→ナデ

（口）２／３ １㎜以下の黒斑

１９ 皿Ａ
（口）１４．８
（底）１０．８
（高）２．１

Ｂ７包含層
やや密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－緑灰色～灰色
外－淡緑灰色～淡灰
色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→回転ナデ→ナデ

（口）２／３ １㎜以下の黒斑

２０ 皿Ａ
（口）１５．０
（底）１０．２
（高）２．０

Ｃ９包含層
やや密
２㎜以下の砂粒

やや
良好

内－灰色
外－淡灰色、口縁端
１０㎜暗灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

２１ 皿Ａ
（口）１６．０
（底）１１．０
（高）１．７

Ｃ６包含層
粗い
５㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－灰色
外－灰色、口縁端５㎜
暗灰色

回転ナデ （口）１／８

第６章 Ⅱ区の遺構・遺物
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図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地点 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

２２ 皿Ａ
（口）１５．０
（底）８．０
（高）２．０

Ｃ９包含層
やや密
２㎜以下の白色
砂粒

不良
内－淡灰白色
外－淡黄橙色

内－回転ナデ
外－回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／３ 生焼け

２３ 皿Ａ
（口）１５．６
（底）８．８
（高）２．２

Ｂ８包含層
やや粗い
３㎜以下の白色
砂粒

不良
内－白灰色
外－淡灰色、
口縁端５㎜灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３ 生焼け

２４ 皿Ａ （口）１８．０ Ｂ１０包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

不良
内－淡灰色
外－淡黄灰色

回転ナデ （口）１／８ 生焼け

２５ 皿Ａ
（口）１５．６
（底）約７．５
（高）２．２

Ｃ７包含層
やや密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
不良

内－灰白色～淡灰色
外－淡灰色～淡褐灰色
口縁端５㎜灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／６ 底部内面ヘラ跡

２６ 皿Ａ
（口）１５．０
（底）１０．０
（高）１．９

Ａ７・Ｂ８包
含層

粗い
１㎜以下の白色
砂粒

不良
内－淡灰色
外－淡灰色、
口縁端５㎜灰色

内－回転ナデ→（口縁端）ケズリ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

２７ 皿Ａ
（口）１４．５
（底）８．０
（高）２．０

Ｂ６包含層
やや密
１㎜以下の白色
砂粒

不良
内－淡灰色
外－淡灰色、
口縁端１０㎜淡褐灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８ 生焼け

２８ 皿Ａ
（口）１４．６
（底）約７．０
（高）２．３

Ｃ５包含層
やや密
１㎜以下の白色
砂粒

不良
灰白色、
口縁端淡灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／８

２９ 皿Ａ
（口）１５．０
（底）９．０
（高）２．２

Ｂ１１包含層
やや粗い
４㎜以下の白色
砂粒

不良
内－灰色
外－黄灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（口）１／６ 生焼け

３０ 皿Ａ
（口）１４．８
（底）１０．０
（高）１．９

Ｃ？包含層
やや密
３㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－灰色
外－淡灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４

３１ 皿Ａ
（口）１６．０
（底）１０．０
（高）２．２５

Ｃ７包含層
やや粗い
３㎜以下の白色
砂粒

不良
内－白色～淡褐灰色
外－白灰色、
口縁端１０㎜褐灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）ナデ

（口）１／４ 生焼け

３２ 皿Ａ
（口）１６．２
（底）１１．０
（高）２．３

Ｂ１１包含層
やや粗い
４㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－緑灰色
外－緑灰色、
口縁端灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４ １㎜以下の黒斑

第６０図１ �Ｂ
（口）１７．４
（底）８．４
（高）６．５

Ｂ７・Ｃ７包
含層

密
２㎜以下の白色
砂粒

良好 暗灰色
内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り→回転ナデ

（口）１／１０ ２㎜以下の黒斑

２ �Ｂ
（口）１９．４
（底）１１．３
（高）７．３

Ａ７・Ｂ７包
含層

密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－灰色、
（高台）一部暗灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／１０

３ �Ｂ （底）９．０ Ｂ６包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

良好 緑灰色
内－回転ナデ→ナデ
外－回転ナデ

（底）１／３ １㎜以下の黒斑

４ �Ｂ （底）１１．０ Ｂ７包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－灰色
外－灰色（高台端部）暗灰色

内－（体）回転ナデ→ナデ
外－回転ナデ

（底）１／４

５ �Ｂ （底）１１．２ Ｃ７包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡灰色（高台）褐灰
外－灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ナデ

（底）２／３ 高台内煤付着

６ �Ｂ （口）１７．２ Ｂ７包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－暗灰色
外－灰色～暗灰色

回転ナデ （口）１／４ １㎜以下の黒斑

７ �Ｂ （口）１７．２ 包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－淡灰色
外－青灰色

回転ナデ （口）１／６ 内面生焼け

８ �Ｂ （口）２０．０ Ｃ７包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡紫灰色
外－淡灰色

回転ナデ （口）１／８

９ 大平鉢 （口）３１．０
Ｂ６～８包含
層

やや粗い
５㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－褐灰色
外－淡緑灰色、口縁端３㎝白灰色

内－回転ナデ
外－回転ナデ→ナデ、ケズリ

（口）１／６ １㎜以下の黒斑

１０ 壺 （口）８．０ Ｂ１０包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－淡灰色、緑色自然釉
外－淡灰色

回転ナデ （口）１／４ １㎜以下の黒斑

１１ 壺 （口）１６．６
Ｂ６・Ｂ７・Ｂ９・
Ｃ６包含層

密
２㎜以下の白色砂粒

やや
不良

淡紫灰色 回転ナデ （口）１／８ ２㎜以下の黒斑

１２ 壺 （口）１２．８ Ｂ７包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

良好
内－黒灰色～暗灰色
外－黒色～灰色、黒色自然釉

回転ナデ （口）１／４

１３ 壺 （口）１２．２
Ａ７・Ｂ８包
含層

粗い
１㎜以下の白色砂粒

不良
内－灰色～黒色、口縁端淡灰色
外－淡灰色～黒色

回転ナデ （口）１／４

１４
壺頸部（平
瓶）

－ Ｂ７包含層
やや粗い
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡紫灰色（頸下）紫灰色
外－淡紫灰色

回転ナデ （頸）１／２

１５ 壺 （底）８．７ Ｃ９包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡褐灰色、暗緑色自然釉？
外－灰色～黒灰色

内－回転ナデ
外－回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／１

１６ 壺 （底）８．６ Ｂ８包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－暗灰色（高）紫灰色
外－暗灰色（体）一部緑灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り→ナデ

（底）１／１ 底部外面ツメ痕

１７ 双耳瓶 － Ｃ６包含層
やや粗い
４㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－暗灰色
外－暗緑色釉

内－回転ナデ
外－不明

（体）１／４ ２㎜以下の黒斑

１８ 双耳瓶 （底）１０．２
Ｃ４・Ｃ５包
含層

密
１㎜以下の白色砂粒

やや
不良

内－暗灰色
外－青灰色～黒灰色

内－（体）カキ目？（底）指頭圧痕
外－（体）ケズリ（耳）ナデ（底）ナデ

（底）２／３
底部内面煤付
着？

１９ 平瓶 －
Ｂ１・Ｂ２包
含層

密
５㎜以下の白色砂粒

良好
内－灰色
外－淡褐灰色

ナデ （体）３／４

第６１図１ 壺蓋
（口）７．０
（高）２．８
（�）２．３

Ｂ７包含層 密 良好
内－暗灰色
外－褐灰色～黒灰色

回転ナデ 完形 ３㎜以下の黒斑

２ 小型壺 － Ｃ６包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－灰色
外－淡灰色～暗灰色

回転ナデ （頸）１／３

３ 小型壺 （口）５．１
Ａ７・Ｂ７・Ｂ８
包含層

密
１㎜以下の黒色砂粒

やや
良好

内－淡灰色
外－淡灰色～暗灰色

内－回転ナデ
外－（口～肩）回転ナデ（体）回転ナデ→ナデ

（口）１／１ １㎜以下の黒斑

４ 壺 （口）１７．０
Ｂ７・Ｂ８・Ｃ６
包含層

やや粗い
５㎜以下の白色砂粒

不良
内－暗灰色～黒色、緑色自然釉
外－灰色～黒色

内－不明
外－回転ナデ

（口）１／２

５ 壺 （口）２１．４ Ｂ７包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－灰色
外－淡灰色～暗灰色、口縁端灰色

回転ナデ （口）１／４
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第１５表 Ⅱ区 包含層出土土師器観察一覧表

図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地点 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

６ 壺 －
Ｂ７・Ｂ９包
含層

やや密
３㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－灰褐色
外－灰色～暗褐灰色

内－回転ナデ
外－タタキ→カキ目

（体）１／３
内面指頭圧痕
内面煤付着

７ 壺 （底）約８．０
Ｂ３・Ｃ５・Ｃ６
包含層

密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－灰色
外－褐灰色（底）緑色自然釉

内－回転ナデ→タタキ？
外－タタキ

（底）３／４

８ 壺 （底）１０．０ Ｃ６包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

良好
内－淡紫灰色
外－淡紫褐灰色

内－（体）回転ナデ
外－（底）静止ヘラ切り（体）ナデ

（底）１／４
底部内外面指頭
圧痕

９ 壺 （底）１０．４
Ｂ６・Ｂ７・Ｃ６・Ｃ７
包含層

やや粗い
２㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－紫灰色
外－灰色

内－（体）回転ナデ（底）ナデ
外－（体）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／４

１０ 壺 （底）９．８
Ｂ３・Ｂ４・
Ｃ２・Ｃ４・
Ｃ５包含層

密
６㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－暗灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（体）ケズリ→回転ナデ、ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（底）１／３

１１ 壺 （底）９．４
Ａ７・Ｂ６・Ｂ７
包含層

密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡灰色
外－淡灰色～黒灰色

内－回転ナデ
外－回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／２

１２ 壺 （底）１４．６ Ｃ１２包含層
密
２㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡緑灰色自然釉（高台）灰色
外－褐灰色

内－（体）回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）１／４ ３㎜以下の黒斑

第６２図１ 壺 （口）２２．６ Ｂ７包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－灰色
外－灰色（頸部下部）暗灰色

回転ナデ （口）１／８

２ 壺 （口）１８．０ Ｂ２包含層
密
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－淡灰色
外－淡灰色～灰色

回転ナデ （口）１／６

３ 壺 （口）１８．８ Ｂ８包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－褐灰色、 緑色自然釉
外－暗灰色～黒色

回転ナデ （口）１／８

４ 台付短頸壺 （口）５．９
Ａ７・Ｂ７包
含層

密
５㎜以下の白色
砂粒

良好
内－灰色
外－灰褐色～黒褐色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
（体）ケズリ？、回転ナデ

外－（口）ケズリ→回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ケズリ？

（口）１／３ ３㎜以下の黒斑

５ 短頸壺 （口）１５．２
Ｃ４・Ｃ５包
含層

密
２㎜以下の白色砂粒

良好 褐灰色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（体）不明

（口）１／８ 体部内面煤付着

６ 甕 （口）２１．０
Ｂ７・Ｃ７包
含層

密 良好
内－（口）緑釉（体）灰色
外－（口）灰色（体）暗緑色釉

内－（頸）回転ナデ（体）タタキ
外－（口）回転ナデ（体）タタキ

（口）１／３６ 斑点状黒色釉

７ 甕 （口）２１．３
Ｂ４・Ｂ６・Ｃ６～８
包含層

密
４㎜以下の白色砂粒

良好 暗灰色
内－（口～肩）回転ナデ（体）タタキ
外－（口～肩）回転ナデ（体）タタキ

（肩）１／２

８ 甕 （口）３４．０
Ｂ３～６・Ｃ３・Ｃ４・Ｃ８
包含層

密
１㎜以下の白色砂粒

良好 灰色 回転ナデ （口）１／１０ 外面ヘラ傷跡

図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地点 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

第６３図１ 坏Ａ
（口）１３．４
（底）約７．７
（高）３．１

Ｂ４包含層
やや密
３㎜以下の白色
砂粒、金雲母

やや
良好

内－濃黄橙色
外－淡黄橙色～濃黄
橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

２ 坏Ａ
（口）１３．０
（底）約６．８
（高）３．５

Ｂ３包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒

良好
内－黄橙色（口）橙色
外－橙色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

３ 坏Ａ
（口）１３．１
（底）約６．８
（高）３．２

Ｂ３包含層 やや密、金雲母
やや
良好

内－淡褐橙色
外－濃黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８ 内面煤付着

４ 坏Ａ
（口）１３．６
（底）約７．５
（高）３．９

Ｂ３包含層
やや密
３㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－濃黄橙色
外－黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４

５ 坏Ａ
（口）１３．９
（底）７．８
（高）３．６５

Ｃ３包含層
密
１㎜以下の白色
砂粒、金雲母

やや
良好

内－淡灰色
外－淡黄橙色～淡灰
色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／２ 内面黒斑

６ 坏Ａ
（口）１２．４
（底）５．４
（高）３．１

Ｂ３包含層 密
やや
良好

内－淡灰黄橙色
外－淡黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／８

７ 坏Ａ
（口）１４．０
（底）８．４
（高）３．６

Ｃ３包含層
やや粗い
３㎜以下の白色
砂粒

やや
不良

内－淡黄橙色（口）濃黄橙
色
外－（口）橙色（底）黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４

８ 坏Ａ
（口）１３．４
（底）約６．８
（高）３．６

Ａ１２包含層
やや粗い
３㎜以下の白色
砂粒

やや
不良

黄橙色～淡橙色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）２／３

９ 坏Ａ （底）７．２ Ｂ３包含層
やや粗い
２㎜以下の白色
砂粒、金雲母

良好 橙色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ヘラ切り

（底）２／３

１０ 坏Ａ
（口）１４．０
（底）７．２
（高）３．２

Ｂ３包含層
やや密
１㎜以下の白色
砂粒、金雲母

良好 淡灰橙色
内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／４

１１ 坏Ａ （口）１３．７ Ｂ２包含層 密、金雲母 良好
内－橙色
外－淡灰橙色

回転ナデ （口）１／８

１２ 坏Ａ （口）１４．０
Ａ４・Ａ５包
含層

やや粗い
１㎜以下の砂粒

良好
内－黄橙色
外－淡橙色

回転ナデ （口）１／６

１３ 坏Ａ （口）１３．８ Ｂ３包含層 やや密
やや
不良

黄橙色 回転ナデ （口）１／４

１４ 坏Ａ （口）１４．０ Ｂ３包含層 やや密、金雲母
やや
不良

内－淡黄橙色
外－淡黄橙色～暗灰色

回転ナデ （口）１／４ 内外面煤付着

１５ 坏Ａ （口）１３．０ Ｃ７包含層 密
やや
不良

内－黄橙色
外－黄橙色～淡灰色

回転ナデ （口）１／４

１６ �Ａ
（口）１３．０
（底）６．１
（高）４．１

Ｃ１２包含層 やや密 不良 淡灰色
内－回転ナデ？
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）２／３
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図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地点 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

１７ �Ａ
（口）１２．０
（底）５．６
（高）３．２

Ｃ１１包含層
やや粗い
１㎜以下の白色
砂粒

不良
内－明橙色
外－淡橙色

内－不明
外－（口）不明（底）回転糸切り

ほぼ完形

１８ �Ａ
（口）１３．０
（底）５．０
（高）３．９

Ｂ３包含層 やや密、金雲母 良好
内－（口）淡褐灰色
（底）淡橙褐色

外－淡橙褐色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／４

１９ �Ａ （底）５．４ Ｃ５包含層 密、金雲母 良好
内－淡橙色
外－黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／１

２０ �Ａ （底）５．６ Ｃ９包含層 密、金雲母 良好
内－橙色～灰褐色
外－暗橙色

内－回転ナデ
外－（口）ナデ（底回転糸切り

（底）１／１ 内面煤付着

２１ �Ａ （底）６．３ 包含層 やや密
やや
不良

内－黄橙色
外－淡灰色～黄橙色

内－回転ナデ→ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／１

２２ �Ａ （底）６．２ Ａ１１包含層
やや粗い
１㎜以下の褐色砂粒

やや
良好

内－橙色
外－淡灰黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）ナデ（底）回転糸切り

（底）１／１

２３ �Ａ
（口）１２．０
（底）５．２
（高）３．１

Ｃ７包含層 密 良好
内－淡橙色
外－橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／６

２４ �Ａ
（口）１２．６
（底）５．４
（高）３．０

Ｃ７包含層 密 良好
内－淡橙色
外－橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／１２

２５ �Ａ
（口）１１．０
（底）４．８
（高）３．３

Ｃ４包含層 密 良好
内－淡橙色（口）橙色
外－橙色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／３

２６ �Ａ
（口）１１．０
（底）４．４
（高）２．８５

Ｃ６包含層
やや密
１㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

橙色
口縁端部１㎝淡橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／８
内外面煤付着
内面墨書？

２７ �Ａ
（口）１１．０
（底）４．４
（高）２．７

Ｃ４・Ｃ５包
含層

密
０．５㎜以下の白
色砂粒

やや
不良

内－淡黄橙色
外－淡黄橙色～黄橙
色

内－回転ナデ？
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／８

２８ �Ａ （底）４．２ Ｂ２包含層 密、金雲母 良好
内－灰橙色
外－明褐灰色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／１

２９ �Ａ （底）４．６ Ｃ４包含層 やや密、金雲母 良好
内－赤橙色
外－橙色

内－ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／１ 底部外面ヘラ跡

３０ �Ａ （底）５．０ Ｃ４包含層 密
やや
良好

黄橙色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（底）１／１

第６４図１ �Ｂ （底）９．９ Ｂ２包含層
やや密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡橙色
外－淡灰色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ナデ

（底）１／１

２ �Ｂ （口）１５．６ Ｃ７包含層 やや密 不良 淡黄橙色 回転ナデ （口）１／６

３ �Ｂ （底）６．２
Ｃ１・Ｃ３包
含層

密
３㎜以下の白色砂粒

やや
良好

淡赤灰色
内－回転ナデ
外－回転ナデ（底）回転ナデ

（底）３／４

４ �Ｂ
（口）１２．５５
（底）７．４
（高）４．３

Ｃ１２包含層 密 良好 淡橙色～橙色
内－回転ナデ
外－回転ナデ（底）回転ナデ

ほぼ完形

５ �Ｂ （底）８．２ Ａ６包含層
粗い
３㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡黄橙色
外－黄橙色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）上半回転ナデ・下半ケズリ
（底）回転ナデ

（底）１／１

６ �Ｂ
（口）１４．０
（底）６．５
（高）５．０

Ｂ３包含層
やや密
２㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

黄橙色
内－ナデ？
外－回転ナデ（底）回転ナデ

（口）１／４

７ �Ｂ
（口）１３．５
（底）６．３
（高）５．３５

Ｃ３包含層 やや密
やや
不良

内－黄橙色
外－淡黄橙色

内－（口）回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転ナデ

（口）１／４

８ �Ｂ （底）７．０ Ｃ４包含層 やや密 良好
内－黄橙色
外－濃黄橙色

内－ナデ？
外－回転ナデ

（底）３／４

９ �Ｂ （底）６．０
Ｂ１２・Ｃ１２包
含層

密 不良
内－明黄橙色（高台）黄橙色
外－明黄橙色

内－回転ナデ？
外－（口）回転ナデ（底）回転ナデ

（底）１／１

１０ �Ｂ
（口）１３．２
（底）６．５
（高）３．６

Ｃ１１包含層 密 良好 橙色
内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／３

１１ �Ｂ
（口）１２．８
（底）６．８
（高）４．３５

Ｃ１１包含層 密 良好
内－淡橙色（高台）淡
黄橙色
外－淡橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／３ 内面黒斑

１２ �Ｂ
（口）１２．０
（底）６．８
（高）４．１５

Ｃ１１包含層 密 良好
内－淡橙色～黄橙色
外－淡橙色～橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）回転糸切り

（口）１／２

１３ 皿
（口）１４．８
（底）約１０．０
（高）１．８

Ｂ７包含層 やや密 不良
内－淡灰色
外－淡黄橙色

内－回転ナデ→（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／２

１４ 皿
（口）１５．３
（底）約８．０
（高）２．５

Ａ７・Ｂ７・Ｂ８
包含層

やや密
３㎜以下の白色
砂粒

やや
良好

内－淡灰色
外－淡褐灰色

内－（口）回転ナデ（底）ナデ
外－（口）回転ナデ
（底）回転ヘラ切り→ナデ

（口）１／３

１５ 皿
（口）１５．４
（底）７．８
（高）１．５

Ａ９包含層 やや密
やや
不良

黄橙色
淡緑色釉

不明 （口）１／４

１６ 皿 （底）６．４ Ｃ４包含層 やや粗い
やや
不良

内－黒色
外－黄橙色～橙色

内－内黒
外－回転ナデ

（口）１／４ 内黒土器

１７ 有台坏 － Ｂ３包含層
やや密
１㎜以下の白色砂粒

良好
内－黒色
外－橙色

内－内黒
外－（口）回転ナデ

（底）１／３ 内黒土器

１８ 甕 （口）１２．２ Ａ１４包含層
やや粗い
２㎜以下の砂粒

やや
不良

内－暗黄橙色
外－淡灰褐色

内－（口）回転ナデ（体）ケズリ
外－（口）回転ナデ（体）ハケ

（口）１／８ 外面煤付着

１９ 壺 （口）９．０ Ｂ２包含層
やや密
２㎜以下の白色砂粒

良好
内－淡橙褐色
外－暗橙色

内－ナデ
外ー（口）ナデ（体）ハケ

（口）１／４

第２節 包含層出土遺物
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図版番号 器 種 法量（㎝） 出土地区 胎 土 焼成 色 調 調 整 残存率 備 考

２０ 甑 （口）１６．０ Ｂ７包含層 粗い、金雲母 良好
内－褐色
外－淡褐灰色

内外カキ目 （口）１／８ 内外面煤付着

２１ 長胴甕 （口）２２．０ Ｂ８包含層
密
０．５㎜以下の白
色砂粒、金雲母

やや
良好

内－淡橙色（口）橙色
外－黄橙色（口）淡橙
色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ
（体）回転ナデ→タタキ後カキ目

（口）１／８

２２ 長胴甕 （口）２３．０ Ｂ８包含層
やや粗い
１㎜以下の白色砂粒、金雲母

やや
不良

内－黄橙色
外－灰褐色

回転ナデ （口）１／６ 外面煤付着

２３ 長胴甕 （口）１９．０ Ｃ１１包含層
やや粗
１㎜以下の白色砂粒

やや
良好

内－濃黄橙色
外－黄橙色

内－回転ナデ→カキ目
外－回転ナデ

（口）１／６

２４ 長胴甕 （口）２３．０ Ｃ７包含層 粗い、金雲母 不良 淡灰黄橙色 回転ナデ （口）１／１２ 内面煤付着

２５ 長胴甕 （口）１９．０ Ｃ１２包含層
やや粗い、
金雲母

良好 黄橙色 回転ナデ （口）１／１２

２６ 長胴甕 （口）２１．０
Ｃ１１・Ｃ１２包
含層

やや密、金雲母 良好 黄橙色 回転ナデ （口）１／４

２７ 長胴甕 （口）２１．０ Ｅ８包含層
やや粗い、
金雲母

やや
不良

内－暗黄橙色～褐色
外－暗黄橙色

回転ナデ （口）１／８ 内面煤付着

第６５図１ 鍋 （口）３８．０ Ｂ８包含層
やや粗い、
金雲母

やや
良好

灰黄橙色 回転ナデ （口）１／１２ 外面煤付着

２ 鍋 （口）４１．０ Ｂ８包含層
やや粗い
１㎜以下の白色砂粒

良好 淡灰橙色
内－（口）回転ナデ（体）回転ナデ→カキ目
外－（口）回転ナデ（体）タタキ→カキ目

（口）１／１２ 内外面煤付着

３ 鍋 （口）２８．０ Ｃ７包含層 やや粗い
やや
不良

内－淡黄橙色
外－（口）淡黄橙色
（体）褐灰色

内－回転ナデ （口）１／１２ 外面煤付着？

４ 鍋 （口）４１．４ Ｂ８包含層
粗い
１㎜以下の白色砂粒、金雲母

やや
良好

内－暗黄橙色
外－暗褐色

内－（口）回転ナデ
（体）ナデ

（口）１／８ 外面煤付着

５ 鍋 －
Ｃ５・Ｃ７包含
層

密、金雲母 良好
内－淡橙色
外－淡灰橙色

内－回転ナデ
外－上半回転ナデ・下半ケズリ

（口）１／８ 外面煤付着

６ 鍋 （口）４０．８
Ｂ２・Ｂ３包
含層

密 良好 黄橙色 回転ナデ （口）１／８ 内外面煤付着

７ 鍋 （口）３５．０ Ｂ３包含層 やや粗い
やや
不良

内－黄橙色
外－黄橙色～淡橙色

回転ナデ （口）１／８

８ 皿
（口）９．６
（底）約４．０
（高）１．８

Ｃ４包含層 密、金雲母
やや
良好

内－淡黄橙色
外－黄橙色

内－回転ナデ
外－（口）回転ナデ（底）ナデ

（口）１／６

９ 皿
（口）７．２
（底）約４．８
（高）１．４

Ｂ７包含層 密 良好 灰橙色
内－不明
外－（口）不明（底）ナデ

（口）１／４ 手捏

１０ 皿
（口）８．６
（底）約４．０
（高）１．３

Ｂ７包含層 やや密 良好 橙色
内－ナデ
外－（口）ナデ（底）ナデ

（口）１／２ 手捏

１１ 皿
（口）９．０
（底）４．６
（高）１．３

包含層 密
やや
不良

内－淡黄橙色
外－淡橙色

（口）ナデ （口）１／３
手捏
底部外面指頭圧
痕

１２ 皿
（口）７．６
（底）３．８
（高）１．２

Ｂ２包含層
密
０．５㎜以下の白色砂粒
金雲母

やや
不良

橙色
内－不明
外－（口）ナデ（底）ナデ

（口）１／３ 手捏

１３ 皿
（口）８．４
（底）約６．７
（高）１．２

Ｃ６包含層 密
やや
不良

内－淡黄橙色～橙色
外－灰黄橙色～橙色

内－ナデ？
外－（口）ナデ？

（口）１／４ 手捏

１４ 皿
（口）９．０
（底）６．４
（高）１．２

Ｂ１３包含層 やや密
やや
良好

内－橙色
外－淡橙色

内－ナデ
外－（口）ナデ（底）ナデ

（口）１／６ 手捏

１５ 皿
（口）１０．０
（底）６．０
（高）１．２

Ｃ１包含層 密 良好
内－灰橙色
外－橙色

内－ナデ
外－不明

（口）１／４ 手捏

１６ 皿
（口）９．０
（底）約６．０
（高）１．０５

Ａ１３包含層 密 不良
内－淡灰黄橙色
外－淡黄橙色

（口）ナデ（底）ナデ （口）１／４ 手捏

１７ 皿
（口）７．２
（底）６．０
（高）０．９

Ｂ５包含層 やや密
やや
不良

淡黄橙色
内－（口）ナデ（底）ナデ
外－不明

（口）１／３ 手捏
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第１６表 Ⅱ区 包含層出土中世土器観察一覧表

挿図№ 器 種 出土地区 法量（㎝） 焼成 胎 土 色 調 内面調整 外面調整 残存率 備 考

第６６図１ 土師器皿 Ｂ７包含層
（口）（７．２）
（高）（１．５）

良好
密
雲母・クサリ
礫を少量含む

にぶい橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）一段ナデ
（底）指頭圧痕

１／３

２ 土師器皿 Ｂ２包含層
（口）（７．２）
（高）（１．３）

良好
密
雲母を少量含
む

橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）一段ナデ
（底）指頭圧痕

１／２

３ 土師器皿 包含層
（口）（８．３）
（高）（１．３）

良好
密
クサリ礫をわ
ずかに含む

にぶい橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）一段ナデ
（底）指頭圧痕

１／２

４ 土師器皿 Ｂ１３包含層
（口）（８．８）
（高）（１．１）

良好
密
雲母を少量含
む

にぶい橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）一段ナデ
（底）指頭圧痕

１／６

５ 土師器皿 Ｃ６包含層
（口）（９．０）
（高）（１．２）

良好
密
クサリ礫をわ
ずかに含む

橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）一段ナデ
（底）指頭圧痕

１／３

６ 土師器皿 Ａ１３包含層
（口）（８．０）
（高）１．３

良好 密 灰白色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）一段ナデ
（底）指頭圧痕

１／３
口縁端部に「面
取り」を施す

７ 土師器皿 包含層
（口）（８．８）
（高）１．３

良好
密
クサリ礫をわ
ずかに含む

浅黄橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）二段ナデ
（底）指頭圧痕

１／３

８ 土師器皿 Ｃ４包含層
（口）（１０．０）
（高）（１．８）

良好
密
雲母をわずか
に含む

にぶい黄橙色
（口）ヨコナデ
（見込）ナデ

（口）二段ナデ
（底）指頭圧痕

１／６

９
灰釉陶器
� Ｃ７包含層

（底）７．２
（高）（３．１）

良好
密
少量の黒色粒
を含む

（胎）灰色
（釉）緑灰色

回転ナデ 回転ナデ
高台～体
部下半部
残存

削り出し高台

１０ 越前焼 壷 Ｃ４包含層 （高）（６．１） 良好 密
（胎）赤灰色
（釉）緑灰色

ナデ ナデ 体部片
肩部に線刻を施
す

１１
越前焼
擂鉢

Ｃ１５包含層
（口）２２．０
（高）（７．７）

良好 密 赤褐色 ナデ ナデ

口縁部～
体部上半
部 １／１２
残存

１２
越前焼
擂鉢

Ｃ１５包含層
（底）１０．０
（高）（３．９）

不良 密 浅橙色 不明瞭 不明瞭 底部片

１３
白磁
合子蓋

Ｃ６包含層
（口）６．８
（底）４．７
（高）１．９

良 やや密 白灰色 ナデ ナデ １／３
連弁文の陰刻を
施す

１４ 青磁� Ｃ４包含層
（口）（１２．４）
（高）（３．５）

良好 密 緑灰色 ナデ ナデ 口縁部片
体部内面に鎬連
弁を施す

１５ 青磁� 表採
（口）（１４．８）
（高）（３．３） 良好 密 明緑灰色 ナデ ナデ 口縁部片

体部外面に片切
彫鎬連弁を施す

１６ 白磁� Ｃ１０包含層
（口）（１５．２）
（高）（２．６）

良好 密 灰白色 ナデ ナデ 口縁部片

１７ 白磁� Ｃ５包含層
（口）１１．４
（高）（４．３）

良好 密 青白色 ナデ ナデ 口縁部片
体部内面に陰刻
草花文を施す
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Ⅴ 石器（第６７～７０図）

Ⅱ区で包含層（表土・客土等を含む）より出土した石器は、総数で４１点を数える。以下、器種別に記

述するが、各器種内の分類については、第４章第２節ですでに述べているので、全て省略する。

イ 打製石斧（第６７・６８図、打製石斧観察一覧表）

打製石斧は総数で３０点出土している。主に、九頭竜川もしくは周辺の支流の川原礫・転石を素材にし

ていると思われる。全体の傾向や特徴についてはすでに触れたが、再度列記しておく。

① 表面に自然面を大きく残し、裏面に第一剥離面と思われる、側方からの剥離面を大きく残す。

② 刃部は素材（剥片）の鋭利な側縁辺をそのまま利用するため、調整は全体の形状を整える程度で、

ごくわずかである場合が多い。

③ 刃部以外の形状調整、特に基部や括れ部への調整は緻密で、時に著しい潰れなども観察できる。

本資料中、分類可能であったのは２２点で、Ⅲ・Ⅳ類は確認できない。以下、確認できた各類について

記述する。

Ⅰ類（第６７図２）

いわゆる短冊形と呼ばれるものである。総数で２点出土し、完形品は図示した１点のみである。両面

に自然風化面を残しており、平板状の自然石を加工したものと思われる。頭部には調整痕がなく、折り

取りの可能性もある。刃部には調整が入るが、剥離面の跡が若干残るほかは、ほとんど磨耗して潰れて

いる。左側面には緻密な剥離調整痕を残すが、右側面は剥離調整後、研磨調整により剥離面をほぼ全て

磨り潰し、稜線を作り出している。

Ⅱ類（第６７図１・３・４）

広義では短冊形に含まれるが、刃部がやや広がり、撥形との中間形態をとるものである。総数で３点

出土し、全て完形品である。１は頭部調整が比較的密で、一見刃部のようにも見えるが、磨耗・摩滅痕

は観察できない。３は刃部の摩滅が非常に激しく、一部は剥離痕まで潰れている。４は刃部の片面（表

面）のみを研磨し、磨製石斧の刃部のように仕上げている。

Ⅴ類（第６７図５～８、第６８図１）

いわゆる撥形と呼ばれる一群である。総数で６点出土し、完形品は４点（第６７図５～７、第６８図１）、

破損品は２点（第６７図８、１点図示せず）である。第６７図５は、頭部への調整が密で、特に頭頂部に抉

りを作出している。同図８には刃部がないが、欠失したのか未調整なのかは不明である。第６８図１は全

体の形状が歪であり、実用性に疑問が残る。

Ⅵ類（第６７図９・１０、第６８図２～９）

いわゆる分銅形と呼ばれる一群である。総数で１１点出土し、出土数では最も多い。完形品は８点（第

６７図９、第６８図２～７・９）、破損品は３点（第６７図１０、第６８図８、１点図示せず）である。第６７図１０

は、頭部および刃部調整がなく、頭部は折り取りの、刃部は一部欠失した可能性がある。第６８図３は、

頭部に折れたような跡があるが、他の剥離面に比べて風化が進んでいるため、素材段階ですでにあった

剥離面であろうと思われる。同図７は本資料中最大の打製石斧で、両面に形状調整が施され、自然面は

残されていない。同図９はいわゆるミニチュア品である。

ロ 磨石類（第６９図１・２、磨石類観察一覧表）

総数で３点出土している。完形品２点（１・２）はいわゆる磨石（Ⅰ類）であり、破損品１点はいわ
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第６７図 Ⅱ区 包含層出土打製石斧実測図（１）（縮尺１／３）
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第６８図 Ⅱ区 包含層出土打製石斧実測図（２）（縮尺１／３）
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ゆる凹石（Ⅱ類）である。

ハ 砥石（第６９図３・４、砥石観察一覧表）

総数で２点出土している。いずれも四方の側面が著しく磨耗しており、特に３は、金属製の刃物によ

ると思われる顕著な切削痕や線刻痕が、側面や端部に多く見受けられる。

ニ 器種不明品（第６９図５・６、器種不明品観察一覧表）

石器と思われるが、器種の特定が困難なものを器種不明品とする。５は、形状が磨製石斧のようにも

見受けられるが、金属製の刃物によると思われる顕著な切削痕が観察できるため、少なくとも磨製石斧

ではないと判断する。前述した砥石に同様な切削痕が残されているもの（第６９図３）があり、石材も同

じであることから、変形して使用困難になった砥石の形状を削り直し、再利用を図ったものである可能

性が高い。切削痕が金属製の刃物によるものならば、これらの所産時期はおそらく中世以降であろう。

６は、表面に自然面を残す薄い剥片で、側縁辺の表裏を研磨して、刃部を作出している。おそらく石

包丁の破片と思われる。

ホ 尖頭器（第７０図１・２、尖頭器観察一覧表）

総数で２点出土している。１は先端から側辺にかけての一部を欠失している。下端部の一部が白っぽ

く変色し、付着物も若干見受けられることから、装着痕を残しているものと思われる。 （中森）

第１７表 Ⅱ区 打製石斧観察一覧表

№ 地区 出土遺構 分類 遺存状態 最大長（㎜） 刃部幅（㎜） 基部幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石材 備考 図版№

１ Ａ・Ｂ５ １住４区 Ⅵb 完形 １０３．４０ ８６．１０ ３８．５０ １５．００ １１９．８ 斑晶質安山岩 第３２図１

２ Ａ・Ｂ５ １住４区 - 刃部片 １０６．００ １１５．００ － ３８．５５ ５１６．４ 閃緑岩 第３２図２

３ Ａ・Ｂ５ １住４区 Ⅰ 端部片 ６９．００ ６６．７０ － １３．５０ ７７．２ 石英安山岩 第３２図３

４ Ａ・Ｂ５ １住４区 Ⅵb 完形 １６２．００ １０１．８０ ５４．３０ ２５．６０ ４５５．１ 閃緑岩 第３２図４

５ ２住１区 Ⅵb 基端部欠 １２７．００ ８３．８０ ５１．２０ ２５．９０ ３２３．７ 安山岩 第３８図１

６ Ａ１０ ２住３区 - 刃部欠？ １１０．２０ － ５９．８５ ２１．１５ １６４．２ 石英安山岩 第３８図２

７ Ｂ２ 包含層 Ⅵb 完形 １３５．４５ １１３．５５ ４７．００ ２８．００ ２７５．９ 安山岩 第６８図２

８ Ｂ２ 包含層 Ⅴb 刃部片 １００．００ ８３．２０ － １９．５０ ２０２．５ 閃緑岩

９ Ｂ３ 包含層 - 基端部片？ ６０．００ － ６２．４０ ９．５５ ４８．７ 安山岩

１０ Ｃ５ 包含層 - 刃部片？ ５９．００ ９２．２０ － １４．２５ ８５．１ 黒色片岩

１１ Ａ６ 包含層 Ⅱa 完形 １８２．００ ７２．６０ ７８．５５ ３３．７５ ５９６．３ 石英安山岩 第６７図１

１２ Ａ６ 包含層 - 刃部片 １１６．５０ １０３．００ － ２９．００ ３５２．４ 安山岩

１３ Ｂ６ 包含層 Ⅵa 完形 ２２１．００ １５４．００ １０６．３０ ２９．１０ １０１１．２ 石英安山岩 第６８図７

１４ Ａ７ 包含層 Ⅴc 完形 １１８．００ ９３．５５ ５１．７０ ２８．７５ ３０８．３ 安山岩 未製品か 第６８図１

１５ Ａ７ 包含層 Ⅴb 完形 １２９．００ ８８．００ ４８．４０ ２２．００ ２１９．６ 斑晶質安山岩 第６７図６

１６ Ｂ７ 包含層 - 基端部片？ ５２．００ － ９４．４５ ２１．００ １４４．１ 安山岩

１７ Ｂ７ 包含層 Ⅱb 完形 １１７．２０ ４５．７０ ３８．８５ １１．８５ ７７．８ 石英安山岩 第６７図３

１８ Ｂ８ 包含層 Ⅵb 完形 １３２．００ １０７．７５ ６７．９０ ２９．７５ ５５４．１ 安山岩 第６７図９

１９ Ｃ８ 包含層 Ⅵa 基端部欠 １１８．００ １１６．１０ ６０．３５ ２１．６５ ２８９．７ 安山岩 第６８図３

２０ Ｂ９ 包含層 - 両端部欠 ６８．３５ － ６８．７５ １７．００ ７５．２ 石英安山岩 側辺に微細な剥離

２１ Ｂ９ 包含層 Ⅴb 完形 １４７．００ １０７．６０ ６５．６０ ２７．１０ ４５０．２ 安山岩 第６７図７

２２ Ｃ９ 包含層 Ⅵb 刃部片 １６３．００ １１０．９０ ６４．７０ １７．４０ ３６３．４ 安山岩 第６８図８

２３ Ｃ１０ 包含層 Ⅰ 刃部欠 １０８．３０ － ５８．５５ １９．２０ １３７．９ 石英安山岩

２４ Ａ１２ 包含層 Ⅵb 完形 ２０７．００ １０７．６０ ７５．６５ ３７．４５ ９３６．７ 安山岩 第６８図６

２５ Ｃ１２ 包含層 - 完形？ １１５．００ － ７５．００ ２４．６０ ２４９．４ 石英安山岩 一部に微細な剥離

２６ Ｃ１２ 包含層 Ⅵa 完形 １６２．００ １０３．５０ ６９．１５ ３３．３５ ５５７．７ 安山岩 第６８図５

２７ Ｃ１２ 包含層 - 完形？ １３５．００ １２５．００ － ２９．７０ ５２３．７ 石英安山岩 未製品か

２８ Ｃ１２ 包含層 Ⅱb 完形 １３５．３０ ３７．７５ ４１．７０ ２１．３０ １１９．１ 砂岩 第６７図４

２９ Ｃ１４ 包含層 Ⅴc 完形 １７６．００ １１６．３５ ６５．６０ ３２．００ ７５３．５ 閃緑岩 第６７図５

３０ Ｃ１５ 包含層 Ⅵb 基端部欠 １７６．００ ９７．００ ６３．６０ ３１．４５ ６１２．０ 閃緑岩 第６７図１０

３１ Ｂ１６ 包含層 Ⅵb 完形 ７０．００ ４３．６５ ４３．５５ ９．０５ ３０．０ 濃尾流紋岩 第６８図９

３２ Ｂ１７ 包含層 - 破片 ７５．４０ － ６９．００ １２．５０ ７０．４ 石英安山岩

３３ Ｃ１７ 包含層 Ⅴb 基端部欠 １２２．００ １０２．４０ ５３．７０ ２４．４０ ３３０．２ 安山岩

３４ 表採 Ⅰa 基端部欠 １１９．８５ ６０．２０ ５０．００ １８．２５ １６１．８ 石英安山岩 図６７図２

３５ 表採 Ⅴ 刃部欠 １５９．００ １００．２０ ６６．１０ ３０．２０ ４８４．２ 閃緑岩 図６７図８

３６ 試掘 Ⅵa 完形 １４１．９０ １２３．００ ５３．５５ １９．８０ ３１３．０ 安山岩 図６８図４
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第６９図 Ⅱ区 包含層出土磨石類・砥石・器種不明品実測図（縮尺１／３）

第１８表 Ⅱ区 包含層出土磨石類観察一覧表

第１９表 Ⅱ区 包含層出土砥石観察一覧表

第２０表 Ⅱ区 包含層出土器種不明品観察一覧表

№ 地 区 出土遺構 分 類 遺存状態 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石 材 備 考 図版№

１ Ｃ５ 包含層 Ⅰｃ 完形 × ○ ○ ◎ ９９．００ ９０．２０ ５３．８０ ７４４．０ 安山岩 第６９図１

２ Ｃ１７ 包含層 Ⅱ 破片 ○ － － － ５２．１５ ５０．４５ １０．６０ ２４．５ 濃尾流紋岩

３ Ｃ１７ 包含層 Ⅰａ 完形 × × ◎ × ９３．００ ８８．３０ ６７．１５ ７３９．２ 安山岩 第６９図２

№ 地 区 出土遺構 遺存状態 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石 材 備 考 図版№

１ Ｂ３ 包含層 破片 ６０．００ ２９．６０ ９．７５ ２０．０ 安山岩 石包丁破片か 第６９図６

２ Ｂ８ 包含層 両端部欠 １０５．５０ ４０．２５ ２０．８５ １１５．８ 凝灰岩 切削痕あり。砥石の再加工品か。 第６９図５

№ 地区 出土遺構 遺存状態 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石材 備考 図版№

１ Ｂ８ 包含層 破片 ６３．００ ５２．４０ ２５．７０ ９２．３ 凝灰岩 側面および端部に顕著な切削痕・線刻痕 第６９図３

２ Ｂ９ 包含層 破片 １１２．００ ４９．００ ２８．７０ １９１．７ 凝灰岩 第６９図４
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Ⅵ 鉄器（第７１図）

鉄鏃（第７１図）

Ｂ－１７区より、１点のみ出土している。全体に錆膨れが著しく、掲

載した実測図はＸ線画像を参考に作成したものである。

有茎鏃で、茎部と刃部の一部を欠損しており、全長１１．３㎝（鏃身部

長３．２㎝、頸部長６．９㎝、茎部長１．２㎝）を測る。身幅が広く、器厚の

薄い、いわゆる広根形の鉄鏃で、奈良～平安時代の製品と考えられる１）。

（中森）

註

１） 鉄鏃の実測と観察は、当センターの鈴木篤英氏による。なお、津野仁氏の分類（津
まちのかつぎ

野１９９０）によれば、本資料は柳葉Ⅱ式関箆被に相当すると思われ、その中心時期は８

世紀から１１世紀前半とされる。

参考文献

津野 仁 １９９０ 「古代・中世の鉄鏃 －東国の出土品を中心にして－」 『物質文化』５４ 物質文化

研究会 ５９頁～７５頁

Ⅶ 土製品（第７２図）

土錘（第７２図１～２４）

土錘は包含層からの出土であり、時期は不明である。出土した土錘は全て管状土錘であり、形態から

幾つかに分類することができる。和田晴吾氏は管状土錘を５種に分類し、時期や分布域を述べている。

ここでは和田分類（和田１９８５）を用いる。縦長で長軸断面が楕円形を呈し、長さに対して幅が１／２未満

第７０図 Ⅱ区 包含層出土尖頭器実測図（縮尺２／３）

第２１表 Ⅱ区 包含層出土尖頭器観察一覧表

第７１図 Ⅱ区 包含層出土鉄器実測図
（縮尺１／２）

№ 地 区 出土遺構 遺存状態 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 厚さ（㎜） 重量（ｇ） 石 材 備 考 図版№

１ Ｃ１２ 包含層 完形 ６３．７５ ２０．６５ ８．４５ １０．６ チャート 第７０図２

２ Ｃ１３ 包含層 破損 ７９．５０ ２０．９０ １１．４０ １２．９ 珪質岩 装着痕あり 第７０図１
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のものをｂ類とし、長軸断面が長方形をなす端正な形のものをｃ類、そしてｃ類を短くした形で断面が

正方形に近いものをｄ類とする。今回出土した土錘は、１～１２はｃ類に、１３～１７はｄ類に、１８～２４はｂ

類に該当する。全ての土錘は、棒状のものに粘土を巻き付けるか貼り付けた後に、丸棒状の工具を引き

抜いたものと考えられる。細かな条痕が長軸方向に走るものと、短軸方向に走るものがあり、長軸方向

の条痕は軟質の状態時にそのまま引き抜かれた際のもの、短軸方向の条痕は回転させながら引き抜いた

際のものと考えられる（細辻２００１）。内面には、砂粒が長軸方向に移動しているのを２点（１・７）観

察でき、他の土錘では砂粒の移動を確認できなかったが、内面に擦れてミガキを行ったような状態であ

ったことから工具を引き抜いたと推測する。孔径は、１．３～１．８㎝（１～１８）と０．４～０．７㎝（１９～２４）の

二つに分けられ、これは土錘の形態によって使用する丸棒状の工具が違うことによる。成形時に両端を

切り、面を持たすもの（１・２・４・６～１０・１２・１４～１６）と持たさないもの（３・５・１１・１３・１７～

２４）があり、また棒状のものを引き抜いた後に孔径を整形するもの（６・７）もある。外面はナデによ

り整形を行うが、１・２の両側は箆状工具によって整形を行っている。重量は完形のものが少ないため、

規格性を論じることはできない。大沼芳幸氏は、近江地域から出土した土錘の分析から、形態の差異は

網の使用法によるとし、重量の軽いｂ・ｄ類を刺網系、ｃ類を巻網・曳網系に使用するとしている（大

沼１９９２）。また、各遺跡の形態別出土量を検討した結果、時期により漁法が変化し、そのことからある

程度形態によって時期差が表れるとしている。この指摘は琵琶湖岸という土錘の出土量が多い地域の検

討であり、他地域においても同じ様相となるかは未定であり、今後の課題となる。 （今林）

参考文献

大沼芳幸 １９９２ 「人はそれでもタンパクシツを欲した」 『紀要』第５号 �滋賀県文化財保護協会

細辻真澄 ２００１ 「任海宮田遺跡出土の土錘について」 『富山考古学研究』第４号 �富山県文化財

振興団

和田晴吾 １９８５ 「土錘・石錘」 『弥生文化の研究』５ 雄山閣
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第７２図 Ⅱ区 包含層出土土製品実測図（縮尺１／３）

第２２表 Ⅱ区 包含層出土土製品観察一覧表

挿図№ 出土地区 最大長（㎝） 最大幅（㎝） 孔径（㎝） 重量（ｇ） 色 調 胎 土 焼 成 残存率 備 考

第７２図１ Ｂ６包含層 （６．６） ３．８５ １．６ （４９．３） 淡黄灰～淡橙色 長石多 やや良 １／３

２ Ｃ６包含層 （６．２） （２．６５） １．５ （４６．５） 淡明橙色 長石多・雲母極少 良 １／３ 黒斑有

３ Ｃ２包含層 （６．２） （４．３） １．７ （６０．０） 橙色 長石少 良 １／２

４ Ｃ５包含層 （５．４） ４．０５ １．６ （６７．４） 淡赤褐色 石英極多・長石少 良 ２／３

５ Ｂ３包含層 （６．４） ３．５５ １．４ （４９．５） 淡橙色 石英少・長石少 やや不良 １／２

６ Ｂ４包含層 ６．０ （３．９５） １．５ （４５．１） 淡橙～赤橙色 石英少・長石少 やや良 １／２ 黒斑有

７ Ｃ５包含層 ６．０ （３．６５） １．５ （４２．４） 淡灰橙褐色 長石少・角閃石極少・チャート極少 良 １／２

８ Ｂ５包含層 ６．０ ３．３ １．３ （４８．９） 淡橙色 石英少・長石少 不良 ２／３

９ Ａ７包含層 ７．０ ３．２ １．６ （５２．２） 橙～赤橙色 石英多 良 ３／４

１０ Ｂ６包含層 ６．２ ３．４ １．５ （５３．２） 淡橙色 石英少・長石少・雲母極少 良 ５／６

１１ Ｃ２包含層 ６．０ ２．８５ １．４ （２４．４） 淡明橙色 石英極少 やや不良 ２／３

１２ Ｂ５包含層 ６．７ （３．１５） １．８ （２８．３） 淡褐橙色 長石少 良 １／２

１３ Ｃ８包含層 （４．２） （２．８５） １．３ （１２．０） 淡明橙色 長石極少 やや不良 １／２

１４ Ｃ７包含層 （４．５） ３．４ １．５ ３７．２ 淡明橙色 長石極少 やや良 １／１

１５ Ｂ３包含層 ３．８５ ３．６ １．４ ４０．８ 淡橙色 雲母極少 良 １／１

１６ Ｃ４包含層 ４．３ （３．８） １．７ （４６．３） 橙～灰褐色 長石極少 良 １／３

１７ Ｃ３包含層 （４．３） （３．５５） １．４ （２５．４） 淡赤橙色 長石極少 良 １／３

１８ 表採 ７．９ （３．４５） （１．０） （３９．６） 淡明橙色 石英極少・長石極少 やや良 １／２

１９ Ｂ６包含層 ５．０ １．９ ０．７ １３．４ 淡赤橙色 石英少 良 １／１

２０ Ｃ２包含層 ４，９ １．７５ ０．５ １０．９ 淡橙色 長石少 やや不良 １／１

２１ 包含層 （４．５） （１．２５） ０．４ （６．５） 淡橙色 石英極少 やや不良 ４／５

２２ Ｃ５包含層 （２．７） １．５５ ０．７ （５．９） 橙褐色 石英多 やや良 １／３

２３ Ｃ５包含層 （２．１） １．４ ０．５ （４．０） 明橙色 長石少 やや良 １／３

２４ Ｃ２包含層 （２．０） （１．４） ０．５ （１．４） 淡黄褐色 － やや良 １／４

第２節 包含層出土遺物
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Ⅰ 縄文土器

本遺跡で検出した縄文土器の時期について述べる。

Ⅰ区では、晩期前葉～後期後半段階の土器群を検出している。それらは主に、御経塚式、中屋式に比

定される。

Ⅱ区では、縄文時代早期から晩期にわたる土器群を検出している。それらは主に、粕畑式～入海式、

北白川下層Ⅰｂ式～Ⅱａ式、北白川下層Ⅱｂ式、北白川下層Ⅲ式、船元Ⅳ式～里木Ⅱ式、中津式、御経

塚式、八日市新保式に比定される。 （白川）

Ⅱ 弥生土器～古式土師器

月影式土器の時間的位置づけ

今回の調査では、月影式土器が多く出土している。この月影式土器の位置づけをめぐっては、弥生土

器に位置づける立場（谷内尾１９８３、田嶋１９８６、楠１９９８）と古式土師器に位置づける立場（橋本１９６６・１９７５、

吉岡１９６７、堀２００２・２００４）があり、問題は土器型式の検討だけではなく、他地域を含めた社会の様相か

ら明らかにすることが重要である。このように非常に難しい問題であることから、月影式土器の研究史

と福井県における位置づけを時間軸に沿って概観したい。

１９６０年代に入って、橋本澄夫氏はそれまでの研究の成果を整理し、北陸地方の編年案を提示した。そ

の中で、月影式期に遺跡数の爆発的な増加や遺跡の立地が変化したこと、土器斉一化の方向等を弥生時

代の社会とは違う社会が行ったと推定し、月影式を古式土師器の可能性が高いと位置づけた（橋本１９６６）。

吉岡康暢氏は、弥生時代後期には「越中より能登半島基部を占める邑知地溝帯に中心をおく北陸東北

部、この南につらなる加越国境付近より福井平野にいたる北陸西部、閉鎖的な南越盆地南部」の三つの

分布圏が存在し、それぞれに地域的差があるとした。月影式土器の段階では、それぞれの地域の特徴が

希薄化し、ほぼ統一されることから、古式土師器と位置づけた（吉岡１９６７）。

さらに橋本氏は、前段階の土器と比較して、月影式土器を製作技法や器形から著しく規格化・斉一化

が進んだと述べている。範囲は金沢平野や福井平野を中心に分布し、隣接する能登平野や富山平野にも

強い影響力を与えていると指摘している。また、小型器台や有透装飾器台を月影式に位置づけた（橋本

１９７５）。

この時期に福井県で刊行された大田山古墳群や中遺跡の報告書では、これまでの研究の成果から月影

式土器を古式土師器に位置づけて報告されている（福井県教育庁埋蔵文化財センター「以下、福井県埋

文」１９７５、１９７９）。

１９８０年代に入ると、谷内尾晋司氏は、資料が増加したことをふまえて、月影式の分類を行った。従来

の月影式を２型式に分類し、月影Ⅱ式が従来の月影式土器に該当し、月影Ⅰ式は前段階の法仏式と月影

Ⅱ式を結ぶ過渡期の型式とした。月影Ⅰ式では、斉一性が失われ、個別地域差が最も顕在化することか

ら、社会が変動的であったことを指摘している。月影Ⅱ式は、橋本氏と同様に福井平野から金沢平野ま

での北陸西部に分布しており、さらに手取扇状地を中心とした北加賀の狭い地域に限定され、地域差が
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明確化してきたと述べている。月影Ⅱ式では、小型器台や有透装飾器台が出現するも、小型丸底坩を伴

っていないことから、完成されたセットで導入されていない。それは、外部の影響を受けつつも、独自

の在地式祭祀をおこなっているからと指摘している（谷内尾１９８３）。谷内尾氏は、文中では月影式の位

置づけに言及していないが、表の中で弥生土器に位置づけている。これは、月影式には地域差が存在す

ることや、次の古府クルビ式の段階から有透装飾器台などの在地祭式土器が消滅し、畿内系祭式土器が

現れるからと考えたからであろう。なお、古府クルビ式は、布留式土器に併行する時期である。

田嶋明人氏は、谷内尾晋司氏が分類した月影Ⅰ式と月影Ⅱ式との再検討を行った。田嶋氏は、漆町遺

跡の整理から、３・４群を月影式に、５・６群を白江式に設定した。谷内尾氏の編年では、３群は「月

影Ⅰ式」に、４・５群と６群の一部は「月影Ⅱ式」に位置づけられる。田嶋氏は、３・４群は組成のほ

とんどが法仏式に求められ（装飾器台は除く）、各器種が極限にまで定型化しており、外来系土器を基本

的に含まず、極めて閉鎖的であると指摘している。５・６群は、「月影系土器群が、その組成と形態を

地域間交流の進展に伴い波及してきた外来系土器群に譲り、変質・解体していく過程の土器群」とし、

４群と５群との間に画期をみとめ、５・６群を「白江式」とした（田嶋１９８６）。

この時期の福井県の報告書では、茱山崎遺跡や長屋遺跡などで、月影式土器を古式土師器に位置づけ

ている（福井県埋文１９８６ａ、１９８６ｂ）。しかし、その後刊行された光源寺遺跡や南江守大槇遺跡の報告

書では、月影式土器は出土していないが白江式の土器が出土しており、白江式土器を古式土師器に位置

づけ、それ以前の段階を弥生土器として認識されている（福井県埋文１９９３、１９９４ａ）。１９８６年の段階で、

月影式土器の石川県における研究成果と、福井県における報告書による位置づけに差異が生じているが、

１９９３年では研究成果に沿った位置づけがされている。これは、福井県において、石川県を中心に行われ

ている編年観を受け入れるのに時間がかかったためと考えられる。また、長泉寺遺跡の報告書では、月

影式土器の位置づけを弥生時代末から古墳時代初頭と幅を持たせ、明確な位置づけを行っていない（福

井県埋文１９９４ｂ）。これは、後述する近畿地方における庄内式土器を、弥生土器か古式土師器に位置づ

けるかの論議と絡んでおり、庄内式土器とほぼ併行関係にある月影式土器の位置づけを保留にしたこと

によると考えられる。

１９９０年代に入り、楠正勝氏は、西念・南新保遺跡から出土した弥生時代中期後葉から古墳時代前期前

半の土器を、５期１９小期に分類した。月影式は４期に、白江式は５期前半に相当する。また、田嶋氏の

３・４群に４期が、５・６群が５期前半に相当する。西念・南新保遺跡が、北陸東北部と北陸西部地域

の両縁辺部に位置することから、北陸東北部からの流入が見られ、北陸西部とは土器組成に違いが見ら

れるとしている。４期は、前段階の特徴を持つ土器が引き続き残るが、器高の縮小化・脚部の矮小化現

象が見られるとしている。５期前半になると、それまでの系譜を引く土器が終わり、外来系土器が波及

してくるとしている。特に、祭式土器に外来系土器のものが見られるようになる。また、隣り合った遺

跡でも土器の様相に違いが見られ、当該期の複雑な社会状況が表れていると指摘している（楠１９９８）。

この時期の福井県の報告書では、小稲津遺跡やそれ以後に刊行された報告書でも、月影式土器を弥生

時代末から古墳時代初頭に位置づけており、前述の長泉寺遺跡と同様の理由によるものと考えられる（福

井県埋文２００２）。

堀大介氏は、石川県だけでなく福井県の資料も検討を行い、月影式期には装飾器台の出現や器台・鉢

の無文化、特徴的な月影形甕が出現することなどから、法仏式と月影式の間には大きな画期があるとし、

月影式土器を古墳時代早期（堀氏は庄内式併行期に古墳時代早期という時期名称を使用）に位置づけて
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いる（堀２００２、２００４）。

以上のように、月影式土器の編年作業は、石川県の資料を中心として行われており、福井県を中心と

した資料での編年作業はほとんど行われていない。福井県の報告書において、１９９３年刊行の光源寺遺跡

の報告書から、月影式土器が土師器から弥生土器に位置づけが変わったのは、石川県の資料を中心に行

った編年観の変更に影響を受けていることがわかる。これまでの研究を概観すると、資料の少ない時代

では、月影式土器は前段階とは明らかに違う様相をしており、弥生土器とは一線を画していると考えら

れてきた。月影式の資料の増加に伴い検討を加えると、土器組成は前段階の法仏式に系譜を求めること

が明らかである。しかし、堀氏も述べているが、月影式期から小型器台や有透装飾器台の祭式土器が表

れるのは、他地域からの影響を受け、社会が変化を迎えていると指摘できる。北陸地方においては、土

器の組成や型式を中心に時期区分を行っていることがうかがえる。古墳時代の開始時期については様々

な考え方があり、それぞれの考え方や他地域の様相を見てみたい。

古墳時代開始期のメルクマールを、定型化した古墳の出現に置く立場（都出１９７９）、副葬品の組成の

変化に置く立場（白石１９７９）、その他の要素を含めた様相の変化に置く立場（寺澤１９８０）がある。弥生

土器が伝統的な地域色が表れる土器なのに対し、土師器は広域に斉一性が認められる土器である。近畿

地方では、弥生土器と布留式土器の間を埋める土器として、庄内式土器が提唱された（田中１９６５）。庄

内式土器は、近畿地方中心部に分布するが、他地域の土器や布留式土器に影響を与える。

近畿地方では、纏向遺跡や箸中山古墳（箸墓）などが存在する大和地域を中心に、古墳時代の開始時

期についての研究が多く行われてきた。定型化した古墳の定義についても様々な立場が存在する。都出

比呂志氏は、全国的に定型化された前方後円墳による政治的秩序の形成や祭式の統一性が成されること

に重きを置く立場である（都出１９７９）。都出氏によると、定型化された前方後円墳として箸中山古墳があ

げられており、時期は布留０式期である。それより以前に造られた前方後円墳は、大和地域では纏向石

塚古墳や纏向矢塚古墳の庄内式期中頃があり、四国では鶴尾神社４号墳が同じく庄内式期中頃、関東で

は神門３～５号墳が庄内式期後半に赤塚次郎氏が位置づけており（赤塚１９９５）、広い地域に庄内式期か

ら前方後円墳が存在する。白石太一郎氏は、小林行雄氏が副葬品の組成から行った古墳編年（小林１９５６）

の第２段階が布留式の極めて古い段階に相当することから、第１段階の発生期の古墳を庄内式の新しい

段階に想定した（白石１９７９）。その一方で、寺澤薫氏は、時期区分というのは土器や特定の要素のみの

変化ではなく、「原則的にあらゆる人為物の様式（土器、金属器、住居、墓、集落…）の画期によって

総体化された『古墳文化（時代）』という新時代の規定によって成立すべき概念である」という立場を

取る。さらに、その中でも初期大和政権の中心となった大和地域の様相を重要視する。土器についても、

寺澤氏は畿内五様式を６つの様式に細分し、様式６には甕に見られる連続ラセンタタキ手法や小型器台、

小型丸底土器の祖形が庄内式の前段階としての要素が含まれているとし、様式６を庄内０式と設定した。

この時期に、「大和における集落の形成と消長の画期、高地性集落の消長、銅鐸の終焉、纏向遺跡と纏

向石塚古墳の造営」が始まるとした。小型祭式土器の出現は、祭祀行為の変化による社会の変化が起き

ていることから、時期区分として最大の画期と捉えた（寺澤１９８０、１９８６）。都出氏と寺澤氏の論考を比

較してみると、都出氏は、前方後円墳が全国的に普及し、政治的に統一された時点をもって古墳時代の

始まりとするのに対して、寺澤氏は古墳時代の人為物の様式が表れた時点をもって始まりとするとして

いる。つまり、社会の変化が始まった段階（庄内０式）か、変化が全国に広まり定着した段階（布留０

式）を定点とするかで認識を異にする。
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以上、概観してきたように、福井県や石川県を中心とした北陸地方では、土器組成を中心に時期区分

を行ってきており、古墳や副葬品などの社会変化から時期区分を行ってきた近畿地方とは、方法におい

て違っている。北陸地方の土器組成における研究では、月影式土器は弥生土器の様相を引き継ぐとされ

ている。しかし、月影式土器の土器組成においても、祭式土器の出現や内面ヘラケズリによる薄甕化な

ど他地域からの影響と考えられる要素が見られる。他地域からの要素は、土器だけでなく、集落や墓制、

他の遺物の様相にも影響を与えている可能性がある。このような影響は、社会変化に起因すると考えら

れ、今後は様々な様相を含めて検討することを課題としたい。

月影式土器の器種組成比率

今回の調査では、月影式後半期の土器が多量に出土したこともあり、月影式後半期における器種別の

出土比率を算出した（第７３図）。１号住居跡と２号住居跡、遺物包含層、それらを含めた全体を対象に

した。住居跡から出土した遺物は、住居に伴うものではなく、住居廃絶後に廃棄された性格のものであ

るが、集落での土器組成の比率を考える上で参考にと思い、対象に含めた。また、図化できた土器を計

測対象とし、図化できなかった細片は計測対象外とした。このことから、この算出結果は厳密な意味で

の正確なものとは言えず、あくまでも参考程度として扱うことになる。

甕は、住居跡や包含層、全体の出土比率においても５０％前後の数値を示している。これは甕が煮沸具

として使用され、壊れやすいという特色から、他の器種と比較して大量に生産されたということであろ

う。それ以外の器種は、ほとんどが全体の１０％以下の数値を示している。

今回は当調査のみを対象とし、時期や地域間による比率の比較検討を行えなかったが、今後に向けて

の参考資料として提示しておく。 （今林）

第２３表 月影式土器の器種組成比率表

第７３図 月影式土器の器種組成比率

１号住居跡

遺物包含層

２号住居跡

全体

甕 壺 高坏 器台 装器 鉢 蓋 小型 計
１住 ４９ ９ ７ ５ ２ １０ ２ ３ ８７

割合（％） ５６．３ １０．３４５ ８．０４６ ５．７４７１ ２．２９８９ １１．４９４ ２．２９８９ ３．４４８３ １００
２住 ２０ ４ ３ ３ ０ ２ ３ ２ ３７

割合（％） ５４．１ １０．８１１ ８．１０８１ ８．１０８１ ０ ５．４０５４ ８．１０８１ ５．４０５４ １００
包含層 ９０ ２４ １４ １４ １５ ２１ ９ ５ １９２
割合（％） ４６．９ １２．５ ７．２９１７ ７．２９１７ ７．８１２５ １０．９３８ ４．６８７５ ２．６０４２ １００
計 １５９ ３７ ２４ ２２ １７ ３３ １４ １０ ３１６

割合（％） ５０．３ １１．７０９ ７．５９４９ ６．９６２ ５．３７９７ １０．４４３ ４．４３０４ ３．１６４６ １００
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福井県教育庁埋蔵文化財調査センター １９７９ 『中遺跡』

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター １９８６ａ 『茱山崎遺跡』

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター １９８６ｂ 『長屋遺跡』

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター １９９３ 『光源寺遺跡』
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堀 大介 ２００２ 「古墳成立期の土器編年―北陸南西部を中心に―」 『朝日山』 朝日町教育委員会

堀 大介 ２００４ 「コシ政権の誕生（上・下）」 『古代学研究』１６６号・１６７号 古代学研究会

谷内尾晋司 １９８３「北加賀における古墳出現期の土器について」『北陸の考古学』 石川考古学研究会

吉岡康暢 １９６７ 「北陸における土師器の編年」 『考古学ジャーナル』№６ ニュー・サイエンス社

Ⅲ 須恵器・土師器

以下、本遺跡で検出した須恵器・土師器の時間的位置づけ、および歴史的背景を検討する。

時間的位置づけ（第７４図）

須恵器生産終末期における編年は、田中照久氏１）、水村伸行氏２）、およびロクロ土師器の編年は、越前

では水村氏３）、石川県では出越茂和氏４）によって整理されている。また、当遺跡の横を流れる九頭竜川上

流の勝山市猪野口南幅遺跡において、松村晶生氏５）が消費地側の検討を行っている。しかし、１０世紀代

の土師器については、良好な資料の多くが祭祀土坑であることから、埋納器種が偏在している可能性が

あり、また流通が発達する中、地域差も器種構成に影響すると思われる。今回は上記の先行研究を基に、
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消費地ということもあり、包含層資料から想定できる当遺跡の存続期間の判定を目的とし、検討を行っ

た。なお、以下で用いる「期」は、東古市縄手遺跡における平安時代のみの区分である。

平安集落開始以前

須恵器坏Ａａ・坏Ｂａ・坏Ｂ蓋

９世紀第２四半期を中心とする。少量であり、東古市縄手遺跡の平安時代における集落開始時に搬入

されたものか、あるいは混入したものか、両者の可能性がある。

Ⅰ期

須恵器坏Ａｂ１・ｂ２・坏Ｂｂ１・皿Ａａ、土師器坏Ａａ１・ａ２・長胴甕ａ・鍋ａ（土坑３）

９世紀第３四半期を中心とする。須恵器Ａ、土師器Ａの浅深の２種があるが、土坑３での共伴例から

して、これらは時期差というよりは生産地差と考えられる６）。

弥生時代以降、平安時代では、この時期から集落として本格化したとみるべきであろう。

Ⅱ期

須恵器坏Ａｃ・坏Ｂｂ２・無紐蓋・皿Ａｂ・�Ｂ・大平鉢、土師器坏Ａｂ・長胴甕ｂ・鍋ｂ

９世紀第４四半期～１０世紀初頭を中心とする。墨書土器を含むが、土器の総量はさほど多くない。鉢

伏２号、３号窯式に併行するもので、近隣の遺跡では奥乙ヶ谷遺跡（窯）の時期である７）。

Ⅲ期

須恵器坏Ａｄ・皿ｃ、土師器�Ａａ１・�Ｂａ

１０世紀第２四半期を中心とする。金比羅山登り口窯式（小曽原２号窯式）８）に併行すると考えられる

が、小曽原２号窯の資料が少ないため、須恵器皿２に形態的に後続し、かつ一定量を占める須恵器皿ｃ

と、それと同形態の土師器皿、また石川県加賀地方の千木ヤシキダ遺跡ＳＢ１４（旧Ｐ９２）の資料９）との

対比で土師器�Ａａ１を補った。

Ⅳ期

土師器�Ａａ２・�Ｂｂ１・長胴甕ｃ・鍋ｃ

１０世紀第３四半期を中心とする。須恵器は消滅している。土師器�Ｂｂ１とｂ２の間の差異が生産地

差ならば、�Ｂｂ２は当期に含まれる。

Ⅴ期

土師器�Ａｂ１・�Ｂｂ２

１０世紀第４四半期を中心とする。４期からの形態変化は漸進的である。

Ⅵ期

土師器�Ａｂ２・ｃ・鍋ｄ

１１世紀前半代を中心とする。和田防町遺跡ＳＫ０３４出土土器群以前のものと捉えられる。

歴史的背景の検討

平安時代前期から中期にかけての東古市縄手遺跡の様相は、遺物のほとんどが包含層出土ということ

から、具体像を描くのは困難である。検討の結果、９世紀第３四半期頃から集落が営まれたこと、そし

て１１世紀代までのある程度長期間にわたって存続していたことが想定できる。また、墨書土器のなかで

「富万呂田」等判読できたものも含まれており、これらの意義について大まかであるがまとめてみたい。

越前地域では、９世紀後半から１１世紀の遺物を含む集落遺跡は、和田防町遺跡（福井県教育庁埋蔵文

化財調査センター１９８６）のみであるが、１０世紀代に集落がいったん途切れる可能性がある。坂井平野の
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第７４図 須恵器・土師器の時間的位置づけ
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集落遺跡について、広範囲に調査した坂井兵庫遺跡群では、律令期には８世紀代から集落が増加するが、

９世紀第３四半期から遺物量が激減し、１０世紀初頭で廃絶する（中川２００５）。また、猪野口南幅遺跡では、

遺跡の開始は９世紀第３四半期の可能性があるが、１０世紀前半で途絶えている（勝山市教育委員会２００１）。

北陸地域全体においても、官衙的あるいは寺院関連以外の遺跡は、９世紀末～１０世紀初めにかけて多く

が廃絶するなど（宇野１９９１）、いわば「須恵器とともに消滅」しているようにも見える。これは調査面

積等による制約もあり、１０世紀代の土器様相が明確でないことも関係していると思われるが、全体的な

傾向と捉えていいであろう。このようにしてみると、東古市縄手遺跡は周辺地域と比べて集落成立期が

遅いこと、１０世紀になっても廃絶せず続くことの２点が特色として挙げられる。

当遺跡の場所は九頭竜川中流域の狭小な地域であり、荘園等に伴う計画的な大規模開発というよりは、

長期間定住したということを含め、移住による小集団の自発的開発と捉えた方が妥当と考えられる。し

かし、開発後進地域であったとしても、律令期である当時期に新たに入植して開発を行い、その土地を

長期間占有するといった行為が可能であったかが問題になる。

ここで、文献史学側から上記の問題が可能かどうか検討する。幸いなことに越前地域においては、東

大寺荘園に関する史料が多数残されており、検討が行われている。

まず、班田収受が機能していた荘園成立以前、８世紀中葉までにおいて、小規模墾田が在地の集団の

みならず遠隔地の集団によって開かれていて、それが国内・郡内移住による新集落の建設を伴っていた

と考えられること、そして、初期荘園は開始時から周辺住人の労働力に依存しており、さらに他郡から

の農繁期の移入耕作者も必要としていたこと（堅田２００１）が指摘されている。この農繁期の募集には、

功賃のみならず「魚酒」による饗宴を行なってまで、競って人員確保が行われたようであり、それに対

する禁制も出ている１０）。このことは荘園成立以前、荘園経営時を通じて、国境を越える移動は別として、

移住に大きな制約がなかったということになる１１）。

さらに、それ以降の東大寺荘園の解体期はどうかというと、天暦５年（９５１）の「越前国足羽郡庁牒」

において、道守荘・鎧荘は条里こそ残っているものの荒れ地と化し、寄作人がいなくなっていること、

糞置荘に至っては場所すら不明になっていることが報告されている。また、その前年である天暦４年の

「東大寺封戸荘園并寺用帳」には坂井郡桑原荘の記載がなく、それ以前に廃絶したものと考えられる（村

井１９６５）。ここで言う寄作人がいなくなったということは、つまり１０世紀半ばよりも前の時点で、荘園

付近から他地域へ、新たな生活基盤が作れるからこそ移住していってしまったわけである。

文献上からは、初期荘園が９世紀以降徐々に衰退していった状況はわかるものの、いつが転機かは明

確にしがたい。ここで考古学分野から推測してみると、前述の坂井兵庫遺跡群の調査成果からは、９世

紀第３四半期が転換点であることが窺える。そして、この時期から集落が営まれる東古市縄手遺跡は、

それら荘園近辺の集落からの移住先として位置づけることも可能である。しかし、平野部から東古市縄

手遺跡のある狭い地域へ移住することについて、どんな動機があったのかは新たに問題点として残る。

また、この９世紀第３四半期は土器の形態においても、北陸古代土器編年でいうⅣ期からⅤ期になる転

換点であり、８世紀以来の箱坏形態から�型に移行する画期である。単に東古市縄手遺跡のみの問題で

はなく、この須恵器形態の転換期は、例えばそれまで８世紀以来の農耕行程、儀礼一般において重視さ

れていた屋外饗宴用食膳具としての機能が、耕作単位の小規模化等で共食用程度しか重視されなくなっ

ていくという、消費側・利用側の変化が現れたものかもしれない１２）。少なくともこの後、初期荘園が廃

絶していった以上、荘園側にもなんらかの難点が増大していったのは確かであろう。この時期の集落遺
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跡事例の増加を待ちたい。 （中野）

註

１） 田中照久 １９８８ ３９～４４頁

２） 水村伸行 １９８９ ４～７頁、１９９０ ４９～５８頁

３） 水村伸行 １９９７ ６６～６９頁

４） 出越茂和 １９８９ １５８～１７７頁

５） 勝山市教育委員会 ２００１ １０１～１０３頁

６） 猪野口南幅遺跡ＳＢ０３Ｐ１６６において、須恵器坏Ａ２ｂ（遺物番号９）と土師器坏Ａ１ａ（遺物番号１０）の共伴例がある。

（勝山市教育委員会 ２００１ ４５、４７頁）

７） 永平寺町教育委員会 １９９６ ７～３２頁

８） 田中照久 １９８８ ４４頁

９） 出越茂和 １９８９ １６９～１７２頁

１０） 「魚酒」については、梅田康夫氏によれば、「（１）「魚酒」の提供は、大土地所有化の借耕関係や公田賃租において、「耕種」

の事実において耕地占有が決定されることから、個別経営の外部からも労働力を確保せんとして行われた慣行であること」（梅

田１９９３：４３０頁）とまとめられている。つまり、春の耕作開始時点に着手できた田が、収穫までの一年間の占有が認められる

ことから、賃租とはいえ着手面積が多いほど収穫できる量は多くなる。そこで、春の一時期に「魚酒」を用いてまで労働力を

確保しても元が取れるということで、「競作」が行われた。

この「魚酒」に対しての禁令は延暦９年（７９０）と弘仁２年（８１１）に出されたが、それ以降はない。

１１） 大町健氏は、寛平８年（８９６）４月２日太政官符について、「諸郷の百姓は、それぞれ、従来の律令郷制の枠から、開墾田

を中心に、山中に開発の拠点を作っていった。個々に、山中に入っていった彼らは、「群居雑処」と言われるような、新たな

集落、村落関係を作り出していった。その起点は９世紀末から百余年前、すなわち、８世紀末ということになる」（大町１９９１

１４８頁）と解説している。このことを単純に一般化できるわけではないが、班田収受の機能不全に先行して、律令の民衆把握

が弛緩しはじめていたことを示すものであろう。

１２） 福井県出土墨書土器についての集成を釘谷紀氏が行っていて、それによると須恵器消滅とともに墨書土器もみられなくなる

ことが挙げられている（釘谷２００４）。墨書は祭祀用の吉祥句を除けば食器識別符号であり、墨書土器にみられる施設名、人名

といったものは、両者が同一の目的で使用されていたとみてよいのではないか。つまり、施設名、人名ともに、食器の所属を

示す為のものであったと思われる。その食器が混同される可能性のある状況は、利用者が不特定多数であったということであ

る。このことから、Ⅴ期以降消費側・利用側としては、須恵器が饗宴に利用できるような器種構成でなくなっても、例えば共

同で行う溝修繕などの際の共食用には、墨書土器が示すように須恵器を用い続けたのではないか。その点において、「墨書土

器は須恵器の用途と同様であったため、須恵器が消滅すると同時に墨書する理由も無くなった可能性」（釘谷２００４ ９８～９９頁）

との指摘は重要と思われる。
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堅田 理 ２００１ 「墾田永年私財法と浮浪人」 『続日本紀研究 第３３０号』 続日本紀研究会

勝山市教育委員会 ２０００ 『勝山市猪野口南幅遺跡』勝山市埋蔵文化財調査報告第１３集

釘谷 紀 ２００４ 「福井県墨書土器概観」 『あさひシンポジウム２００３記録集 山の信仰を考える－越

知山と泰澄を深めるために－』 朝日町教育委員会

田中照久 １９８８ 「小曽原古窯跡群の概要」 『シンポジウム北陸の古代時研究の現状と課題』資料編

石川考古学研究会 北陸古代土器研究会

出越茂和 １９８９ 「金沢における八～十世紀の食膳土器」 『金沢市末窯跡群』 金沢市教育委員会

出越茂和 １９９４ 「北陸の施釉陶器－加賀を中心に－」 『古代の土器研究会第３回シンポジウム 古

代の土器研究 －律令的土器様式の西・東３ 施釉陶器－』 古代の土器研究会

中川佳三 １９９９ 「第４節 ＳＤ－２２出土の土器について」 『大関東遺跡・大味上遺跡』福井県埋蔵

文化財調査報告第４４集 福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

中川佳三 ２００５ 「第３章まとめ 第３節古代」 『坂井兵庫遺跡群Ⅱ（遺物編）』 福井県埋蔵文化財

調査報告第８１集 福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター １９８６ 「第Ⅹ章 和田防町遺跡第Ⅱ次調査」 『六条・和田地

区遺跡群』福井県埋蔵文化財調査報告第１１集

水村伸行 １９８９ 「鉢伏１号窯址とその年代」 『福井考古学会々報』第２８号 福井考古学会

水村伸行 １９９０ 「第Ⅳ章 総括」 『鉢伏２・３号窯址灰原発掘調査概報』 福井県教育庁埋蔵文化

財調査センター所報３ 福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

水村伸行 １９９７ 「第２節 越前国における古代末期の土師器編年」 『中・近世の北陸－考古学が語

る社会史－』 北陸中世土器研究会

村井康彦 １９６５ 「第２章 古典荘園の基本構造 ２荘園と寄作人」 『古代国家解体過程の研究』

岩波書店

Ⅳ 粘土塊

未焼成粘土塊の近年の類型として、京都市岩倉忠在地遺跡で古墳時代初頭の竪穴住居跡からの出土が

あげられる（若林ほか ２００６）。竪穴住居跡や近接する遺構から粘土塊が複数出土しており、その場所

において土器製作に関する作業が行われた可能性が指摘されている。当遺跡の出土位置は、竪穴住居廃

絶後の覆土中であることから、廃絶住居を利用した、素材の備蓄も考慮される。 （今林）

参考文献

若林邦彦ほか ２００６ 『岩倉忠在地遺跡』 同志社大学歴史資料館
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第２節 遺構・遺跡

本遺跡において検出した遺構のうち、主要なものについて触れ、まとめに換えたい。

Ⅰ 遺構

竪穴住居跡

以下、Ⅱ区で検出した主要な遺構である、２棟の竪穴住居跡１）について若干の検討を加える。

いずれも覆土から多量の土器を検出した（第２２・３４図）。まず、遺物出土状況について触れる。

「竪穴住居跡窪地への廃棄行為による遺物（住居覆土上層出土遺物）は、本質的に住居そのものに伴

う遺物ではない」とされる（小林２００２）。また、本遺跡の竪穴住居の廃絶から遺物の廃棄までの時間幅

の推定は、出土状況からは困難である。このような認識に立ちながらも、本遺跡においては、竪穴住居

跡出土土器と本調査区で検出した主体となる遺物とは同時期（月影式期）であることや、包含層出土遺

物で月影式期以前に遡るのは縄文土器であり、隔たりが大きいことから、おおむね出土遺物と近似する

時間的位置を保持すると仮定される。

１号住居跡から検出した土器は、その出土位置（垂直分布）から、「第一次堆積土」形成後の廃棄ま

たは流れ込みが想定される（第２２図）。「廃棄行為にも、その捨てるモノ・捨てる場所・捨てる動機に

より、様々な種類の廃棄行為があり、各々のタイミングで捨てられた遺物群が重複して出土する」ため

廃棄の同時性は保証できない（小林１９９６）。本遺跡の竪穴住居跡の場合、検出した土器は、型式学的に

月影式の時間幅に収まるため、比較的近似した時間的位置である蓋然性を認めるにすぎない２）。１号住

居跡の遺物の平面分布は南側に偏り、廃棄ないし流れ込みが南側からなされた可能性が指摘できる。土

器片の磨滅の程度や近辺での接合率の高さから、流れ込みよりは廃棄の可能性が高いと思われる。

２号住居跡は、床面からの検出と、「第一次堆積土」より上部での検出が確認できる。しかし、床面

直上の土器（第３５図１５）は破片であり、住居跡のほぼ中央部に位置すること、また、第３７図４のように

出土位置に高低差のある破片が接合する例もあることから、「第一次堆積土」形成とほぼ同時期の廃棄

ないし流れ込みの可能性も考えられ、明確に遺構に伴うとは判断しがたい。２号住居跡の遺物の平面分

布は、中央部および北側に偏る。１号住居跡と同様に、磨滅の程度や近辺での接合率の高さ、さらに住

居跡壁面付近で遺物を確認していないことから、廃棄の可能性を指摘できる。

１号住居跡および２号住居跡の遺物出土状況は、縄文時代の竪穴住居跡研究において、いわゆる「吹

上パターン」と呼ばれる出土状況に類似する（小林１９６５）。縄文時代の竪穴住居跡の議論では、「第一

次堆積土」の形成に季節的移動を想定する立場（末木１９７５、石井１９７７）と、人為的な行為を想定する立

場（山本１９８７）がある３）。しかし、立地条件や社会構造が異なる時代の竪穴住居跡に、その議論をその

まま当てはめることはできない。弥生時代以降の住居跡研究においては、土屋根の崩落が「第一次堆積

土」に関与している可能性を示唆するものもある４）。層位の観察からの土層の成因解明については、現

状では困難であり、先に述べたように異なる解釈が提示される結果となっている。「考古学的な堆積層

の堆積はその土質の組織、時代あるいは場所によって独自性をもつものである」とされるように、歴史

的・地理的な要因も加味されなければならない（ハリス１９９５）。一見同様の堆積に見えても、それらが

単一の要因に拠るとは言えず、さまざまな堆積状況があったことが想定される。問題は、分層した単位

が何に起因するのか、集落論や住居跡論に還元できていないところにある。各層中のブロックや炭化物
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の含有率・土質・色調から何を明らかにできるのか、またできないのかを考えていかなければならない。

以上のような現状において、本遺跡の遺物出土状況の解釈は困難である。

次に、竪穴住居を構成する施設について触れていく。１号住居跡では、ピット１～４を、その配置や

深度から主柱穴と判断した。一方、２号住居跡では、ピットの深度が浅く、また平面上で南側に偏った

配置であることから、明確に主柱穴になるとは言いがたいが、ピット１～４がその可能性を保有すると

指摘するに留めたい。１号住居跡の南東部に見られるテラス状の部分は、周辺部分との対比から、土を

盛って貼りつけたのではなく、地山を部分的に残して掘りこんだものと判断した。幅が０．５ｍ弱である

ことや、住居壁面から床面にかけて緩やかな傾斜をもつ形状であること、また、平坦面を形成しないこ

とから、いわゆる「ベンチ状遺構５）」とは異なる。

福井県において、月影式期の竪穴住居跡の調査例は、近年増加している。しかし、後世の削平を受け

るなど、遺物出土状況が把握できる例は少ない。そのため、推論には、時代および地域を異にする竪穴

住居跡についての議論を適用しなければならなくなり、前提条件が多い。今後、資料増加を待ち、周辺

地域の資料との比較を通して、位置づけを再考しなければならない。

Ⅱ 遺跡

今回の発掘調査における成果として、主に以下の４点があげられる。

①県内で検出例の少ない、縄文時代早期～前期・晩期の土器を検出したこと（Ⅰ区で晩期・Ⅱ区で早

～前期、晩期）。本遺跡の土器様相から、越前地方（少なくとも永平寺町周辺）における縄文時代早期

～前期の土器は、東海・近畿地方の影響を受けていることが明らかになった。②月影式期の竪穴住居跡

を検出したこと（Ⅱ区）。また、遺構覆土内から多量の月影式土器を検出したこと。③まとまった律令

期の土師器・須恵器を検出したこと（Ⅱ区）。④類例の少ない石組遺構を検出したこと（Ⅰ区）。

なお、Ⅰ区とⅡ区は、立地条件が異なること、出土遺物の保有する時間的位置および幅が異なること

から、同一時期の集落の広がりとして捉えることはできない。便宜上、同一の遺跡名で括られているも

のの、本来は時間的・空間的に異なる集落であったと判断される。 （白川）

註

１） 「竪穴住居跡」という名称については、関和彦氏による以下のような批判がある。「報告書において担当者が『竪穴住居』

と表記するということは、学問的にいえばその『竪穴』遺構が住居であると認識したということである。しかし、今まで多く

の場合、慣用的に『竪穴』遺構がでれば反射的に『竪穴住居』としたのであろう」というものである（関１９９９）。しかしなが

ら、どのような条件をみたせば、遺構を竪穴住居跡として認定できるのか、問題提起はされるものの明確な指針は示されてい

ないのが現状であろう。規模や施設で判断する方法もあろうが、同様の規模・構造でも、時代・時期・地域によって機能・性

格が異なっていた可能性もある。福井県内での弥生時代～古墳時代の竪穴住居跡検出例は必ずしも多くないが、隣接する石川

県においては、柱穴を有さないものや一辺が２～３ｍ程度のものも「竪穴住居跡」として報告される例がある。例えば、宝達

志水町（旧押水町）竹生野遺跡では、２～３ｍの規模で柱穴が認められないもの“第２１号竪穴住居”、金沢市額新町遺跡では、

ピット１基のみのもの“第２号竪穴住居址ＳＴ０２”・長軸３．２ｍのもの“第８号竪穴住居址ＳＴ０８”・長軸３．２ｍで柱穴無しの

もの“第９号竪穴住居址ＳＴ０９”、志賀町鹿首モリガフチ遺跡では、柱穴が不規則で主柱穴らしきものが認められないもの“第

３号竪穴住居跡”などが竪穴住居跡として報告されている（越坂１９８８、田中１９８４、南１９９５）。また、宮本長二郎氏の研究によ

れば、竪穴住居には、伏屋式のものや壁立式のように柱穴を必要としないものが認められる（宮本１９９６）。本遺跡においては、
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上部構造を推定する根拠を見出すことができなかったため、上の例に該当するか判断できず、上部構造の問題には触れること

はできない。また、日常的に「住居」として使用したのかという問いにも考古学的手法を用い答えることは困難である。上記

の批判を免れないであろうが、居住スペースが確保できるか否かといった点を考慮し、便宜的に第７図には土坑、第２１・３３図

には竪穴住居跡という名称を用いた。なお、この判断は、今後の研究の進展により適宜改変されるべきものである。

２） 実際の手続きにおいては、このような資料が一括と認定され、それが編年上の基準資料となってきたため、土器操作におい

ては、有意なまとまりなのかもしれない。しかし、層位の安定性を保証するために、型式学的なまとまりを利用することは、

一括性により土器の同時性を保証する方法と循環していることを認識しておかなければならない。

３） それぞれの立場においても、解釈がわかれ意見はまとまっていない。林謙作氏は、「『第一次堆積土』は、末木が指摘してい

るように、遺物はほとんど含まず、きわめて細粒で均質である場合が圧倒的に多い。この特徴は、すくなくとも東日本では、

縄文時代に限らずすべての時期に共通する。（中略）朽ちかけた屋根や壁の隙間から土ぼこりが吹き込んだと考えれば、『第

一次堆積土』のこのような特徴は説明がつく」としている（林２００４）。また、西田正規氏による、自然堆積か人為的堆積か、

「どちらの可能性によるものか、堆積した土層断面の観察で判断できることだろうか」という指摘もある（西田１９８９）。西田

氏の指摘どおり、現状においては土層断面自体から、自然堆積と人為的堆積を見分けることは困難ないし不可能であろう。し

かし、林氏の指摘のとおり、「第一次堆積土」の形成が通時代的な現象であるならば、自然堆積の可能性が高いように思われ

る。

４） 古墳時代の例では、群馬県の黒井峯遺跡や中筋遺跡などで確認されている（大塚１９９８）。これらは、火山灰の堆積により放棄

された集落のもので、竪穴住居の崩壊の過程が通常とは異なるという状況であるため、このような堆積土が一般的であるとは

いいきれない。また、地域的差異・時間的差異も考慮しなくてはならないため、安易な類推はできない。

５） 他に、「ベッド状遺構」「テラス状遺構」「屋内高床部」などの名称もある。名称については、帝京大学山梨文化財研究所で

の研究集会「遺跡・遺物から何を読み取るか（Ⅲ）―住まいと住まい方―」で議論されているが、統一見解を得るには至って

いない（平野編２０００）。

参考文献

浅川滋男編 １９９８ 『先史日本の住居とその周辺』 奈良国立文化財研究所シンポジウム報告 同成社

石井 寛 １９７７ 「縄文社会における移動と地域組織」 『調査研究集録』２ 港北ニュータウン埋蔵

文化財調査団

石野博信 １９９０ 『日本原始・古代住居の研究』 吉川弘文館

大塚晶彦 １９９８ 「第二節 土屋根をもつ竪穴住居 ―焼失家屋の語るもの―」 『先史日本の住居と

その周辺』 奈良国立文化財研究所シンポジウム報告 同成社

越坂一也ほか １９８８ 『竹生野遺跡』 石川県立埋蔵文化財センター

小林謙一 １９９６ 「竪穴住居跡のライフサイクルからみた住居廃絶時の状況 ―南関東の縄文中期集落

での遺物出土状態を中心に―」 山梨県考古学協会１９９６年度研究集会『すまいの考古

学 ―住居の廃絶をめぐって』資料集 山梨県考古学協会

小林謙一・大野尚子 ２００２ 「土器と遺構のライフサイクル ―縄文中期集落遺跡を読み解くために

―」 『民族考古』第６号 「民族考古」編集委員会

小林達雄 １９６５ 「遺物埋没状況及びそれに派生する問題」 『米島貝塚』 庄和町教育委員会

末木 健 １９７５ 「移動の所産としての吹上パターン」 『山梨県中央道埋蔵文化財調査報告書―北巨

摩郡長坂・明野・韮崎地内』 山梨県教育委員会
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関 和彦 １９９９ 「古代びとの建物仕様 ―竪穴「住居」論批判―」 『遺跡・遺物から何を読みとる

か（Ⅲ） ―住まいと住まい方―』 資料集 帝京大学山梨文化財研究所

田中孝典ほか １９８４ 『鹿首モリガフチ遺跡』 石川県立埋蔵文化財センター

西田正規 １９８９ 『縄文の生態史観』 東京大学出版会

林 謙作 ２００４ 『縄文時代史Ⅱ』 雄山閣

エドワード・ハリス著 小沢一雅訳 １９９５ 『考古学における層位学入門』 雄山閣

平野 修編 ２０００ 「討論」 『研究集会報告集 住まいと住まい方 ―遺跡・遺物から何を読みとる

か』 帝京大学山梨文化財研究所

福井県教育委員会 １９９３ 『福井県遺跡地図』

南 久和 １９９５ 『金沢市額新町遺跡』 金沢市教育委員会

宮本長二郎 １９９６ 「竪穴住居の復元」 『考古学による日本歴史１５ 家族と住まい』 雄山閣

山本暉久 １９８７ 「縄文時代社会と移動―『集団移動』論をめぐる研究の現状とその問題点について」

『神奈川考古』２３

第２節 遺構・遺跡

－１２９－
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